


　この報告書は，地方職員共済組合職員住宅建設に伴って，平成１０年度に実施した

魚見ヶ原遺跡の発掘調査の記録です。

　この遺跡は，鹿児島市魚見町に所在し，眼下に鹿児島湾，東側には桜島を望む台

地端に位置しています。

　今回の調査では，弥生時代前期の竪穴住居跡や土坑などとともに，多くの土器・

石器などが発見されました。これまで，稲作農耕が南九州へ伝播した頃の人々の生

活の様子は，資料も少なくはっきりしていませんでしたが，今回発見された多種多

量の石器や，多くの炭化した木の実などは，こうした問題を解明するきっかけにな

ると思われます。

　また，いくつかに分類できる土器は，その移り変わりとともに本地域における特

徴や他地域との交流などをも示しています。

　本報告書が，県民の皆様はじめ多くの方々に活用され，埋蔵文化財に対する関心

とご理解をいただくとともに文化財の普及・啓発の一助となれば幸いです。

　最後に，調査に当たりご協力いただいた県総務部職員厚生課，鹿児島市教育委員

会，関係各機関並びに発掘調査に従事された地域の方々に厚くお礼申しあげます。

　平成１９年３月

鹿児島県立埋蔵文化財センター

所　長　　宮　原　景　信　　
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押型文土器
指宿式・市来式・鐘崎式・御領
式土器
入佐式・黒川式土器

高橋式土器・打製石鏃・磨製石
鏃・石匙・石錐・石槍・石剣・
石庖丁・石鎌・打製石斧・磨製
石斧・ピエスエスキーユ・スク
レイパー・擦痕石器・敲石・磨
石・石皿・石錘・砥石・礫器・
軽石製品（石偶・女陰・有孔品・
くぼみ石形）炭化木の実
北麓式土器
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土師器
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弥生時代中期

古墳時代
古代
中世
近世

集落跡魚見ヶ原遺跡

　魚見ヶ原遺跡は，縄文時代早期から近世まで長期にわたる複合遺跡で，主体となる
のは弥生時代前期と中期前葉である。
　竪穴住居跡と土坑から成る集落が発見されており，竪穴住居跡の中には松菊里タイ
プのものも含まれている。多くの土器・石器が出土しており，その種類は多様である。
土器の中には，貝殻で重弧文を付した壺形土器や，研磨した鉢形土器など他地域から
の持ち込みと思われるものもある。石器も多様であるが，石庖丁・石鎌などの出土が
少なく，逆に敲石や石皿などの粉食具が多く，炭化した木の実が多量に出土している
のは，当時のこの地域の生業を物語っている。多くの軽石製品は多様な用途を示して
いるが，祭祀の一端をも暗示している。

遺　跡　の

概　　要
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１　本書は，地方職員共済組合職員住宅建設に伴う魚見ヶ原遺跡の発掘調査報

告書である。

２　本遺跡は，鹿児島県鹿児島市魚見町に所在する。

３　発掘調査及び報告書作成（整理作業）は，鹿児島県総務部職員厚生課から

鹿児島県教育委員会が依頼を受け，鹿児島県立埋蔵文化財センターが担当し

た。

４　発掘調査は，平成９年１月６日から同年３月２６日まで実施し，整理作業・

報告書作成は平成１８年度に実施した。

５　遺物番号は，通し番号とし，本文・挿図・表・図版の番号は一致する。

６　挿図の縮尺は，各図面に示した。

７　本書で用いたレベル数値は，海抜絶対高である。

８　発掘調査における図面の作成，写真の撮影は，調査担当者が行った。空中

写真撮影は，有限会社ふじたに委託した。

９　遺構実測図のトレースは，整理作業員が行った。

１０　土器の実測・トレースは，整理作業員の協力を得て池畑耕一が行った。

１１　石器の一部については，実測・トレースをアイシン精機株式会社文化財プ

ロジェクトに委託し，監修は池畑が行った。その他の石器は整理作業員の協

力を得て池畑が行った。

１２　遺構内から出土した炭化物の放射性炭素年代測定は，株式会社加速器分析

研究所に委託した。

１３　遺物の写真撮影は，鶴田靜彦・�岡康弘・西園勝彦が行った。

１４　本書の執筆・編集は，池畑が担当した。

１５　遺物は，鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し，展示・活用する予定で

ある。なお，魚見ヶ原遺跡の遺物注記の略号は「ＵＯ」である。
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　鹿児島県教育委員会は，文化財の保護・活用を図るた

め，各開発関係機関との間で，事業区域内における文化

財の有無およびその取り扱いについて協議し，諸開発と

の調整を図っている。

　この事前協議制に基づき，鹿児島県総務部職員厚生課

は，鹿児島市魚見町に計画した地方職員共済組合職員住

宅建設に先立って，対象地内における埋蔵文化財の有無

について鹿児島県教育庁文化財課に照会した。

　文化財課は平成８年１１月１５日（金）に分布調査を実施

した結果，事業区域内には魚見ヶ原遺跡が所在すること

が判明し，確認調査を実施することとなった。

　確認調査は県文化財課（青�和憲・堂込秀人）が担当

し，１２月５日（木）に実施した。その結果，弥生時代の

遺跡で，約１２，０００�に広がることが確認された。

　そこで，平成８年度に県総務部・県文化財課・県立埋

蔵文化財センター（以下，埋文センター）の三者で再度

協議を行い，当事業区域内では現状保存や設計変更が不

可能なことから，住宅や集会所等掘削する部分について

埋文センターが本調査を実施することとした。

　調査は平成９年１月６日から３月２６日まで実施した。

調査総面積は２，３００�である。整理作業・報告書作成作

業は１８年度に埋文センターにおいて行った。
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１　本調査（平成８年度）

　起因事業主体者　鹿児島県総務部職員厚生課

　調 査 主 体 者       　鹿児島県教育委員会
　　　　　　　

　調査企画調整        　鹿児島県教育庁文化財課
　　　　　　　

　調査責任者　県立埋蔵文化財センター（以下埋セ）

　　　　　　　　　所　　　　　長　　吉　永　和　人

　調査企画者　埋セ次長兼総務課長　　尾　崎　　　進

　　　　　　　　〃　調 査 課 長      　　戸　�　勝　洋
　　　　　　　

　　　　　　　　〃　課長補佐兼第一調査係長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　新　東　晃　一

　　　　　　　　〃　主任文化財主事　　青　�　和　憲

　調査担当者　　〃　文 化 財 主 事       　　前　迫　亮　一
　　　　　　　

　　　　　　　　〃　文化財研究員        　　桑波田　武　志
　　　　　　　

　事務担当者　　〃　主　　　　　査　　前屋敷　裕　徳

　　　　　　　　〃　　　　〃　　　　　政　倉　孝　弘

　　　　　　　　〃　主　　　　　事　　溜　池　圭　子

２　整理・報告書作成（平成１８年度）

　起因事業主体者　鹿児島県総務部職員厚生課

　作 成 主 体 者       　鹿児島県教育委員会
　　　　　　　

　企 画 調 整      　鹿児島県教育庁文化財課
　　　　　　　

　作成責任者　県立埋蔵文化財センター（以下埋セ）

　　　　　　　　　所　　　　　長　　上　今　常　雄

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　宮　原　景　信

　作成企画者　埋セ次長兼総務課長　　有　川　昭　人

　　　　　　　　〃　次　　　　　長　　新　東　晃　一

　　　　　　　　〃　調査第一課長        　　池　畑　耕　一
　　　　　　　

　　　　　　　　〃　主任文化財主事兼第一調査係長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　長　野　眞　一

　作成担当者　　〃　調査第一課長        　　池　畑　耕　一
　　　　　　　

　事務担当者　　〃　総 務 係 長      　　寄井田　正　秀
　　　　　　　

　　　　　　　　〃　主　　　　　事　　五百路　　　真

　企 画 委 員      　　〃　文 化 財 主 事       　　寺　原　　　徹
　　　　　 　　　　　　　

　　　　　　　　〃　文化財研究員        　　西　園　勝　彦
　　　　　　　

　報告書作成検討委員会　平成１８年１２月１５日

　　　　　　　　　　　　　　　所長ほか　　　１２名

　報告書作成指導委員会　平成１８年１２月１４日

　　　　　　　　　　　　　　　新東次長ほか　２名
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　本調査の経過を１週間ごとに記していく。

１　１月６日（水）～８日（金）

　○６日の午前中に杭打ちをし，午後から作業員を集め

てオリエンテーション，道具搬入をする。

　○表土剥ぎのあと，次のトレンチを調査する。

　　Ｄ－１４・１５区，Ｅ－８・９区，Ｆ－４・５・１０・１１

区，Ｆ・Ｇ－８・９区，Ｈ－６・７・１０・１１区，Ｊ－

４・８・９区。

　○Ｄ－１４区は薩摩火山層を剥いで旧石器の確認。

　○Ｆ－１０・１１区は縄文時代早期の確認。

　○Ｈ－１０・１１区，Ｊ－８・９区で溝を検出。

２　１月１１日（月）～１４日（木）

　○表土剥ぎのあと，次のトレンチを調査する。

　　Ｄ－２・３区，Ｄ・Ｅ－６～９区，Ｆ－４・５区，

Ｆ・Ｇ－８・９区，Ｈ－４～７・１０・１１・１４・１５区，

Ｈ・Ｉ－１５区，Ｊ－４・８～１１区，Ｌ－１４・１５区

　○Ｄ・Ｅ－６・７区で多くの遺物，Ｆ・Ｇ－８・９区

では遺構が出ている。Ｊ－１０・１１区では溝２条を検出。

　○Ｈ－１４・１５区は薩摩火山灰層の上面で遺構検出。

３　１月１８日（月）～２２日（金）

　○１９日は雨のため作業中止。

　○表土剥ぎのあと，次のトレンチを調査する。

　　Ｂ・Ｃ－７・１３・１５区，Ｄ・Ｅ－６・７・１７区，Ｄ

－８・９区，Ｆ・Ｇ－８・９・１７区，Ｈ－２・４～１１

区，Ｈ・Ｉ－１５区，Ｅ～Ｊ－１７区，Ｊ－１１・１４・１５区，

Ｋ－１６・１７区

　○Ｂ・Ｃ－１３区で旧石器の確認。Ｄ・Ｅ－７区やＫ－
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１６・１７区では遺物が多く出土。Ｄ－８・９区に焼土。

　○土坑１～３を掘り上げ，写真撮影。遺構配置図作成。

４　１月２６日（火）～２９日（金）

　○発掘調査をした地点。

　　Ｂ－１３区，Ｃ－６～８区，Ｄ・Ｅ－６・７区，Ｆ・

Ｇ－８・９区，Ｈ－１１区，Ｊ～Ｌ－１３～１５区，Ｊ・Ｋ

－１６・１７区，Ｍ－１７区。

　○Ｂ－１３区は下層確認。土坑１～４の実測・掘り上げ。

Ｊ－１５区，Ｋ－１６区で住居跡検出。Ｊ・Ｋ－１５・１６区

では石鏃が多く出土。

５　２月１日（月）～５日（金）

　○１日は雨のため，３日は雪のため外の作業中止。

　○発掘調査をした地点。

　　Ｃ－４～８区，Ｄ・Ｅ－６・７区，Ｊ～Ｌ－１３～１７区

　○この週から南東隅を広げて調査する。

　○Ｈ－４～７区はトレンチ埋め戻し。

６　２月８日（月）～１２日（金）

　○１２日は雨のため午前中は土器洗い。

　○発掘調査をした地点。

　　Ｄ・Ｅ－５～７区，Ｆ－８区，Ｋ・Ｌ－１５～１７区

　○土坑３の掘り上げ。Ａ号棟建設地の表土剥ぎ。

７　２月１５日（月）～１９日（金）

　○発掘調査をした地点。

　　Ｃ－６・７区，Ｃ～Ｅ－４～６区，Ｋ・Ｌ－１４～１７

区，Ｈ－２区，Ｉ－１６・１７区，Ｊ・Ｋ－１７区

　○Ｃ－７区でドングリ数十点出土。方形住居検出。

　○２基の住居を掘り上げる。Ｊ－１７区に土坑。

８　２月２２日（月）～２６日（金）

　○２４日午前中，２６日の３時過ぎは雨のため遺物洗い。

　○Ｃ～Ｅ－４・５区，Ｄ・Ｅ－８区，Ｅ－８区，Ｊ－

１２・１３区の掘り下げ。

　○Ｄ－６・７区，Ｅ－７区の溝，Ｃ－８区，Ｆ－８・

９区の土坑，住居１～３号の掘り上げ，清掃，写真撮

影。

　○Ｄ・Ｅ－４・５区精査，溝掘り上げ。

　○Ｄ・Ｅ－９区の一部を下げる。

９　２月２８日（日）

　　町内会主催ウォーキング大会のコースに遺跡が組み

込まれる。

１０　３月１日（月）～５日（金）

　○４日は雨のため終日土器洗い。

　○１号～３号住居跡の掘り上げ，写真撮影など。４号

住居跡を検出。土坑３号～５号掘り上げ，実測。

　○Ｃ・Ｄ－７・８区，Ｃ～Ｅ－５～７区，Ｄ・Ｅ－８

　・９区掘り下げ。Ｃ・Ｄ－７・８区には木の実が多い。

　○Ｄ・Ｅ－８区実測。

　○Ｄ・Ｅ－６区の溝掘り上げ，実測。Ｄ－４～８区の

溝平面図作成。Ｆ－８・９区北側の地層断面実測。

　○Ｇ－１０・１１区表土剥ぎ。

１１　３月８日（月）～１２日（金）

　○１１日朝は雨のため土器水洗い。

　○１号～４号住居跡の掘り上げ，写真撮影，実測。４

号住居跡から完形の壺出土。

　○Ｄ－６区の４基の土坑掘り上げ。

　○Ｃ・Ｄ－６区，Ｄ～Ｆ－３区，Ｄ・Ｅ－６～８区，

Ｆ－６・７区掘り下げ，遺構検出。

　○Ｄ－９区，Ｇ－１１区表土剥ぎ。

１２　３月１４日（日）

　　１０時と１３時半からの２回現地説明会。見学者３６０名。

１３　３月１５日（月）～１９日（金）

　○１７日からセンターの大久保浩二・黒川忠広応援。大

久保は１９日までと２９日，黒川は２９日まで。

　○Ｃ～Ｅ－５区，Ｄ～Ｆ－４～８区，Ｄ～Ｇ－８・９

区，Ｆ－６・７区，Ｇ－１０・１１区の遺構検出，遺構掘

り上げ。

　○Ａ号棟・Ｂ号棟・Ｆ号棟敷地の遺構検出，遺構掘り

上げ。

　○１号住居，土坑６号・７号・９号，１２～１４号，１８～

２６号の掘り上げ。

　○Ｅ・Ｆ－３区の表土剥ぎ，遺構検出。

　○Ｊ・Ｋ－１２～１４区の埋め戻し。

１４　３月２３日（火）～２６日（金）

　○２６日は雷雨のため作業できず，午後に道具搬出。作

業員雇用は終了。

　○Ａ号棟・Ｂ号棟敷地の遺構掘り上げ。

　○１号・２号住居の掘り上げ。

　○土坑６号に貝だまり。

１５　３月２８日（日）・２９日（月）

　○１号・２号住居の実測終了。遺構配置図作成。航空

写真撮影。

※現地指導：河口貞徳（県考古学会長），上村俊雄（鹿

児島大学教授）

※発掘体験：ラサール中１年生３クラス１４８名（１月２６

日～２８日），東谷山中１年生２クラス７２名（２月８

日・１２日），東谷山小５年生６名が取材（２月１０日），

ラサール中３年生３クラス１６０名（３月９日・１０日），

東谷山小６年生４クラス１３８名・福平中陸上部１２名

（３月１６日～１９日）

※主な来跡者：町内会（会長・副会長・会計・総務部長）

　・職員厚生課（課長・課長補佐・係長・主査），山口県

議，鹿児島大学（上村俊雄・本田道輝・大西智和），ラ

サール学園（永山修一・麻生善三），鹿児島市教委（出口

浩），埋文友の会（永田），出納長，大崎町教委（内村憲和），

東谷山小教員３名，隼人町教委（重久淳一），根占町教

委（下大川司），有明町教委（中水忍・出口順一朗）。

※取材：朝日新聞・毎日新聞・南日本新聞
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　魚見ヶ原遺跡は鹿児島市魚見町１０３番の１に所在する。

　遺跡のある鹿児島市は，県のほぼ中央，薩摩半島の基

部近くにある南北に長い市で，県庁所在地である。

　行政的には，北は姶良郡蒲生町，薩摩川内市と，東は

姶良郡姶良町，垂水市と，南は指宿市と，西は川辺郡知

覧町，同川辺町，南さつま市，日置市，いちき串木野市

に接している。鹿児島湾を挟んで鹿屋市，錦江町などと

も面している。魚見ヶ原遺跡は旧鹿児島市の南部近くに

ある。

　地形的には薩摩半島は中央を南北方向に標高４００�ほ

どの山々からなる南薩山地が連なり，西側はゆるやかに

落ちているが，東側は狭いシラス台地を経て急傾斜で海

岸に落ちている。そのために東側の河川は概して短く，

大雨等による洪水によって水害をもたらしている。７０～

１５０�ほどの高さで続くシラス台地は，幅２～３�ほど

で南北に連なっており，海へは急崖となって落ちる。台

地を浸食して稲荷川，甲突川，田上川，永田川などの川

が東流して鹿児島湾に注いでいるが，これらの川のまわ

りには狭い平野が形成されて，その先端部にやや広い三

角洲ができている。ここらが古くは水田として開拓され

たが，現在では宅地化が進み市街地となっている。

　魚見ヶ原遺跡は標高約６０�のシラス台地の南端に立地

し，ほぼ平端な地形にある。東側の低地とは比高約５５�

である。現在の海岸線からは３．５�離れているが，国道

２２５号線付近から東側のほとんどは昭和時代の埋め立て

地であり，当時は永田川と脇田川の河口に挟まれ，海岸

に近い台地端であったものと思われる。台地上は近年の

団地造成によって住宅等が建ち並ぶ大規模団地になって

おり，桜ヶ丘団地・魚見ヶ原団地などと呼ばれている。

当敷地内は私立高校の野球練習場の跡地で，ほぼ平端に

整地されていた。
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　鹿児島市街地周辺の遺跡は稲荷川・甲突川・田上川・

永田川などの河川周辺の台地と，河川流域の沖積微高地

とに立地している。

　旧石器時代の遺跡は薩摩半島の分水嶺に位置する松元

町仁田尾地区に集中してある。前山・仁田尾・御仮屋跡

などの遺跡でナイフ形石器文化期のものが，仁田尾・仁

田尾中Ａ・仁田尾中Ｂ・枦堀などの遺跡で細石器文化期

のものが出土している。また，もう少し東北側の同一標

高の台地上にある加栗山・加治屋園遺跡でも細石器文化

期のものが出土している。それぞれの遺跡には石器製作

地もあり，仁田尾遺跡では細石器文化期の落とし穴も検

出されている。

　縄文時代の遺跡も各地で発見されている。草創期では

南部にある掃除山遺跡で竪穴住居跡２軒などが検出され，

仁田尾地区の横井竹ノ山・前原遺跡や，北部の加栗山・

加治屋園遺跡などでは無文土器・隆帯文土器・石鏃・石

皿などが出土している。早期になると前原・加栗山遺跡

などで竪穴住居跡・連穴土坑・集石・道跡などから成る

集落が発見されている。また当遺跡と同じ台地上にある

鹿児島大学桜ヶ丘団地遺跡でも竪穴住居跡が発見されて

いる。旧石器時代から縄文時代早期前半までの加栗山・

加治屋園遺跡周辺から仁田尾地区，掃除山遺跡に至る台

地上の地域は遺跡数，出土量とも全国的にも有数の密集

地である。前期から中期になると台地上だけでなく低地

にも遺跡が進出してくる。春日町・大龍・鹿児島大学郡

元団地遺跡などがこの時期の遺跡であるが，遺構は見つ

かっていない。後期も同じような所にある。春日町・大

龍・若宮神社・武などの遺跡があり，その後背台地にも

木ヶ暮・山ノ中・光山貝塚・草野貝塚などの遺跡が存在

する。草野貝塚では台地上に土坑群があり，出土品には

土器・石器・骨角器・石製品など多様なものがある。こ

れら生活用具・祭祀具・食料残滓などは当時の様相を復

元するのに貴重で豊富な出土品である。鹿児島中央駅西

口にある武遺跡では竪穴住居跡群も見つかっている。晩

期の遺跡は少ない。

　弥生時代にはほとんど平地へ遺跡が集中する。鹿児島

大学郡元団地や一ノ宮・北麓などの遺跡では沖積平野に

中期から後期の遺跡が形成される。一ノ宮遺跡では竪穴

住居跡が，北麓遺跡では溝状遺構が検出されており，北

麓遺跡出土の土器は中期前葉の北麓式土器と呼ばれてい

る。

　古墳時代には海岸に注ぐ田上川下流域に大集落が形成

される。鹿児島大学郡元団地遺跡は，百軒を越す竪穴住

居跡や水田・井堰跡などで構成されており，土器にも多

様なものがみられる。この頃にはこの低地に武や笹貫・

不動寺などの遺跡もあり，農耕文化の盛行がうかがえる。

笹貫遺跡は笹貫式土器の標識遺跡である。一ノ宮遺跡で

は金環も出土しており，中央との密な関係もあったよう

である。

　古代になって一ノ宮遺跡では『廚』の墨書がある土器

が出土しており，鹿児島郡の中心地としての位置づけが

想定できる。谷山城跡では「大吉」の墨書土器とともに

蔵骨器が出土しており，仏教文化の先進地的性格を示し

ている。

　中世には勢力争いが盛んとなり，特に後半には島津氏

と在地豪族との争いが顕著となる。市街地を囲むシラス
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台地上には多くの山城が築かれる。北側から清水城・上

山城・夏蔭城・苦辛城・谷山城などと続き，これらのう

ち清水城・苦辛城・谷山城などは広い範囲で調査が行わ

れている。山城では多くの曲輪が検出され，城の構造が

はっきりするとともに多くの輸入陶磁器などが出土して

いる。

　近世には島津氏の拠点居城となり，市街地は城下町と

なる。鹿児島城の本丸や二ノ丸は黎明館や県立図書館な

どの建設によって調査が行われ，その周辺についても建

物の建築等によって調査されている。さらに石橋や寺

跡・窯跡などの調査も様ざまな開発行為によって進んで

いる。西田橋・大乗院・福昌寺跡・寿国寺跡・竪野冷水

窯跡などである。
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備　　　　考遺　物　等時　　　代所　在　地遺　跡　名番号

散布地弥生・古墳山田町坂下坂　　　下１

消滅前平式・吉田式・市来式・石斧・石皿縄文（早・後）・
弥生　〃　上ノ原上　ノ　原２

鹿市埋文報告３５
阿高式・南福寺式・出水式・指宿式・松山式・
市来式・北久根山式・丸尾式・成川式・
古式須恵器

縄文（中・後）・
古墳宇宿町原田久保原 田 久 保３

県指定史跡

住居跡・溝・阿高式・市来式・北麓式・
一ノ宮式・黒髪式・山ノ口式・成川式・
土師器・須恵器・陶磁器・磨製石鏃・金環・
銅鏃・墨書土器

縄文～中世郡元町２丁目一ノ宮神社周辺一　ノ　宮４

鹿大埋文調査室
発掘調査

前平式・高橋式・須恵器・磁器・石鏃・磨石・
石皿縄文～中世桜ヶ丘鹿大医学部敷地桜ヶ丘団地

遺 跡 群５

笹貫式・須恵器・石錐・敲石弥生～古墳宇宿町笹貫湯貫迫笹　　　貫６

消滅弥生～古墳魚見町東谷山小学校一帯亀　ヶ　原７

����
竪穴住居跡・土坑・押型文・市来式・黒川式・
高橋式・北麓式・成川式・石鏃・石槍・石斧・
石匙

縄文～中世　〃　旧樟南高グランド魚 見 ヶ 原８

消滅山城南北朝上福元町波ノ平波 ノ 平 城９

成川式古墳　　〃　　高見高　　　見１０

磨製石斧・成川式弥生～古墳　　〃　　高見波ノ平波　ノ　平１１

消滅山城中世　　〃　　武迫椿　山　城１２

詳細不明山城室町中山町栫　　　城１３

消滅山城室町上福元町希望ヶ丘城 ヶ 原 城１４

竪穴住居跡・高橋１式・中津野式・石斧・
軽石製品

弥生（前）～
古墳　　〃　　薬師堂薬　師　堂１５

消滅成川式弥生～古墳　　〃　　堂園堂　　　園１６

鹿市埋文報告２１溝・掘立柱建物・高橋式・北麓式・成川式・
土師器・陶磁器・鉄製品・砥石・磨製石鏃弥生～中世　　〃　　北麓北　　　麓１７
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　調査対象地は野球場の跡地とあって整然と整地され，

水はけなどを考慮して盛土などもしっかりしてある。弥

生時代の遺跡を対象としたため，ほとんどはⅣ層までの

掘削でやめ，それ以下の地層はＣ４区のトレンチで確認

した。

　Ⅰ層は表層で，約４０�～９０�の厚いグランド整地層で

ある。２つの層に分かれ，ａ層はひじょうに固く，ｂ層

は固い層である。　

　Ⅱ層は旧表土（耕作土）で灰色がかった黒色土でサラ

サラし，白色軽石粒も含まれている。ａ層とｂ層に分か

れ，ａ層が灰褐色土，ｂ層が暗灰褐色土である。イモ穴

のほとんどはｂ層の上面から掘り込んでいる。

　Ⅲ層は黒色土で，弥生時代から中世までの包含層であ

る。１０�ほどの厚さのため削平されている所もある。

　Ⅳ層は暗い黄褐色土で，この上面が弥生時代などの生

活面であるとともに，縄文時代後・晩期の包含層である。

　Ⅴ層は黄褐色火山灰で，いわゆるアカホヤ火山灰（約

６，４００年前に鬼界カルデラから噴出した火山灰）である。

　Ⅵ層はやや硬質の黄褐色土で，縄文時代早期の押型文

土器の包含層と思われる。

　Ⅶ層は硬質の黒色土である。

　Ⅷ層は黄褐色の軽石層で，桜島から約１１，５００年前に噴

出した「薩摩火山灰」といわれるものである。

　Ⅸ層は粘質土で色調によってａ・ｂ・ｃの３層に分か

れる。ａ層が黒褐色を呈し，しだいに薄くなってｃ層は

茶褐色を呈している。

　Ⅹ層は黄褐色土である。
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　調査の対象地は確認調査によって約１２，０００�に広がる

ことがわかっていた。このなかで住宅や集会所の建つ場

所を中心として本調査をすることとしたが，まずは全容

を確認するため，全体的にトレンチを設定して包含層の

有無を調査した。グリッドは１０�四方をひとつの区とす

ることとし，その方向は団地区画とほとんど平行に設定

した。主軸はＮ２７度３０分Ｗである。それぞれのグリッド

は北側から南へアルファベット大文字のＡ・Ｂ・

Ｃ・・・とし，西側から東へ１・２・３・・・とした。

それぞれの区はＡ－１区，Ａ－２区・・・と呼んでいる。

　調査は以前高校の野球練習場として使われていたため，

過去に整地されたあと，厚く盛土がされており，原地形

は残していない。そのため盛土部分は重機を用いて除去

し，そのあと人力によって調査をした。調査の結果，西

南側には深い谷がはいっていたため，Ｇ・Ｈ－２・３区

あたりは遺構面までがかなり深かった。また，北側・東

側は削平を受けていたため遺物包含層のない所も広くみ

られ，深い遺構については残存している遺構だけでムラ

の状況すべてを語ることはできない。

　確認トレンチの調査がおわった段階でかなりの調査期

間を要していたため，後半は住居建設によって遺構が破

壊される部分のみを調査することとし，土坑やピットの

なかには上面を検出しただけで掘り上げてないものもあ

り，住居跡についても柱穴は掘り上げてない。このため，

今後この用地内で工事が予定される場合は，再度調査完

了の状況を確認する必要がある。
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　早期・後期・晩期の縄文土器４９点がある。

　早期中葉の山形押型文土器（１・２）がＤ８区で２点

出土している。こまかい押型文で，外面が茶褐色，内面

が淡黒褐色を呈し，焼成度は良い。石英・白色石・青灰

色石などのこまかい石を含んでいる。

　後期前葉の指宿式土器（３～５）がＤ６区・Ｆ６区な

どで３点出土している。外面には横方向・矩形・Ｌ字形

などの凹線があり，波状口縁となる。４は内面にも二条

の凹線がみられる。内外とも横方向のヘラナデで仕上げ，

焼成度は良好である。淡茶褐色を基調とし，３が黄みが

かり，４がやや赤みがかっている。５は灰色がかってい

る。４と５は外にススが付着している。石英・黄白色

石・茶色石などの細石を含んでいる。６も同時期と思わ

れるが，口縁部が矩形を呈し分厚い。外面に横方向のヘ

ラ凹線がみられる。内外ともていねいな横方向のヘラナ

デで，口唇部と内面は黒褐色を呈している。

　後期中葉の市来式土器（７～２２）は２３点ある。口縁部

は肥厚しているが，幅の狭いものと広いもの，有文のも

のと無文のもの，文様が口縁部のみにあるものと，胴部

にまで施されているものなど多様である。７は無文でや

や波状となる。８～１０は肥厚帯が狭く，ここにヘラによ

る刺突文・横線・押圧文・二枚貝腹縁による斜方向ある

いは横方向押圧文などがみられる。９の内面は剥脱し，

１０は磨滅が目立つ。１１～１４は肥厚帯が広いもので，ここ

にヘラによる沈線・凹線・刺突文・押圧文などがみられ
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る。１３は鋭く屈曲しているが，他は鈍角になっており，

１４はやや大型で，波状になっている。１５・１６は肥厚帯だ

けでなく胴部までヘラによる斜め凹線・刺突文，二枚貝

腹縁による押圧文がみられる。

　１７と１８は口縁端が丸みをもつもので，１７は口唇部に右

下がりのヘラキザミが，１８は突起部がやや肥厚する波状

の口縁端に横方向の二枚貝押圧文が付される。

　２２は把手と思われる直径１．５�ほどの棒状のもので，

一面に短い凹線がみられる。底部は安定した平底で，２０

は直径９�あまりのあげ底となる底で，丸みをおびて

まっすぐ立ちあがる。内外ともヘラナデで仕上げている。

　２１は厚さ２�足らずの分厚い作りで大型となる。立ち

上がり部の内面に粘土の貼付け痕がみられる。茶褐色を

呈しているが，底には白粉が付着している。

　２３は鐘崎式土器である。胴下部に同心となる弧状凹線

があり，その上の屈曲部付近に横方向の凹線がある。黄

褐色・灰褐色を呈し，胎土は市来式土器と同じであるこ

とから在地で作られたものと思われる。

　２４～２７は後期後葉の御領式土器である。２４は口縁端が

鋭角に立ち上がり，ここに二条の凹線が施されている精

製浅鉢である。２８・２９は晩期前葉の入佐式土器の浅鉢で

ある。２８は口縁直径が２９．５�あり，口縁端が短く立ちあ

がっている。丸底風の底から，丸みを帯びて肩部へ至り，

鋭い稜をもって外へ強く反っている。外面は淡茶褐色を

呈しているが，部分的に赤みを帯び，内面は黄みがかっ

た淡茶褐色を呈している。

　３０～３４は晩期中葉の黒川式土器で，浅鉢・深鉢・鉢が

ある。浅鉢（３０）は頸部の直径が２０．２�あり，短い肩部

から丸みをもった胴部へ移っている。深鉢（３１～３３）は

口縁部がやや肥厚するもので，胴部中央は直径が３０．５�

と大きく，ゆるやかな稜をもつ。３２の外面には浅い二条

の凹線がみられる。３１・３３の外面はヘラミガキで仕上げ

ている。３４はやや外反ぎみでまっすぐ立ちあがる口縁部

と，稜をもって狭くなって底へ移る胴部からなる鉢で，

外面はヘラミガキ，内面は横方向のヘラナデで仕上げる。
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備　考焼成胎　土
色　調調　整

層出土区器種遺物
番号 内　面外　面内　面外　面

良石英・白色石・青灰色石など細石淡黒褐色茶褐色ヘラ横ナデ山形押型文ⅣＤ－８押型文１

良石英・白色石・青灰色石など細石淡黒褐色茶褐色ヘラ横ナデ山形押型文表Ｄ－８押型文２

普黄白石・石英などの細い石黄みがかった淡茶褐色黄みがかった淡茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデ・ヘラによる矩形凹線ⅣＦ－６指宿式３

スス付着良く
堅い石英・黄白石・茶石など４�大の小石淡茶褐色やや赤みがかった淡茶褐色ヘラ横線，ヘラナデヘラによる矩形横凹線，ヘラナデ表採－指宿式４

スス付着良白英・茶色石などの細石灰茶褐色灰茶褐色ヘラナデ条痕ヘラ凹線，丁寧なヘラナデⅣＤ－６指宿式５

良茶色石・黄白石・石英などの細石口唇黒褐色茶褐色丁寧な横ナデ横のヘラ凹線，丁寧なヘラ横ナデⅣＬ－１６６

良石英・白色石など細石茶褐色茶褐色条痕ぎみヘラナデヘラ横ナデⅣＬ－１５市来式７

普白色石・石英・黄白石などの細石明茶褐色明茶褐色外内ともヘラ横ナデヘラ凹線＋横線に狭まれた刺突文表採－市来式８

良長石・黄白石などの細砂灰褐色灰褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデ斜方向二枚貝押圧表Ｅ－６市来式９

摩滅が目立つ普白色石・石英・黄白石などの細石明褐色明茶褐色丁寧なヘラナデヘラナデのあと二枚貝押圧ⅣＫ－１６市来式１０

良雲母・白色石などの細石の多い砂質土茶褐色灰がかった淡茶褐色丁寧なヘラ横ナデ丁寧な横ナデ表採－市来式１１

普白色石・石英などの細石の多い砂質土灰がかった明茶褐色灰がかった明茶褐色ヘラ横ナデ貝殻条痕表採－市来式１２

スス付着良茶色石・白色石・石英などの細石多茶褐色茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデ表採レフトスタンド市来式１３

良石英・黄白石などの細石の多い砂質土茶褐色茶褐色ヘラ横斜ナデヘラ横ナデ表採隣の造木園市来式１４

良石英・白色石・黄白石などの細石茶褐色茶褐色横貝殻条痕ヘラ横ナデのあと二枚貝押圧ⅣＬ－１６市来式１５

普金雲母・白色石の細石多明茶褐色明茶褐色ヘラ横ナデヘラナデⅣＥ－６市来式１６

良石英・白色石・黄白石などの細石黒灰色黒灰色丁寧なヘラ横ナデヘラ横ナデ土坑
一括Ｈ－４市来式１７

良黄白石・石英などの細石黄みがかった淡茶褐色黄みがかった淡茶褐色ヘラ横斜ナデヘラ横ナデのあと二枚貝押圧ⅣＬ－１６市来式１８

良黄白石・白色石・石英などの細石多黄みがかった淡茶褐色黄みがかった淡茶褐色ヘラ横ナデ横斜貝殻条痕溝Ｇ－９市来式１９

良石英・白色石などの細石明茶褐色明茶褐色ヘラ横ナデヘラナデ，底ヘラナデ表採－市来式２０

良石英・白色石などの細石茶褐色茶褐色（底は白粉）ヘラナデヘラナデ底は丁寧表Ｐ－８１市来式２１

普白色石・石英・茶色石などの細石の多い砂質土黄褐色・灰褐色黄褐色・灰褐色ヘラナデ同心弧状沈線表採－市来式２２

把手普白色石・石英・雲母などの細石多黄褐色ヘラナデヘラナデ表採－鐘崎式２３

普－黒褐色灰褐色横ヘラミガキ横ヘラミガキⅣＣ－７御領式２４

普白色石・石英・茶色石などの細石
の多い砂質土茶褐色茶褐色ヘラ横ナデミガキに近い丁寧なヘラ横ナデⅣＥ－７御領式２５

スス付着良石英・白色石・長石などの細石の多い砂質土茶褐色茶褐色ヘラ横ナデ丁寧なヘラ横ナデ－－御領式２６

良石英・白色石・長石などの細石の多い砂質土茶褐色茶褐色ヘラ横ナデ丁寧なヘラ横ナデⅣＥ－６御領式２７

良白色石・石英・茶色石などの細石黄みがかった淡茶褐色淡茶褐色部分的に赤み丁寧なヘラ横ナデヘラ横ミガキⅣＤ－７入佐式２８

良－灰褐色黒褐色ヘラミガキヘラミガキⅣＫ－１５入佐式２９

普石英などの細かい石乳灰色乳灰色ヘラ横ナデヘラミガキⅣＫ－１６黒川式３０

スス付着良石英・白色石など・細石の多い砂
質土，４�大の茶色石も有り茶褐色茶褐色ヘラ横ナデ剥脱目立つ斜めヘラみがきⅣＥ－７黒川式３１

良白色石・黄白色石などの多い砂質土黒褐色茶褐色口唇部ヘラミガキ口縁・横ヘラミガキ下・縦ヘラミガキⅣＫ－１６黒川式３２

良石英・白色石・茶色石・青灰色石
などの細石４�大有り灰黒褐色灰黒褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデ表採－黒川式３３

良石英・白色石など細石明茶褐色明茶褐色ヘラ横ナデヘラミガキⅣＣ－１５黒川式３４
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　本遺跡の主体となる時代で，竪穴住居や土坑・ピッ

ト・溝などの遺構と，甕形土器などの土器，石鏃・打製

石斧などの石器，石偶などの石製品，炭化木の実などが

発見されている。
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第１節　遺構

１　竪穴住居跡

　調査区内で，６・７区周辺と，１５・１７区周辺でそれぞ

れ２軒ずつ，あわせて４軒検出された。

１）１号住居跡（第７図～第１１図３５～５１，Ｓ１・Ｓ２，

Ｓ１５，Ｓ２０～Ｓ２２，Ｓ３６，Ｓｓ１～Ｓｓ６）

　東側の１５・１７区周辺で２軒検出されたが，もっとも東

のＫ１７区で検出されたのが１号住居跡である。直径が

３．２�の円形を呈し，深さは約２０�ある。主柱穴ははっ

きりしないが，内部に柱穴と思われる２本のピットがあ

る。柱間は芯芯距離で約２２０�あり，それぞれのピット

は直径が約２０�だが，深さは掘りあげなかったため不明

である。中央に炉穴と思われる４５×５５�，深さ１０�ほど

のくぼみがあり，その脇には直径１５�ほどの小さな穴が

２本ある。芯芯距離は約７０�である。この形状からいわ

ゆる松菊里タイプの住居かと思われる。中央の直径２．５

�ほどがやや堅くなっており，周辺へ行くにつれ硬化度

は弱い。床面からサヌカイトのチップが多数出土してい

る。

　多くの土器・石器・石製品が出土している。

　甕形土器（３５～４６）は三角突帯が貼付されるものと，

台形様，あるいは矩形の突帯が貼付されるものとがある。

３５・３６は口縁端に付された三角突帯に刻目の付くもので，

３５は二条ある。刻目は三角突帯の先端に小さく付く。３５

の口縁直径は３２�あり，３５が丸みをおびて内傾ぎみに底

へ向かうのに対して，３６は外傾している。外面は条痕状

のハケナデで，３５はそのあと部分的にヘラミガキがみら

れる。内面はヘラナデである。３７は如意状口縁のもので，

頸部に三角突帯が付されている。内・外面ともミガキに

近いていねいなヘラナデで仕上げている。３８～４３は台形

状の貼付突帯で端部はくぼんでいる。３９・４０・４２は刻目

が付されるが，４２の施文具は二枚貝である。また３９は刻

みを先に施してから凹線を引くのに対し，４０・４２は凹線

が先である。３８と４３は二条突帯である。４２は貼付部で剥

離している。３９を除きヘラナデで仕上げているが，内面

は横方向，外はていねいである。３９の外だけが縦方向ヘ

ラナデである。底は低い脚台状のものと，平底のものと

があるが，いずれも使用している胎土は粗い。４５はカゴ

状のものの上で作っており，白粉が付着している。

　壺形土器（４７～５０）の口縁部は直径が１０．５�と小さい

ものから２３�もの大きいものまであり，いずれも外反し，

端部は丸みをおびている。４８・４９は端部にくぼみがみら

れ，内面には三角突帯が貼付されているが，４９の突帯に
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は４個のヘラ刻みがみられる。飛び飛びに施されている

ようである。外面はヘラミガキあるいはていねいなヘラ

ナデで仕上げ，内面も同様にていねいである。肩部には

二条の凹線がみられる。

　５１は台付鉢形土器で，端部には凹線がみられる。

　石器には石鏃・石錐・打製石斧・くぼみ石・石皿・擦

痕石器などがある。石鏃（Ｓ１・２）は５点出土してい

る。いずれも平基の小型のものでサヌカイト製の１点は

未製品である。Ｓ１５はサヌカイト製の石錐である。逆三

角形状の剥片を利用し，錐部をこまかく加工している。

打製石斧は２点あり，Ｓ２０は頁岩製の打製石斧である。

先端がとがった刃部破片で，全体的に磨耗している。あ

と１点は緑泥片岩製の破損品である。くぼみ石（Ｓ２２）

は砲丸状のもので，両面の中央が浅くくぼんでいる。一

か所に欠損部があり，敲石としても使われた可能性があ

る。石皿は２点あり，ともに安山岩製でＳ３６は両面を使

用し，欠損している。

　軽石製品も多い。Ｓｓ１は半欠品で，脚部と股を形づ

くった石偶と思われる。Ｓｓ２は二面をこすって平坦に

し，その逆面に筋状のへこみがみられる。Ｓｓ３は直径

４�前後の小さい石を用い，片面に縦筋がみられること

から女陰部と思われる。Ｓｓ４も小型のもので，片面に

ふたつの丸い小穴が並んでいる。Ｓｓ６は円形状の石の

両面にくぼみがみられる。Ｓｓ５は円盤状に整形した大

型品である。

　出土した土器には前期のものと，中期のものとがある

が，中期の土器は数が少なくないことから混入とは思え

ず，この住居の時期は中期前葉の北麓式期と思われる。

なお，５０の破片は２号住居跡の破片と接合していること

から，この２軒は並行した時期であろう。

２）２号住居跡（第９図・第１０図・第１２図，５２～６３，Ｓ

３～Ｓ９，Ｓ１６～Ｓ１８，Ｓ２３～Ｓ２５・Ｓ３３）

　１号住居跡の西側約１５�のＫ１５区で検出された住居跡

で，直径が３．４５×３．６５�の円形を呈し，深さは約２０�あ

る。主柱穴は不明だが，中央にある直径３５～４５�のピッ

トは不明瞭である。中央に炉穴と思われる直径７０�，深

さ２０�ほどの窪みがあり，その縁に直径３０�，深さ３０～

４０�ほどの小さなピットがある。芯芯距離は約８０�で，

これも１号住居跡と同様，松菊里タイプの住居と思われ

る。土坑内では炭化材が多く検出された。床は２．５�～

２．８ｍの範囲に硬化し，周辺は軟らかくなっている。
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　多くの土器・石器が出土している。

　甕形土器（５２～５８）は口縁の少し下に矩形様の突帯を

貼付けたものと，口縁端に三角突帯を付けたものがある。

５２は口縁直径が３２�で，口縁端と突帯は矩形様を呈する。

中央付近に３個の連続した山形突起があり，内外ともヘ

ラミガキ，あるいはミガキ風のていねいなナデで仕上げ

ている。５３・５４は端に三角突帯が貼付けられ，小さな刻

みが付される。５５・５６はやや下がった所に突帯を貼付け

られ，５５は２条突帯でヘラ刻みが付されている。５６の突

帯はカマボコ形で，内外ともヘラミガキで仕上げ光沢を

呈している。５７はやや内反する器形で，刻目突帯は一周

しない。底は安定した平底で白粉が付いている。

　壺形土器（５９～６３）は外反する口縁で，５９は丸みをお

びた端部で，６０は端部に凹線がみられる。肩部には二条

の沈線がみられる。６２は胴部の破片で，外面を横方向の

ハケナデで仕上げたあと，縦方向の沈線がみられる。文

様なのか絵画なのかはっきりしない。底部は小さな円盤

貼付け状のもので，内面剥脱が目立つ。これらはいずれ

もヘラミガキあるいはていねいなヘラナデ仕上げである。

　石器も多く，石鏃，ピエス・エスキーユ，擦痕石器，

石皿が出土している。石鏃は１１点出土しており，うち３

点（うち２点が大型）は未製品である。小型品が多く，

正三角形で浅いえぐりのあるもの，二等辺三角形で平基

のもの，同じ形で浅いえぐりのもの，剥片鏃がある。Ｓ

３３はサヌカイト製大型石鏃の未製品である。形は整って

いるが，上部が欠けたためか押圧剥離を途中でやめてい

る。ピエスエスキーユは３点ある。分厚い剥片を用い，

三角形のもの，長方形のもの，指状のものとがあり，Ｓ

１７は短側辺の両側とも用いている。擦痕石器は３点あり，

いずれも砂岩円礫を使い，Ｓ２３は三角形の二辺を，Ｓ２４
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は方形の一辺を用いている。Ｓ２５はにぎりこぶし状の円

礫の２か所に敲打痕がある敲石である。同一個体と思わ

れる石皿２点あるが，いずれも薄くはがれている。

　出土した土器には前期と，中期のものがあるが，量的

に１号住居跡と同時期の北麓式期のものと思われる。

３）３号住居跡（第９～１１・１３・１４図，６４～７６，Ｓ１０～

１３，Ｓ１９，Ｓ２６～２８，Ｓ３７）

　６・７区周辺で２軒の住居跡が検出されたが，北側の

Ｃ７区で検出されたのが３号住居跡である。南側の一部

を新しい撹乱土坑で壊されているが，一辺が３．１ｍほど

の方形をしており深さは約２５�ある。中に数個の柱穴が

あるが，主柱穴とは成りにくい。ただ北辺の壁沿いには

５本ほどの小穴が並んでおり壁柱の可能性がある。

　土器には甕形土器・壺形土器・高坏形土器がある。

　甕形土器（６４～６９）には如意状口縁のものと，突帯文

土器とがある。６４は口縁直径２０．５�の如意状口縁のもの

で，頸部に台形の貼付突帯があり，ここと口縁端にかけ

て細いヘラ刻みがみられる。内外ともヘラミガキで仕上

げ，光沢を呈する。６５は口縁直径が２６�ある突帯文土器

で，矩形を呈する口縁端に凹線が巡っている。口縁下に

は二条の沈線が巡っている。６６は口縁が内傾するもので

口縁部と肩部にある二条の三角突帯には小さいヘラ刻み

がみられる。６７は外へ開く器形をし，口縁端と口縁下に

かまぼこ形の貼付突帯がみられる。６８は内外に張り出す

口縁部で，外側には凹線がみられ，その下方に深いヘラ

刻みがみられる。６９も口唇部に凹線のみられるもので，

口縁下に二条の三角突帯がみられる。

　壺形土器（７０～７５）の口縁は直径が１３．５�あり，ゆる

やかに外反する。丸みをもった口唇部には凹線がみられ

る。段をもつ肩部には二条の沈線に挟まれた連弧文のあ

るもの，三角突帯のあるもの，凹線があるものがある。

７２は外面に丹塗りがみられる。底部は安定した平底だが，

内面が全面剥脱している。

　高坏形土器（７６）は口縁端が内外へ張り出す深鉢形の

坏部で，内側は鋭い三角突帯，外側は凹線が巡っている。

　土器には前期前葉のものもみられるが，中期前葉のも

のが多いことからこの住居は中期前葉のものである。

　石器には石鏃・磨製石鏃・石錐・擦痕石器・磨石・石

皿がある。石鏃（Ｓ１０・Ｓ１２・Ｓ１３）はサヌカイト製の
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ものが３点あり，二等辺三角形でえぐりのある小型のも

の，先端と基部の欠けた二等辺三角形でえぐりのあるも

の，二等辺三角形で平基のものとがある。粘板岩製の磨

製石鏃（Ｓ１１）は先端が欠けた二等辺三角形で，部分的

に磨いており，未製品の可能性がある。Ｓ１９は三角柱形

の剥片を利用した石錐で，先端部のみを細かく加工して

いる。Ｓ２６～Ｓ２８は擦痕石器である。Ｓ２６は円礫の欠け

た短側面部の角部をＬ字形に使用している。Ｓ２７は円礫

の一面が欠けているが，その角部を使用している。いず

れも長辺と直交した筋状の擦痕がみえる。Ｓ２８は角礫を

使用したもので，使用により内弯している。磨石は砂岩

製の破片で，丸い形をしている。石皿は３点あり，いず

れも安山岩製の破片である。Ｓ３７は平坦である。

　この住居は，前期前葉の土器もあるが，中期前葉の北

麓式土器が多いことから中期前葉のものと思われる。

４）４号住居跡（第９図～第１１図，第１５図・第１６図，７７

～９６，Ｓ１４，Ｓ２９～Ｓ３２，Ｓ３４，Ｓ３５，Ｓｓ７）

　３号住居跡の南側２０�の所にある直径３．７�ほどの円

形をした住居跡で，深さが１０～１５�ある。主柱穴は不明

だが，壁際へ南北に並ぶ２本は主柱穴の可能性がある。

これらは直径が約４０～５０�，深さが６０～９０�ほどで，芯

芯の柱間は３．８�ある。中央にある芯芯距離１．２�の２本

の柱もその可能性がある。それぞれの柱は直径３０�，深

さ８０�と直径４０�，深さ５０�ある。また，東側には長径

１０５�，短径５５�のだ円形をした深さ５０�の土坑がある。

埋土中央で壺形土器の完形品が出土した。

　土器には甕形土器・壺形土器・台付鉢形土器がある。

　甕形土器（７７～８６）は突帯文土器であるが，突帯が口

縁端にあるものと，やや下がってあるもの（８４），三角

突帯とだ円状に長く延びるもの（８１・８２），小さく内外

へ張り出すもの（８０），刻目のあるもの（７９・８１・８４・

８５）とないものなど多様である。口縁直径は７８が１５�，

７７・７９が２７～２８�，８０・８１が３５～３６�ある。７９は口縁下

に一条以上の凹線が巡っている。８０は口縁下に二条の三

角突帯が巡っている。８１は口縁端の内面にもヘラ刻みが

巡る。８２は口縁がやや上向きになっている。底は安定し

た平底である。調整はいずれもていねいであるが，８３～

８５はミガキが加えられている。

　壺形土器（８７～９５）は，口縁部が外反するもので，８７

は口縁下に二条の凹線が巡っている。９０は直径が４１�と

広い広口壺で，口縁端を凹線が巡り，浅いヘラ刻みが施

されている。口縁下の内外には三角突帯が貼付けられ，

内側の突帯周辺は丹塗りが施されている。８８・８９は肩部

であるが，８８は頸部下を沈線が巡り，その下に縦方向の

沈線文が施されている。８９は頸部下に一条の凹線が巡り，

その下に四条のヘラ沈線文と重弧文が施されている。内

面の剥脱が目立つ。９１はなで肩で胴の張る器形で，肩の

下部に四条の沈線が巡っている。上下の貼付部が磨滅し

ている。９２は口縁直径が７．５�，胴部最大径が１４�，底

部直径が５．５�，高さが１４�の小型壺形土器で，口縁は

くびれた頸部から強く外反し，肩下部に三角突帯が貼付

られている。外面上部はていねいなヘラナデ，下部はヘ

ラミガキで，内面はヘラナデだが，剥脱が目立つ。表面
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には化粧土が塗られているのか，外面の剥脱も目立つ。

底部は安定した平底だが，９３は外へ強く反り，９４・９５は

端部が円盤状を呈している。９３の内面は剥脱が目立ち，

９５の底には白粉が付いている。

　台付鉢形土器（９６）は脚台を大きく欠いているが，ほ

ぼ完形の丹塗り磨研土器である。口縁直径が１８�，残存

高１２�で，口縁が強く外反する器形をしている。口縁端

はややくぼんでおり，内底部は剥脱が目立つ。この土器

は土坑６や，Ｅ７区Ⅳ層出土の破片と接合しており，土

坑６とは近い時期のものと思われる。
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　石器が７点，軽石製品が１点ある。Ｓ１４はえぐりの浅

い小型石鏃である。Ｓ３５は基部の欠けた二等辺三角形大

型石鏃である。横剥ぎの剥辺の側辺のみを押圧剥離で仕

上げている。Ｓ２９はえぐり入りの打製石斧で，刃部は使

い込んでにぶくなっている。Ｓ３０は刃部のみの蛤刃磨製

石斧である。Ｓ３１は角礫の一側辺を使用した擦痕石器で

ある。Ｓ３２は打製石斧の破片である。Ｓ３４は片面に大剥

離面を残した正三角形の石鏃である。Ｓｓ７は二条の短

い筋のある軽石製品である。

　この住居の時期は前期前葉のものと思われる。
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２　土坑

　多くの土坑が検出されたが，上面検出のみで掘り上げ

ていないものもあるために，すべての土坑には番号がつ

けてない。土坑２７は掘り上げたあと土坑でないことがわ

かり欠番となっている。なお，２０・３０・３１・３９・４３号に

ついては図面との照合ができなかったため，遺構の特定

・説明ができなかった。

　１）土坑１（第１７図，９７～１００）

　Ｆ８区で検出された略長方形の土坑で，２か所をイモ

穴によって削られている。東西が１６０�と長く，南北は

西側がややふくらんで１４０�あり，東側は１０５�ほどであ

る。深さは３０～３５�あり，上から黄みがかった暗褐色土，

暗褐色土，暗黄褐色土の３層に分かれる。中に土器片１２

点（甕８・壺３）と打製石斧１点が入っていた。

　甕形土器（９７～９９）は口縁端に貼付突帯のあるもので，

９７は二条甕で，ともに縦方向の刻目が施される。やや内

反ぎみの器形を呈し，２段目の突帯は高い。９８はやや下

がって突帯が貼付けられている。９９は低い突帯で，口縁

部に弧状の突帯が貼付けられる。外面は９７が縦方向のヘ

ラナデ，９８と９９がヘラミガキで，内面調整はともにヘラ

ナデである。９７と９８は細かい石を用いているが，９９は７

�大のものもある粗い土を用いている。

　壺形土器（１００）は二条の横方向凹線のある肩部で，

外面はていねいな縦方向のヘラミガキで仕上げ光沢を呈

する。内面もていねいな横方向ヘラナデで，土は細かい。

　安山岩製の打製石斧は刃部破片で，摩耗し，擦痕がみ

られる。

　前期前葉のものである。

　２）土坑２（第１８図，第２１図，１０１～１０４）

　Ｆ８・９区で検出された隅丸方形の土坑で，土坑３よ

りは古い。東西方向が１６０�，南北方向が１３６�の東西に

やや長い方形をしており，角はやや丸みがかっている。

深さは６０～７０�あり，埋土は５層に分かれる。最下層は

アカホヤがブロック状に入っている厚さ３５～４０�の厚い

層だが，中央の直径３５�ほどが穴になっており，下から

やわらかい暗黄褐色土，アカホヤがブロック状にはいっ

た暗黄褐色土，アカホヤの入った黒褐色土と続いている

が，最上層は全体に広がっている。その上は窪みとなっ

ており，アカホヤがブロック状に入った暗黄褐色土が

入っている。中には土器の小破片が１８点（甕１０・壺７・

鉢１）入っていた。

　甕形土器（１０１）は外へ開く器形で，口縁端にくっつ

いて二条の突帯が貼付けられる。端部のほうは低い突帯

で，その下の方はヘラ押圧のある突帯である。壺形土器

（１０２・１０３）は肩部に二条の沈線があり，平底からやや

くぼみをもって立ちあがる。１０４は小型鉢形土器で，口

縁端に突帯が貼付けられるものである。

　前期前半のものである。
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　３）土坑３（第１８～２１図，１０５～１０９，Ｓ３８・３９，Ｓｓ８）

　土坑２の北側（Ｆ８・９区）に接して検出された土坑

で，土坑２より新しい。一辺が２１０�近くのほぼ正方形

をしているが，隅はいずれも丸みを帯びている。西側は

長さ１４０�，幅３０�にわたって，２０～２５�ほど高くなっ

ている。深さは５０�ほどで，北側はやや袋状になってい

る。埋土は２層に分かれ，上が暗黄褐色土，下が暗褐色

土であるが，下のほうはこまかくみると，上から黒褐色

土，暗褐色土，暗黄褐色土に分かれる。

　穴の中には１０９点もの土器片が入っているが，いずれ

も小破片である。他に擦痕石器２点，軽石製品が１点あ

る。

　甕形土器（１０５～１０７）はやや内反している口縁端に台

形様の突帯が貼付けられ，口唇部はやや窪む。１０５はそ
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の下に三角突帯が貼付けられる。底は直径７．５�の分厚

い平底である。壺形土器（１０８・１０９）は口唇部が窪む広

口の口縁部で，肩部には三条の三角突帯が貼付けてある。

　擦痕石器はいずれも砂岩の自然礫を用いて，Ｓ３８が円

礫で三角柱形の二辺を，Ｓ３９が角礫で一辺を用いている。

　軽石製品（Ｓｓ８）は，くぼんだ石皿状を呈した半欠

品で，残存長１９�，幅２６．７�である。

　中期前葉のものである。

　４）土坑４（第２１図，１１０～１１２）

　Ｆ８区で検出された長方形の土坑で，底は方形を呈し

ているが，検出面付近は肩が崩れ，不定形を呈している。

上面では東西方向が１８０�，南北方向が９４�あるが，底

面では１４５�×７０�ある。深さは４０�あり，埋土は上の

暗褐色土と，下の暗黄褐色土の２層に分かれる。

　土器１２点（甕１０・壺１・鉢１）が出土している。

　壺形土器（１１０・１１１）は口縁直径が２９�ある広口の細

いもので，口縁内外に突帯が貼付けられているためＴ字

形を呈する。内側は低く，外側の口唇部はくぼんでいる。

１１１は端部が丸みを帯びている。１１２は高坏形土器あるい

は台付鉢形土器の脚台で，内外ともヘラミガキで仕上げ，

外面に逆時計回りの沈線が二条巡っている。

　５）土坑５（第２１図，１１３・１１４）

　Ｃ８区で検出された長辺１００�，短辺８８�の隅丸方形

をした土坑で，深さは２６�ある。２層に分かれ，上が暗

褐色土，下がやや黄みがかった暗褐色土である。

　土器９点（甕８・沈線のある壺１）と，軽石１点が出

土している。甕形土器（１１３・１１４）は直径３６．５�の大型

のものと，小型のものがある。１１３の口縁端には矩形の

突帯が貼付けられ，端部はへこんでいる。内側にもやや

突出しており，内外とも横方向のヘラナデで仕上げてい

る。

　中期前葉のものである。
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　６）土坑６（第１６図，第１９図，第２２図，第２３図，９６・

 １１５～１２０，Ｓ４０・Ｓ４６・Ｓ５０～Ｓ５３）

　Ｅ７区で検出された長径１８５�，短径１３０�の北西から

南東方向に主軸をもつだ円形をした土坑で，深さは３２�

ある。南東隅に直径３０�足らずで，深さ７０�の柱穴があ

り，北西隅には１０�×１５�の範囲に厚さ８�の貝だまり

がみられる。土器８４点（甕８２・壺１・台付鉢１）と石器

９点（石鏃３・ピエスエスキーユ１・磨製石器１・擦痕

石器１・安山岩のチップ３）が出土している。

　甕形土器（１１５～１２０）は口縁部に一条あるいは二条の

突帯が，肩部にも二条の突帯が貼付けられ，平底である。

口縁部の突帯は細長い三角突帯で，口唇部にヘラ刻みが

ある。１１８は低い突帯で，こまかいヘラ刻みが付され，

肩部の三角突帯は先端が鈍く，ヘラ刻みはない。底部は

ていねいにナデられており，底に白粉が付いている。

　台付鉢形土器（９６）は，４号住居跡・Ｅ７区Ⅳ層出土

の破片と接合し，脚台の端部を欠いているが，ほぼ完形

の丹塗磨研土器である。口縁部直径が１８�，推定高１３�

の低い器形を呈し，口縁部は外反し，低い高台が付く。

口唇部はややくぼみ，内外ともヘラミガキで仕上げてい

る。内底は剥脱が目立つ。石英・白色石など細礫の多い

土を用い，外面は赤みがかった茶褐色を呈している。
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　石鏃（Ｓ５０～Ｓ５２）はいずれもサヌカイト製で，三角

形平基のものと，二等辺三角形凹基のものとがある。サ

ヌカイト製ピエスエスキーユ（Ｓ５３）は片面に皮を残す

分厚い剥片を使用し，四面とも刃部としている。磨製石

器（Ｓ４６）は薄い剥離もある扁平なもので，端部分であ

る。刃部は使用により磨耗している。擦痕石器（Ｓ４０）

は砂岩の自然礫を利用したもので，長側辺の面が長さ８

�にわたって使用されている。

　前期のものである。

　７）土坑７（第１９・２０・２４図，１２１～１２９，Ｓ４１・Ｓ４２

 ・Ｓ４７・Ｓ４８，Ｓｓ９）

　Ｄ７区で検出された２１５�×１９５�の略円形をした土坑

で，深さは３６�ある。

　土器３４点（甕２６・壺６・鉢２）と石器３点（石鏃１・

擦痕石器１，石皿１）・石製品１点が出土している。
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　甕形土器（１２１～１２７）はいずれも突帯文土器だが，突

帯は端部より少し下がった所に貼付けられたものと，口

縁端へ貼付けられたものとがある。１２４がやや下へ貼付

けられたもので，小さい刻目が付されている。口縁端の

突帯は小さいものと普通のものとがある。１２１・１２２が小

さいもので，１２３だけは刻目がない。１２１は内傾する器形

を呈し，胴部にも突帯があり，いずれもこまかいヘラ刻

みが付されている。１２６は口縁直径が１９�あり，底部へ

まっすぐ伸びている。刻目はヘラによる密な押圧である。

１２６は土坑３５の破片と接合している。１２７は口縁直径が

１６．５�で低いやや小ぶりの甕である。１２２と１２５は内傾し

た口縁端に刻目突帯が付されている。

　壺形土器（１２８）の底部はヘラナデで仕上げている安

定した平底であるが，磨滅が目立つ。

　鉢形土器（１２９）は内弯する口縁部で，口縁端にヘラ

刻みがみられ，口縁内部は玉縁状にふくらんでいる。

　Ｓ４１は打製石斧の頂部の破損品を利用した刃器で，細

加工はないが鋭い。Ｓ４２は扁平で細長い剥片の長側片を

使用している。Ｓ４７は長さが４．５�の大型石鏃である。

分厚い剥片を用い，片面に表皮を残す粗い作りである。

　軽石製品（Ｓｓ９）は中央に深い筋状のくぼみがあり，

これと直交して左に三条，右に二条の凹線がある。左側
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の逆面にはこの凹線に続く筋が延びており，頭部・胴部

・下肢部に分け，下肢部には股も表現している。

　前期前葉のものである。

　８）土坑８（第２５図，１３０・１３１）

　Ｄ５区で検出されただ円形の土坑で，上面では東北方

向が１２０�，南北方向が１０５�あるが，段落ちして９０�×

６０�のだ円形に落ちている。深さは９５�ある。

　土器は１３点（甕１１・壺２）出土している。

　甕形土器（１３０）は刻目突帯が口縁よりやや下がった

所に貼付けられている。壺形土器（１３１）は頸部と肩部

の境付近に突帯が貼付けられ，肩部には二枚貝腹縁によ

る重弧文が施されている。外面はヘラミガキ，内面はヘ

ラナデで仕上げている。

　前期前半のものと思われる。
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　９）土坑９（第２５図）

　Ｄ５区で検出されただ円形の土坑で，東西方向が１３５

�，南北方向が９５�ある。深さは６５�である。

　中には遺物がほとんどなく，甕と壺の小破片が各１点

あるのみである。前期のものと思われる。

　１０）土坑１０（第２５図，１３２～１３４）

　Ｅ６区で検出されただ円形の土坑で，東西方向が９５�，

南北方向が５０�ある。深さは６５�である。

　土器４点（甕・壺・鉢・高坏の破片が各１）が出土し

ている。甕形土器（１３３）は口縁端とそのすぐ下に刻目

のない突帯が貼付けられる二条甕で，口縁端に三条の棒

状突起が貼付けられて波状を呈している。外面はミガキ

に近いていねいな横方向のヘラナデ，内面はていねいな

横方向のヘラナデで仕上げている。鉢形土器（１３２）は

外へ開きながらまっすぐ伸びる器形をし，外面は縦方向

のヘラミガキ，内面はていねいな横方向のヘラナデであ

る。高坏形土器（１３４）は短くて太い筒部で外面・内面

ともヘラミガキで仕上げている。前期のものである。

　１１）土坑１１（第２５図，１３５）

　Ｅ５区で検出された１０５�×８５�の円形土坑で，深さ

は２０�ある。

　土器４点（甕３・鉢１）が出土している。鉢形土器

（１３５）は口縁の少し下と，屈曲部に刻目のある突帯が

貼付けられている。内外とも横方向のヘラナデであるが，

外面はていねいである。前期前半のものである。

　１２）土坑１２（第２６図，１３６～１３８）

　Ｅ６区にある１２５�×８０�の東西に長いだ円形をした

土坑で，深さは８５�ある。東西の両端が直径３５�，深さ

１５�と直径２５～３５�，深さ２０�の柱穴状に窪んでいる。

　土器２３点（甕２０・壺３）が出土している。１３６～１３８は

いずれも甕形土器で，口縁部端に突帯が貼付けられてい

る。１３６は直径２６�のやや内反する口縁で，天井部はや

やくぼみを呈する。肩部にも突帯が付く二条甕で，この

突帯にはいずれも縦方向のヘラ刻みが付されている。

１３７の突帯にはヘラ刻みがみられない。１３８は直径１１．５�

の平底で，底には細かい繊維痕がみられ，白粉も付され

ている。胴部と底部は貼付けられている。内・外面とも

ていねいなヘラナデで仕上げ，底近くの外はミガキのよ

うである。茶褐色・明茶褐色・淡茶褐色を呈し，焼成度

は普通である。石英・白色石・青灰色などの細かい石を

含んでいる。前期のものである。

　１３）土坑１３（第２６図，１３９～１４１）

　Ｅ６区にある長径が１０３�，短径が９２�の南北方向に

長いだ円形をした土坑で，深さは７１�ある。

　甕１４，壺２のあわせて１６点の破片が出土している。口

縁端に突帯が貼付けられる甕形土器で，二条甕である

１４０は突帯の上にヘラの刻目が付されている。底部は中

央がややあげ底となる直径７．３�ほどの平底である。ヘ

ラによるナデ整形で，１３９の内面が横方向で，あとは縦

方向である。１３９の外面はミガキに近い。

　前期のものである。

　１４）土坑１４（第２７図，１４２）

　Ｄ・Ｅ－７・８区の境付近にある長径１３０�，短径１１５

�の略円形をした土坑で，深さは２５�と浅い。

　出土品は少なく，甕・鉢・蓋がそれぞれ１片ずつ出土

している。１４２は口縁端がやや肥厚する蓋で，内面の端

部にススが付着している。口縁端は上下に肥厚するもの

と思われるが，上は欠けている。上下ともヘラミガキで

ていねいに調整され，５～７�大の赤色石・青灰色石も

含まれているが，概して石英の多いこまかい土である。

　１５）土坑１５（第２７図）

　Ｄ－８・９区にある７８�×７５�の円形をした土坑で，

深さは４５�である。

　土器の破片１２点（甕１０・壺２）が出土しているが，い

ずれも小破片である。前期のものと思われる。

　１６）土坑１６（第１９図・第２７図，１４３，Ｓ４３）

　Ｄ９区にある長辺１１０�，短辺７７�の東西方向に長い

長方形をした土坑である。

　出土品は少なく５点（甕４・小甕１）だけである。

１４３は鉢の可能性もある小型の二条甕である。口縁部が

内側に曲がる器形を呈している。内外ともヘラによるて

いねいな調整で，外面はミガキ，内面はミガキに近い横

方向のナデである。Ｓ４３はツルツルした砂岩円礫を用い

た擦痕石器で，対角の位置にある二辺を３．２�の間，使

い込み，ともに筋状にへこんでいる。

　前期前葉のものと思われる。

　１７）土坑１７（第２７図）

　Ｅ７区にある長径１１０�，短径６５�の南北方向に長い

土坑で，深さは５５�ある。出土品はない。

　１８）土坑１８（第１９・２０・２８図，１４４～１４７，Ｓ４４，Ｓｓ１０）

　Ｅ６区にある長径２０５�，短径１２０�の南北方向に長い

だ円形の土坑で，深さは９４�ある。途中で立ちあがり，

埋土も異なることから，だ円形あるいは長方形をしたふ

たつの土坑が重なっている可能性が高い。

　３５点（甕３２・壺３）の土器片と，擦痕石器１点・軽石

製品１点が出土している。

　甕形土器（１４４～１４７）は口縁端に突帯が貼付けられて
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いるが，内傾している１４５はやや下に貼付けられ，１４４以

外は縦あるいは斜方向のヘラ刻みが施されている。１４７

は小さい突帯で，１４６は低い。外面調整は１４４と１４７がヘ

ラナデ，１４５と１４６はヘラミガキである。内面はヘラナデ

だが，１４７は特にていねいである。

　擦痕石器（Ｓ４４）は砂岩自然礫の一長側辺を幅０．４�，

長さ４�にわたって使用している。軽石製品（Ｓｓ１０）

は長さ３．９�，幅２．９�の直方体の物の片方を深く窪ませ，

逆面にも２か所に小穴がみられる。前期のものである。

　１９）土坑１９（第２８図）

　Ｄ９区にある長径８４�，短径５２�の北東・南西に長軸

をもつだ円形の土坑で，深さは４５�である。出土品は６

点（甕４・壺２）のみで，前期のものと思われる。
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　２０）土坑２１（第２９図）

　Ｄ４区にある長径２１０�，短径１１０�の南北方向に長い

土坑で，深さは３０�である。出土品はない。

　２１）土坑２２（第２９図）

　Ｅ４区にある長径１０８�，短径６８�の北西・南東に主

軸をもつ土坑で，深さは３５�ある。出土品はない。

　２２）土坑２３（第２９図）

　Ｅ４区にある１５５�×１０５�ほどの不整円形を呈する土

坑で，深さは３５�ある。出土品はない。

　２３）土坑２４（第２９図）

　Ｅ４区にある長径１１０�，短径５５�のだ円形をした土

坑で，深さ１５�と浅い。出土品はない。
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　２４）土坑２５（第３０図，１４８）

　Ｅ４区にある長径１００�，短径６０�の東西方向に長い

だ円形の土坑で，深さは２０�しかない。

　出土品は甕形土器の破片が２点のみで，１４８は口縁端

が矩形となる器形で，口縁からやや離れて三角突帯が貼

付けられている。

　２５）土坑２６（第３０図）

　Ｅ８区にある長径１４５�，短径４０�＋αの東西方向に

長いだ円形の土坑だが，北側が削平のため全形は不明で

ある。深さは２０�しかない。甕形土器の破片が１点出土

しているのみで，中期前葉のものと思われる。

　２６）土坑２８（第３０図）

　Ｅ８区にある長径９５�，短径７３�の北西・南東に主軸

をもつ土坑で，深さは１５�と浅い。甕形土器が４点出土

しており，磨滅も目立つが，前期のものと思われる。

　２７）土坑２９（第３０図）

　Ｃ５区にある長径１３０�，短径７５�の東西方向に長い

だ円形の土坑で，深さは２５�ある。甕形土器の破片が１

点あるのみである。

　２８）土坑３１（第３１図，１４９）

　土器５点（甕３・壺１・鉢１）が出土しており，鉢形

土器（１４９）は口縁部へまっすぐ開きながら伸びる器形

で，端部は丸く尖がっている。内外ともヘラナデで，赤

みがかった茶褐色を呈する。

　前期のものと思われる。
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　２９）土坑３２（第３１図）

　Ｅ・Ｆ５区で検出されただ円形の土坑で，土坑３３と接

している。長径９５�，短径５５�，深さ８５�で，東端に直

径３５�，深さ２０�の柱穴がある。出土品はない。

　３０）土坑３３（第３１図）

　Ｅ・Ｆ５区にあり，土坑３２の西に接している長径１４０

�，短径１３０�の略円形土坑で，深さが１００�ある。東側

に直径４０�の柱穴がある。出土品はない。

　３１）土坑３４（第１９図，第３２図，１５０～１５８，Ｓ４９）

　Ｃ７・８区にある長辺１５６�，短辺１２０�の南北に長い

略長方形の土坑で，深さは５０�ある。６２点（甕５４・壺

８）の土器片と，石皿１，安山岩剥片２が出土している。

　甕形土器（１５０～１５６）の口縁端には低くて刻みのない

ものと，刻みのある三角突帯が貼付けられている。底は

安定した平底と，高い充実高台のものがある。平底のも

のは底に白粉がある。壺形土器（１５７・１５８）の口縁部は

外へ開き，口唇部に浅い凹線がある。底部は安定した平

底で，白粉が付着している。前期のものもあるが，１５１

・１５６・１５７は中期前葉のものである。

　３２）土坑３５（第２０図・第３３図・第３４図，１５９～１７１，

 Ｓｓ１１）

　Ｃ７区にある１３５�×１２７�の方形をした土坑で，深さ

は４５�ある。土坑３６と切り合っており，３６より新しい。

　１１７点（甕１０７・壺１０）もの多量の土器片と，軽石製品

１点・安山岩のチップが５点出土している。

　甕形土器（１５９～１６８）は小破片のみで，口縁が内傾す

るものと外へ開くものとがある。内傾するものには内外

にわずかに張り出すものと，外へ低い三角突帯の付くも

のとがあり，突帯に刻み目のあるものもある。外へ開く

ものは三角突帯が口縁よりやや下がるものと，端へ付く

ものとがあり，刻み目のあるものとないものがある。突

帯は一条のものと二条のものとがある。いずれも内外調

整はヘラによるていねいなナデである。底は安定した平

底で，布目圧痕が付いている。外面はミガキに近い縦方

向のヘラナデで仕上げている。土坑７で紹介した１２６の

一部は，土坑３５から出土した破片である。

　壺形土器（１６９～１７１）の口縁部は直径１０�と小さく，

口唇部はややへこんでおり，頸部はくびれている。内面

はミガキで仕上げている。底は外へ強く開くものと，厚

くて外へ開くものとがある。

　軽石製品（Ｓｓ１１）は長方形の板状を呈するもので，

長側辺は一方が三角状を呈するのに対し，一方は方形に

縁どっている。

　前期前半のものと思われる。

　３３）土坑３６（第１９図・第３３図・第３４図，１７２～１７６，

 Ｓ４５）

　Ｃ７区にある１２０�×９０�の方形をした土坑で，深さ

が７０�ある。土坑３５より古い。

　４８点（甕４５・壺３）の土器片が出土している。

　甕形土器（１７２～１７４・１７６）は口縁端に刻目三角突帯

のあるものと，幅広突帯のあるものとがある。刻目突帯

は一条のものと二条のものとがあり，１７２は口縁直径３４
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�の二条甕で外へ開いている。端は内側へやや張り出す。

外面はほとんどていねいなヘラナデだが，１７２の突帯間

はハケナデである。１７３は内外ともヘラミガキとなる。

　壺形土器の底（１７５）は直径９�の平底で，強く外へ

開いて立ち上がる。ていねいなヘラナデ仕上げである。

　Ｓ４５は光沢のある砂岩自然円礫を用いた敲石で，細い

方の先端を使用し，太いほうは磨石として使用している。

　ほとんど前期のものだが，１７６は中期前葉である。

　３４）土坑３７（第３４図，１７７～１８１）

　Ｄ８区にある９０�×６０�，深さ７５�の円形土坑である。

　３１点（甕２８・壺２・鉢１）の土器片が出土している。

　甕形土器（１７７・１７８）の口縁部は直に近く立ち上がり，

三角突帯が口縁下部に付くものと，口縁端に付くものと

があり，１７８は二条甕である。壺形土器（１７９～１８１）の

口縁部は口唇部がやや窪むもので，安定した平底である。

やや窪んで胴部へ強く広がる。１８１は白粉が付いている。

外面はヘラミガキで仕上げている。前期前半のものであ

る。

　３５）土坑３８（第３４図，１８２）

　Ｇ１１区にある長径１０５�，短径５５�のだ円形をした土

坑で，深さは３０�ある。

　口縁部を欠いているが，底部直径４．３�，残存高７．９�

のほぼ完形の小型壺形土器が出土している。胴部に最大

径があり，肩部には二条沈線に上下狭まれた四条の鋸歯

状沈線がある。外面・底部はていねいなヘラミガキ，内

面は指頭によるていねいなナデで仕上げているが，内面

底や外面は剥脱が目立つ。外面は概して暗茶褐色で，内

面は黄褐色を呈している。白色石・茶色石などを含む細

かい土で，器形・文様・調整・胎土などからして北九州

辺りからの持込品と思われる。前期のものである。

　３６）土坑３９（第３５図，１８３～１８５）

　甕形土器は内傾する口縁部で，口縁端と胴部に各一条

の三角突帯が貼付けられ，それぞれに細かいヘラ刻みが

付される。壺形土器は小型のもので，肩部に弧状と横方

向の浅い沈線が施されている。中期前葉のものである。
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　３７）土坑４０（第３５図）

　Ｅ４区にある１３０�×１２２�の方形をした土坑で，深さ

は１２�と浅い。出土品はない。

　３８）土坑４１（第３５図）

　Ｄ５区にある長径８６�，短径５３�の南北方向に長い土

坑で，深さは６０�ある。出土品はない。

　３９）土坑４２（第１５図，７８）

　Ｆ７区で検出された長径１．５ｍ，短径０．９ｍのだ円形を

した土坑だが，掘り下げていないため深さは不明である。

４号住居跡や，Ｅ６区・Ｅ９区出土のものと接合した甕

形土器片１点が出土しているのみで，前期のものである。

　４０）土坑４３（第２３図，Ｓ５４）

　甕形土器片１０点と，安山岩のピエスエスキーユ１点，

剥片１点，軽石１点が出土している。

　ピエスエスキーユ（Ｓ５４）はサイドスクレイパーの欠

損品を転用したもので，刃部を使用している。

　４１）土坑４４（第３５図）

　Ｅ８区にある７０�×５０�ほどのだ円形土坑で，深さは

６０�ある。出土品はない。

　４４）土坑４５（第３５図）

　土坑４４の北側にある９０�×１３０�の長方形土坑で，床

は段をなし，深さは深いほうが６５�，浅いほうが４０�あ

る。出土品はない。
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３　溝状遺構（第３６図）

　三条の溝が検出されたが，そのなかには近世のものも

含まれている。弥生時代のものと思われるのはＣ・Ｄ７

区からＤ６区，Ｄ５区と抜けてＤ４区，Ｅ４区，Ｅ３区

へと続く幅３０～５０�の浅いものである。中からいくらか

の土器が出土しているが，弥生土器がほとんどで，小破

片が多い。
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４　柱穴群（第３７図，１８６～１９４）

　土坑の番号を付したものの他に多くの柱穴があり，１

から１０７までの番号を付けた。このなかのほとんどには

弥生土器がはいっていることから，これらの多くは弥生

時代の柱穴や小さな土坑かと思われる。高床式倉庫など

の可能性もあると思われるが，組み合わせができなかっ

た。

　甕形土器（１８８・１８９・１９３）は突帯文土器で，端部に

刻目突帯がある。底は安定した平底で，底にこまかい布

目が付いている。

　壺形土器（１８６・１９０～１９２）の口縁部はいずれも広口

壺で，端部が太いものと，口縁部に深い沈線のあるもの，

端部がくぼむものとがある。１９２は頸部の下部に強くこ

まかいハケナデをし段を作っており，そのあとヘラミガ

キを施して羽状の文様を作っている。内外ともハケナデ

のあとヘラミガキをして，ていねいに仕上げている。

１９０は頸部に沈線がみられる。底部は安定した平底で，

底はハケナデのあとていねいなヘラナデをしている。

　鉢形土器（１９４）は口縁端が細かくなる直口鉢である。

　１８７は高坏形土器の脚部と思われる。

　石器にはピエス・エスキーユ，スクレイパー，打製石

斧がある。ピエス・エスキーユ（Ｓ１４５）は長方形をし

た分厚い剥片の短側辺の片方に使用痕がみられる。スク

レイパーは横長の剥片の長側辺の一方を加工しているが，

直線状とはならずへこんだ形を呈している。打製石斧は

バチ形・短冊形・えぐり入りのものの３種類がある。バ

チ形のもの（Ｓ１９４）は敲石あるいは擦痕石器として再

利用し，側辺全周に使用痕がみられる。短冊形のもの

（Ｓ１９５）も同様である。えぐり入りのもののうちＳ１９９

は磨滅が目立つ。Ｓ１９６は敲石あるいは磨石としての転

用が目立ち，刃部は長さが半分ほどになっている。側辺

部は擦痕石器としての使用が顕著でツルツルしている。

５　焼土跡（第３８図）

　中央部が赤く，その周辺が変色したドーナツ状の遺構

である。炭化した木の実が集中して出土しているＤ－６

～８区で５基検出された。形状・所在位置などからして

木の実のアク抜き用の屋外炉である可能性が考えられる。

　１）焼土１

　Ｄ８区で検出され，直径４０�ほどが数�の深さに赤く

焼けている。そのまわりの直径６０�ほどは茶褐色を呈し

ているが，部分的には赤く変色している。深さ１０�に及

ぶ部分もある。

　２）焼土２

　Ｄ８区で検出され，４０×５０�ほどのだ円形状に赤く焼

けている。赤褐色を呈しているが，部分的には赤く焼け

ている。まわりは７０×９０�ほどの範囲が暗茶褐色を呈し，

深い所は１０�に及ぶところもある。

　３）焼土３

　Ｄ７区で検出され，直径３５�ほどが数�の深さに赤く

焼けている。そのまわりは直径７０～７５�が暗茶褐色を呈

しているが，部分的には赤くなっている。深い所は１０㎝

に及ぶ所もある。周辺の柱穴に切られている。

　４）焼土４

　Ｄ７区で検出され，２０×２５�ほどの範囲が赤褐色を呈

している。そのまわりは直径５０～６０�の範囲が暗茶褐色

を呈して，中央の深い所は１５�を越えている。柱穴に切

られている。

　５）焼土５

　Ｃ・Ｄ６区で検出され，３５×４０�の範囲が赤くなって

いる。そのまわりは７０×８０�ほどの範囲が茶褐色を呈し，

深さ１０�に及ぶ所もある。部分的には赤くなっている。
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第２節　遺物

１　弥生土器

　当遺跡の主体となる土器は弥生土器で，遺構のほかに

包含層などからも多くの出土がみられる。時期的には前

期のものと，中期のものとがあり，器種には甕形土器・

壺形土器・鉢形土器・高坏形土器・蓋形土器とがある。

　１）前期の土器

　①甕形土器（第３９図～第４７図，１９５～３０６）

　当地域の土器は細分化がされていないため，ここでは

当遺跡独自の分類を行う。いわゆる突帯文土器が主体だ

が，如意状口縁風のものが少量含まれている。口縁部の

傾きは内弯ぎみに立ち上がる深鉢形のもの，胴上半部で

屈曲して内傾するもの，底部から口縁へ向かってまっす

ぐ開きながら立ち上がるものがある。突帯の形状はほと

んど三角形を呈しており，これに刻み目のあるものと，

ないものとがある。また，突帯の数は口縁部端に一条の

みあるものと，口縁端とそのすぐ下にあと一条のあわせ

て二条あるもの，さらには口縁部の二条と，そこからい

くらか離れて下部に二条のあわせて四条あるものとがあ

る。口縁端にある突帯は端部に貼付けられるものと，端

部からやや離れて貼付けられるものとがある。

　１９５～２０６が内弯ぎみに立ち上がる器形をしたもので，

丸みをもって内弯するものと，２０３や２０４のように角を

もって内弯するものとがある。２０１を除いて，いずれも

二条甕で，刻目突帯のものが多い。２０１は肩部のみに三

角突帯があり，端部はやや肥厚している。刻目は小さい

ものが多い。口縁部の突帯はやや下に貼付けられたもの

が多いが，２０２・２０３・２０５・２０６などは端部に貼付けられ

ている。１９５は内面の口縁端に断面が矩形の突帯が貼付

けられ，外面よりやや大きめのヘラ刻みが付されている。

口縁直径は２４～２９�ほどだが，２０４は３６�とやや大型で

ある。外面はヘラミガキのものが多く，ヘラナデのもの

もていねいである。内面もていねいなヘラナデのものが
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多く，ヘラミガキのものもある。２０３の内面には指頭圧

痕もみられる。外面にススが付着したものもある。２００

は突帯の下に二重の鋸歯状沈線があり，その下に横ある

いは右下がり斜方向沈線がある。また，その横に焼成前

の小さな穿孔がみられる。

　２０７～２１３は外へ開きながらまっすぐ立ち上がる器形を

し，突帯が口縁端よりやや下に貼付けられている。突帯

は一条のものと，２０８や２１０・２１１のように，その下にあ

と一条ある二条甕とがある。２０９は口縁部に接して二条

貼付けられている。刻目のあるものが多いが，２０７・２１３

のようにないものもある。口縁直径は２０７のように２０�

しかないものと，２１２のように３３�ある大きなものがあ

る。２１２はまっすぐ伸びている。調整は両面ともヘラに

よるていねいなナデが多いが，２１１～２１３のようにヘラミ

ガキのものもある。２０７の外面は縦方向のハケナデであ

る。２１０の両面と２１２の内面は内外ともヘラケズリをし，

そのあとミガキに近いていねいなヘラナデを施している。

　２１４～２３５は丸みをもって，やや内弯する器形をし，口
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縁端に突帯の施されるものである。このタイプにも突帯

が一条のものと二条のものとがあるが，２２０は口縁と胴

部に各二条のあわせて四条，２３０は口縁に二条と胴部に

一条のあわせて三条ある。２３２と２３３は胴部に二条あり，

口縁部の一条は低い。２３４は口縁部が欠けているが，胴

部に二条ある。突帯には小さな三角突帯のものが多いが，

２１７・２１８・２２０・２３０・２３４・２３５のように大きい三角形あ

るいは矩形の突帯が貼付けられるものとがある。突帯に

は刻目のあるものとないものとがあるが，２１８は口縁部

のみで，胴部の突帯にはない。２３３は胴部の二条のうち，

一条のみに突帯がある。刻み目は小さなものが多いが，

２２２などは幅広の三角突帯に幅広のヘラで深く押してい

る。口縁直径は２１４のように１４�しかない小さなものか

ら，２２３や２２５・２３３のように４０�もある大きなものまで

ある。２２４は口縁直径が３７�ほどの大きなものだが，口

縁端と胴部の間に二本の棒状突帯が貼付けられている。

接合できなかったが，同一個体と思われる破片には，こ

の部分（つまり，対角の部分にあたる同じ場所）に半円
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状を呈する棒状貼付突帯がみられる（図版１５）。２２７の破

片にも突帯間に弧状の棒状三角突帯が貼付けられる。こ

れには刻目が施されるが，横方向の突帯に施したあとに

縦方向の突帯に施している。口縁直径が３８�ある２３０は，

内面の口縁端に刻目が施されている。調整はていねいな

ヘラナデのものが多いが，ヘラミガキのものも多い。

２１６・２１８・２２０・２３１・２３５の外面にはハケ目もみられ，

そのあとヘラナデをしたものもある。内面に指頭圧痕の

あるものもある。

　２３６は口縁直径が１９�ある如意状を呈するもので，胴

の屈曲部に低い三角突帯が貼付けられ，この突帯と口縁

部に刻目が施されている。２３７は口縁直径が１６�しかな

い小型のもので，外反する口縁端にヘラ刻みがある。

　２３８～２５６は外へ開きながらまっすぐ立ち上がり，口縁

端に突帯の貼付けられるものである。このタイプにも突

帯が一条のものと二条のものとがあるが，２３８・２３９・

２４１の口縁突帯は低い。２４０の突帯は幅広である。２４６は

高い突帯を施しているが，胴部にはくっついて二条の三

角突帯が貼付けされるため三条の突帯となる。２４９も胴

部に二条の低い突帯があるため三条の突帯となる。２５４
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は口縁に二条の突帯がある。突帯には刻目のあるものと

ないものがあるが，浅くて小さいものが多い。２４７・２４８

は口縁部のみに刻目があり，胴部突帯にはない。２４５の

胴部突帯には部分的に刻目があるだけである。２５０の口

縁下には二条のヘラ沈線による曲線がみられ，重弧文の

可能性がある。口縁直径は２３８や２５３のように２２�ほどし

かない小さなものから，２４９のように３５�もある大型の

ものまである。外面・内面ともていねいなヘラナデ調整

あるいはヘラミガキで仕上げているが，２４２・２４５・２４９

の外面，２４６・２５５の内面にはハケ目もみられる。また，

２３８の内面はヘラケズリのあとヘラナデで仕上げている。

２３８の突帯は低いが，ヘラ刻みは大きい。２３９はやや内反

しているが，分厚い作りの大型甕である。胎土も４�大

の小石を多く含む粗い土を用いている。２４１は口縁直径

２８�のもので，低い突帯の貼付けられるものだが，口唇

部に２個一対の突起が貼付けられている。内面に繊維痕

跡がみられる。２４２の突帯は二条とも高い。２５３は口縁の

少し下に突帯が貼付けられるが，口縁・突帯とも波状と

なっている。２４６～２４９・２５６などは口縁内面がはっきり

した稜をもって屈曲しているが，内側にやや張り出すも

のもあり，特に２５５などは口縁・突帯とも波状を呈し，

内側にも大きく張り出した雑な作りである。

　底部は安定した平底で，ややくびれてから胴部へ向

かって外へまっすぐ伸びている。直径は２５７や２５８のよう

に５�ほどの小さいものから，２７５のように１１�あるも

のまであるが，口縁部に比べて小さい。底部はていねい

にナデているものが多いが，２７２はでこぼこしている。

底部の外への張り出しも２５９～２６５などのように強く張り

出すものと，２６６～２６８などのように弱いものとがある。

底に木の葉圧痕のみられるもの，布痕のあるものもある。
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木の葉は大きい葉を用いており，葉脈がはっきり残って

いる。布痕にはこまかく格子になったものと，編布状の

ものとがある。２９５のようにていねいにナデているため，

布痕が周辺のみしか見られないもの，２９６のようにくぼ

み部分しか残っていないものなどもあることから，本来

は多くの土器に布を用いている可能性がある。木の葉圧

痕の場合も同様で，底のナデによって中央の脈だけが

残っているものもある。底に白い粉のついているものも
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見られることから，土器作りの際に白い粘土状のものを

敷いていたことが考えられる。

　②壺形土器（第４８図～第５１図，３０７～３７５）

　頸部からゆるやかに外反する口縁部で，肩が張り安定

した底になる。口縁部は直径が１０～１２�ほどである。口

唇部は多くが丸みをおびているが，３１６や３１８は矩形とな

る。３２０は玉縁状となっている。３０８は口縁部がやや強く

反り，３２４は直に近く立ち上がり，端は丸みをおびる。

３２７～３２９は口縁直径が１９�ほどで，外面に三角突帯が貼

付けられている。

　３３０は広口壺で，口縁直径が４５�ある。口唇部にはヘ

ラ刻みが施され，その間に凹線がみられる。内面の天井

部には三角突帯が貼付けられ，部分的にヘラ刻みが施さ

れている。

　３３１は口縁直径が１６�，胴部最大径が３４�あり，肩部

には三条の凹線がみられる。

　頸部から肩部に移る部分には二条から三条ほどの沈線

や貼付突帯がある。肩部には各種の文様がみられる。沈

線・突帯が巡るもの，刺突文・斜格子・弧文・重弧文・

綾杉文・鋸歯文などがある。頸部の沈線・突帯は他の文

様と重複する可能性がある。３３３は頸部に三角突帯があ

り，肩部に二条の沈線があるが，沈線は途切れ途切れで

ある。３３４は肩部に三条の沈線が，その下にヘラによる

重弧文が描かれる。３３５は肩部と胴部にヘラ沈線がある。

３３６は肩部に綾杉文の描かれたかまぼこ形の低い突帯が

ある。３４５は凹線に挟まれた鋸歯文がある。３４６は二条の

凹線の下に二枚貝腹縁による七条の押圧文がみられ，鋸

歯文を意図しているものと思われる。３４７は三条の沈線

の下に四条の鋸歯文がみられる。３４８は段落ちの下に二

条の沈線があり，その下に鋸歯状沈線がある。３４９は二

条の浅い沈線の下に鋸歯状沈線がある。３５０～３６１は重弧

文のあるもので，３５０～３５５は貝殻腹縁で，３５６～３５８・

３６０・３６１はヘラ描きで描いている。３５０は三条沈線の下

に四重弧文が，３５１・３５３も四重弧文がある。３５４は下向

きの二重弧，３５５は三重弧である。３５６は沈線の下に二重

の重弧文らしきものがみえる。３５７は二条の沈線に挟ま

れた部分に四条のヘラ描き鋸歯文が描かれている。３５８

は四条のヘラ描き沈線の上に三条のヘラ描き重弧文があ

る。３６２は二条の同心円文と鋸歯状文がある。３６３～３６５

はヘラ沈線に挟まれた綾杉文である。３６６は沈線に挟ま

れた突帯文が二段あり，その上に一条の沈線と鋸歯文，

さらにその上に三条の沈線がある。

　③小型壺形土器（第５１図，３７６）

　口縁直径が１１�しかない無頸壺形土器である。直径１３

�の胴部中半でくの字状に内傾し，外面はミガキに近い

ていねいな横方向のヘラナデ，内面も横方向のヘラナデ

で仕上げている。

　④鉢形土器（第５１図，３７７～３８１）

　台なしのものと台付きのものとがある。３７７は口縁直
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径８�，高さ５�，底部直径６�の小型のもので，口縁

端は細くとがり，安定した平底である。外はナデ様のヘ

ラミガキとていねいな調整で，内面は横方向のヘラナデ

で仕上げているが，手づくね風の作りである。３７８はほ

ぼまっすぐ立ち上がる器形で，外面には二つの段がある。

内外ともヘラミガキのていねいな作りで，外面は部分的

に赤みがかった明茶褐色を呈している。３７９～３８１は台付

鉢形土器の脚台である。３８１は脚端径が１２�，高さが５

�ほどある脚台で，端部はややくぼみ，外へ広がってい

る。外面はヘラミガキで，内面もミガキに近いていねい

なヘラナデである。鉢部の内面もヘラミガキで仕上げて

おり，鉢部と脚台との境には三角突帯が貼付けされてい

る。３８１は直径１４�の脚部端で分厚い作りとなっている。

脚部はやや丸みをもった形をしており，端部はやや肥厚

し，ややくぼんでいる。内外ともヘラナデだが，内面は

特にミガキに近いていねいな横ナデである。

　⑤高坏形土器（第５１図，３８２～３８４）

　坏部は口縁が外反する深いもので，口縁と底部との境

付近に三角突帯が貼付けされている。内面はていねいな

横方向ヘラナデで，外面はヘラミガキで仕上げている。

脚台はやや長脚で，端部が上へはねあがるものとすんな

り広がるものがある。はねあがり部分には鋭いヘラ切り

がみられる。坏部との境には三角突帯が付され，外面は

ヘラミガキで仕上げている。

　⑥蓋形土器（第５１図，３８５）

　直径が１０�，高さが１．７�の平たい器形をし，天井部

の周辺を三条の浅くて細かい沈線が巡り，そこから中央

に二条の直線が向かっている。端近くに直径３�の焼成

前の穿孔が１個あるが，形態・配置からして２個一対で

２ヶ所にあるものと思われる。
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　２）中期の土器

　当期の土器には甕形土器・壺形土器がある。口縁部が

逆Ｌ字状となり，口唇部がくぼむもので，入来Ⅱ式土器，

あるいは北麓式土器と呼ばれている土器である。

　①甕形土器（第５２図・第５３図，３８６～４２８）

　内傾して立ち上がった口縁部が逆Ｌ字状に屈曲し，口

唇部は凹線状にくぼむ形状を呈し，底部には充実高台が

付く。肩部に三角突帯が貼付けされるもの，あるいは沈

線の施されるものがある。

　口縁端は３８６のように上端がややへこんでいるが直線

状となるものと，３８７のように丸みをもつものとがあり，

内面の角部も角ばったものと，丸みをもつものとがある。

また，３９４のようにやや細長くなるもの，３９０や３９９のよ

うに内面が張り出してＴ字状に近くなるものもある。

３９５も細長いが，３９４が直線状となるのに対して，丸みを

もっている。３９８は上端に５つの刺突文で逆Ｔ字形の文

様を呈し，４０８も１３個の小さなヘラ刺突文で逆Ｖ字形を
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呈している。４０３は口縁直径が１９．５�あり，底部から口

縁部へ向かってまっすぐ伸びている。胴部に一条の小さ

な三角突帯が付される。胴部の突帯は４０１や４０２のように

二条あるものと，４０３のように一条あるものとがある。

また凹線は３８６や３８８・３９９・４０５のように二条ある。口縁

部は貼り付け突帯によって付けられているが，外はゆる

やかに移るものと，直に移るものとがある。胴部は細い

ものが多い。３９６の口縁直径は１６．５�と小さく，口縁は

矩形に突出し，端部に凹線がみられる。４０７は上端にこ

まかい２個一対の刺突文で弧文を施し，４０９・４１０は外向

かいの四条あるいは六条の弧状沈線がみられる。口縁部

と胴部の三角突帯の間に櫛描き波状文が施される。

　充実高台は低いもので端部がゆるやかに広がっている。

端部の直径は４１６や４２７のように６�ほどのものと，４２０

のように８�あるものとがある。４２１は端部が幅広く段

をもち，一条の凹線が施されている。４２４～４２７は脚台端

があげ底となるものである。４２７は端部直径が８�あり，

２．５�ほどもあげ底となる。脚台風である。高台端には

一条の凹線が施されている。４２４はゆるやかに広がり，

浅いあげ底である。４２５・４２６は裾が強く広がり，直径が

１０�ほどとなる。浅いあげ底である。４２８は底から直に

近く立ち上がる器形で，高台付底の様相を呈している。

外面調整はヘラの縦ナデのものが多いが，４２８はハケ目

状となる。

　②壺形土器（第５４図，４２９～４５１）

　口縁部はくびれた頸部から外へ開くもので，口縁形態

は様々であるが，口縁端に凹線のあるものが多い。この

時期の壺形土器は茶色石を多く含むという特徴がある。

４２９・４３１は口縁直径が１１�と１５�のもので，口縁が外反

し，口唇部に浅い凹線がみられる。４３０は口縁直径が１３

�で，内面と頸部に三角突帯が貼付けられる。頸部から

肩部への広がりが小さい。４３２は口縁直径１６．５�で頸部

が上端に近く，端は矩形となる。４３３～４３５・４３８は頸部

が直に立上がり，そこから強く外反し，４３４・４３５・４３８

は端部に凹線があるが，４３３は三角状となる。口縁直径

は１６～１９�である。４３６は口縁直径が１８�で，頸部に三

角突帯がある。４３７は強く外反する口縁部で，端部に凹

線があり，内面に三角突帯が貼付けられている。４３９～

４４２は口縁端が内に張り出すもので，頸部でくびれる。

４３９の口縁直径は２３�あり，４４０と４４２の内側にはヘラキ

ザミがみられる。４４３は口縁直径１３�と小さいものでゆ

るやかに外反する。４４４は広口壺の口縁部で，口唇部に

凹線がある。

　肩部は張るもので，胴部が丸くなる。４４５は頸部に小

さな三角突帯があり，胴部は丸くなっている。４４６は一

条の，４４７は三条の沈線がある。４４８～４５０は三条の小さ

な三角突帯があり，胴へ開きながら広がっているが，

４４８は分厚い作りである。４４９は突帯の上に七条以上の縦

方向沈線がみられる。４５０も同じような突帯があるが，

胴部へはあまり広がらない。

　底部は直径９�の安定した平底で，強く外へ反りなが

ら立上がる。

��������	
����������



－５９－

��������	
���������



－６０－

��������	
��

備　考焼成胎　土
色　調調　整

層出土区器種遺物
番号 内　面外　面内　面外　面

スス付着良石英・白色石などの細石多乳茶褐色乳茶褐色ヘラ横ナデ丁寧なヘラナデ条痕状ハ
ケナデのあとヘラミガキ住居１甕３５

スス付着普石英など細石を多く含む淡茶褐色淡茶褐色丁寧なヘラナデハケ縦ナデ住居１甕３６

スス付着良石英・白色石などの細かい石明褐色明茶褐色ミガキに近い丁寧な横
方向ヘラナデ

ヘラ横ナデ・丁寧なヘラ
ナデミガキに近い住居１甕３７

普石英・黄白石・茶色石など細石を多
く含む粗い土６～７�大の石も多い灰黒褐色茶褐色ヘラ縦ナデ丁寧なヘラ横ナデ住居１甕３８

良黄白石・石英などの細石多やや緑がかる茶褐色ヘラ横ナデハケナデ住居１甕３９

普石英・黄白石・茶色石など細石多明褐色明茶褐色丁寧なヘラ横ナデ凹線のあとヘラ刻みヘラ
ナデ住居１甕４０

スス付着良石英・茶色石・白色石細かい石明褐色（灰がかる）明茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデ住居１甕４１

スス付着良石英・白色石淡褐色淡茶褐色ヘラ横ナデ丁寧なヘラナデ・二枚貝
の押圧住居１甕４２

スス付着普石英・白色石・雲母多い石質土茶褐色茶褐色ヘラ横ナデ丁寧なヘラナデ住居１甕４３

良石英・白色石・茶色石など細石を
多く含む粗い土やや赤みがかった淡褐色やや赤みがかった淡褐色ヘラナデヘラナデ住居１甕４４

普白色石・石英・茶色石などの細石
が多い非常に粗い土黒褐色茶褐色ヘラ横ナデヘラミガキ住居１甕４５

良石英・白色石などの細砂多茶褐色茶褐色ヘラ横ナデ・丁寧なナデ
（底）表面が粗いヘラナデ住居１甕４６

普茶色石・石英・黄白石の細かい石明褐色明茶褐色ヘラミガキ・ヘラナデヘラナデミガキ・ヘラミ
ガキ住居１壺４７

良白色石・石英・茶色石など細石多赤っぽい明褐色赤っぽい明褐色ヘラナデヘラ横ナデ・縦ヘラミガ
キ住居１壺４８

良石英・白色石など細かい石茶褐色茶褐色ヘラ横ナデ丁寧なヘラナデ住居１壺４９

良石英・白色石・茶色石などの細石多茶褐色赤みがかった淡褐色丁寧なヘラナデ丁寧なヘラ縦ナデ住居１
住居２壺５０

良石英・黄白石・茶色石などの細石明茶褐色明茶褐色ヘラ横ナデ・ヘラミガキヘラ縦ナデ住居１鉢５１

スス付着普石英・黄白石などの小石多１�
大のもの有り茶褐色茶褐色ヘラミガキ風ナデヘラ縦ミガキ住居２甕５２

良石英・白色石などの細かい石多淡茶褐色淡茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデ住居２甕５３

普石英・白色石などの細かい石が多乳茶褐色乳茶褐色縦ヘラミガキ丁寧なヘラナデ住居２甕５４

普石英・黄白石・白色石などの細石乳茶褐色乳茶褐色丁寧な横ナデヘラナデ住居２甕５５

スス付着良石英・白色などの細かい石乳茶褐色乳茶褐色ヘラ縦ミガキヘラミガキ住居２甕５６

良石英・白色石・茶色石などの細か
い石淡茶褐色赤っぽい暗茶褐色丁寧なヘラ・横ナデミガキに近い丁寧なヘラ

横ナデ住居２甕５７

普石英・黄白石・茶色石などの細石乳茶褐色赤みがかった淡褐色ヘラ縦ナデ・底丁寧なナ
デヘラ縦ナデ住居２甕５８

良石英・白色石・茶色石などの細石多乳茶褐色（部分的赤っ
ぽい）淡茶色横方向ヘラミガキヘラミガキ住居２壺５９

良石英・白色石・茶色石などの細石
多粗い土黒褐色黒褐色ヘラ横ナデ・指ナデ痕ヘラナデのあと一部ヘラミガキ住居２壺６０

良石英・白色石・茶色石などの細石多乳茶褐色暗茶褐色丁寧なヘラナデ一部ヘ
ラミガキヘラミガキ住居２壺６１

良石英・白色石・茶色石の細石多灰がかった淡茶褐色淡茶褐色ハケナデ・丁寧なヘラナ
デハケ横ナデ住居２壺６２

普石英・白色石などの細石乳褐色（やや黄っぽい）乳茶褐色（黒班有り）ヘラナデ・丁寧なヘラナ
デ（底）丁寧な縦方向ヘラナデ住居２壺６３

良石英・白色石・黄白石などの細石多明茶褐色明茶褐色ヘラミガキヘラミガキ住居３甕６４

良石英・白色石・茶色石細石多い粗砂乳茶褐色乳茶褐色丁寧なヘラ縦ナデヘラ縦ナデ住居３甕６５

普石英・白色石・茶色石など雲母細石茶褐色茶褐色ヘラ縦ナデヘラ縦ナデ・ヘラ横ナデ住居３甕６６

良白色石・石英・茶色石（５�大）粗
い土灰褐色灰褐色縦方向ヘラミガキヘラミガキ住居３甕６７

良石英・白色石・黄白石などの細石多乳茶褐色乳茶褐色丁寧なヘラ横ナデヘラ縦ナデ住居３甕６８

スス付着良石英・白色石などの細石多明茶褐色明茶褐色丁寧なヘラ横ナデヘラ横ナデ住居３甕６９

良石英・黄白石・茶色石などの細石赤みがかった茶褐色赤みがかった茶褐色ヘラ横ナデ縦ハケナデのあとヘラミ
ガキ住居３壺７０

良石英・白色石・黄白石などの細石茶褐色茶褐色丁寧なヘラ横ナデヘラミガキ住居３壺７１

普石英・白色石・茶色石などの細石茶褐色茶褐色（丹塗りの為朱色）丁寧なヘラナデヘラナデ・丁寧なヘラ横
ナデ住居３壺７２

スス付着良石英・白色石・茶色石などの細石
多５�有り茶褐色茶褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデ住居３壺７３

良石英・白色石・茶色石などの細石黄みがかった灰褐色黄みがかった灰褐色ヘラ横ナデ丁寧なヘラ横ナデ住居３壺７４

良石英・白色石・茶色石などの細石
が多い粗砂明茶褐色明茶褐色全面剥脱ハケ縦ナデ（底）丁寧な

ヘラナデ住居３壺７５

普石英・白色石・金雲母などの細石黄みがかった明褐色黄みがかった明褐色丁寧な横ナデ丁寧な横ナデ住居３高坏７６

良石英・白色石・黄白石などの多い土茶褐色茶褐色丁寧なヘラ縦ナデヘラ縦ミガキ住居４甕７７

口縁近くスス付着普石英・白色石などの５�大石多黒褐色黒褐色ヘラ縦ナデヘラナデ住居４甕７８

普石英・白色石・黄白石など含む細
かい砂質土黄みがかった淡褐色黄みがかった黒褐色ヘラ縦ナデ丁寧なヘラナデ住居４甕７９

普石英・黄白石などの細石の多い砂
質土灰がかった淡茶褐色灰がかった淡茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデ住居４甕８０

スス付着普石英・黄白石などの石のある細砂明褐色明褐色ヘラナデヘラナデ住居４甕８１



－６１－

��������	
��

備　考焼成胎　土
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（４�大）良石英・黄白石などの細かい石多灰がかった明茶褐色黒褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデ住居４甕８２

良石英・白色石・黄白石・茶色石な
どの細石多６�大有り茶褐色茶褐色（口縁付近は黒

色化）横方向ヘラミガキヘラミガキ住居４甕８３

良石英・黄白石などの細石黄みがかった灰褐色黄みがかった灰褐色丁寧な横ナデヘラナデのあとミガキ住居４甕８４

良石英・白色石・黄白石などの石を
多く含む粗砂暗茶褐色暗茶褐色丁寧なヘラナデヘラ横ナデのあと縦ヘラ

ミガキ住居４甕８５

普石英・白色石などの細かい石の多
い粗砂暗茶褐色（こげ）暗茶褐色ヘラ縦ナデヘラミガキ（底）ヘラミガキ住居４甕８６

良石英・白色石などの細石茶褐色茶褐色一部黒褐色ヘラミガキ丁寧なヘラナデのあとヘ
ラミガキ住居４壺８７

良石英・茶色石・白色石などの細石
多乳茶褐色乳茶褐色丁寧なヘラ縦ナデ丁寧なヘラ縦ナデ住居４壺８８

普石英・白色石・長石・茶色石など
の細石多明茶褐色明茶褐色ヘラナデヘラミガキ住居４壺８９

普石英・黄白石などの細石４�大淡茶褐色淡茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデヘラナデ住居４壺９０

良石英・黄白石などの細かい石明茶褐色明茶褐色ヘラミガキヘラミガキ住居４壺９１

普石英・白色石などの細かい石多乳茶褐色乳茶褐色ヘラナデ丁寧なヘラナデ・ヘラミ
ガキ住居４壺９２

普黄白石・白色石・茶色石・などの
多い粗い土淡茶褐色赤っぽい茶褐色丁寧なヘラナデヘラ横ナデ住居４壺９３

良石英・黄白石・茶色石などの細砂乳茶褐色乳茶褐色（部分的に黒色）ヘラ縦ナデ丁寧なヘラ縦ナデ住居４壺９４

良石英・黄白色石などの細砂灰がかった明褐色灰がかった明褐色ヘラ縦ナデ丁寧なヘラ縦ナデ部分
的にヘラミガキ住居４壺９５

良白色石・黄白石・石英などの細石暗茶褐色茶褐色横方向ヘラミガキ縦方向ヘラミガキ住居４鉢９６

スス付着普石英・茶色石などの細石黄みがかった淡褐色黄みがかった淡褐色ヘラ縦ナデヘラ縦ナデ土坑１甕９７

良白色石・茶色石など細かい石明茶褐色明茶褐色（黒色化）ヘラミガキ横ヘラミガキ土坑１甕９８

良白色石・黄白石・石英・赤色石な
ど７�大の石も含む粗い土淡茶褐色淡茶褐色丁寧なヘラ縦ナデヘラミガキ土坑１甕９９

良白色石・石英などの多い細かい砂
質土明茶褐色明茶褐色（光沢有り）ヘラ丁寧な横ナデ丁寧な縦ヘラミガキ土坑１壺１００

普雲母・黄白石・白色石・石英細か
い砂粒淡茶褐色（やや灰がかる）淡茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデ土坑２甕１０１

外部分的に
黒みがある良雲母・白色石などの細かい砂粒黒色黄みがかった淡褐色ヘラナデ丁寧なヘラナデ土坑２壺１０２

良茶色石・石英などやや粗い土５�
大あり黄みがかった淡褐色黄みがかった淡褐色丁寧なヘラ横ナデ丁寧なヘラ横ナデ土坑２壺１０３

良雲母・石英・白色石などの細かい
砂質土暗茶褐色暗茶褐色ヘラ横ナデミガキに近い丁寧なヘラ

横ナデ土坑２鉢１０４

良茶色石・石英・白色石などの粗い
砂粒４�大のもの多い淡茶褐色淡茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデ土坑３甕１０５

良白色石・雲母・茶色石などの細石
多明茶褐色明茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデ土坑３甕１０６

普石英・茶色石・雲母・灰などの細
石の多い砂粒７�大のもの含灰がかった明褐色灰がかった明褐色ヘラナデヘラナデ・（底）丁寧なヘ

ラナデ土坑３甕１０７

普石英・白色石などの細かい砂質土淡茶褐色淡茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデ土坑３壺１０８

良茶色石・白色石・石英などの細か
い石淡茶褐色淡茶褐色丁寧なヘラ横ナデミガキ

に近いヘラ横ナデ土坑３壺１０９

良白色石・黄白石・石英などの細石
５�大の石を含む黒褐色淡茶褐色丁寧なヘラナデ斜方向丁寧なヘラ横ナデ土坑４甕１１０

良雲母・石英・白色石・茶色石など
の細かい砂質土黄みがかった淡茶褐色黄みがかった淡茶褐色丁寧なヘラ横ナデ丁寧なヘラ横ナデ土坑４甕１１１

良茶色石・黄白石・石英などの細砂茶褐色茶褐色ヘラミガキヘラミガキのあと時計逆
回りの沈線土坑４高杯１１２

良白色石・石英・茶色石などの細石明茶褐色明茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデ土坑５甕１１３

スス付着良黄白石・茶色石・白英などの細石茶褐色茶褐色ヘラミガキ（剥離あり）ヘラミガキ土坑５甕１１４

良茶色石の多い粗い土４�大淡茶褐色淡茶褐色丁寧なヘラナデ浅く細かいハケ縦ナデ土坑６甕１１５

良茶色石・白色石・石英などの多い
粗い土明茶褐色黒褐色丁寧なヘラナデ細かく浅い斜め方向ハ

ケナデ土坑６甕１１６

普白色石・茶色石・灰色石黄みがかった明茶褐色黄みがかった明茶褐色指による丁寧なナデ丁寧なヘラナデ土坑６甕１１７

普白色石の多い細砂灰がかった明茶褐色灰がかった明茶褐色ヘラ縦ナデ低い突帯に細かいヘラミ
ガキ土坑６甕１１８

スス付着普石英・白色石黄白石・茶色石など
の粗い石６�大有り茶褐色茶褐色丁寧なヘラナデヘラ横ナデ土坑６甕１１９

普石英・白色石・茶色石などの細石
４�大有り茶褐色茶褐色（底に白粉）ヘラナデ丁寧なナデ土坑６甕１２０

良石英・黄白石などの細石明茶褐色明茶褐色ヘラ斜め縦ナデヘラ横ナデ土坑７甕１２１

スス付着良石英・白色石・茶色石などの細石明茶褐色明茶褐色縦ヘラミガキヘラ刻み・ヘラ横ナデ土坑７甕１２２

スス付着良石英・白色石などの細石１�大
の小石も含む暗茶褐色黒褐色ミガキに近い丁寧なヘラ

横ナデヘラミガキ土坑７甕１２３

スス付着普黄白石・石英などの細石茶褐色暗茶褐色丁寧なヘラ横ナデヘラ横ナデ土坑７甕１２４

良白色石・黄白石・石英などの細石茶褐色茶褐色ヘラ横ナデ横ヘラミガキ土坑７甕１２５

良石英・黄白石などの細石多黒褐色黒褐色ミガキの部分有りヘラ縦
ナデ粗いヘラ斜めヘラナデ土坑７甕１２６

スス付着良黄白石・白色石などの細砂粒多黒褐色茶褐色丁寧なヘラ横ナデ縦ヘラナデ土坑７甕１２７

普石英・白色石などの粗砂淡茶褐色やや黄みがかる淡茶褐色ヘラナデヘラ横ナデ土坑７壺１２８
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良石英・黄白石などの細石黒褐色茶褐色横方向丁寧なヘラナデ丁寧な縦ヘラナデ土坑７鉢１２９

スス付着良白色石・茶色石・黄白石などの細石茶褐色茶褐色丁寧なヘラナデヘラミガキ土坑８甕１３０

普白色石・茶色石などの細石淡茶褐色淡茶褐色ヘラナデヘラミガキ・貝重弧土坑８壺１３１

良石英・黄白石灰茶褐色黒褐色丁寧なヘラ横ナデヘラ縦ミガキ土坑１０鉢１３２

普石英・黄白石・角閃などの細石多
い砂質土６�大有り茶褐色暗茶褐色丁寧なヘラ横ナデミガキに近い丁寧な横

方向ヘラナデ土坑１０甕１３３

良石英・白色石などの細石黄みがかった淡茶褐色黄みがかった淡茶褐色ヘラミガキ・ヘラナデヘラミガキ土坑１０高杯１３４

スス付着普石英・黄白石などの細石茶褐色茶褐色ヘラ横ナデ丁寧なヘラ横ナデ土坑１１鉢１３５

普石英多・白色石・青灰色などの細石淡茶褐色淡茶褐色黒みおびるヘラ押しヘラナデヘラナデ・丁寧なヘラ横
ナデ土坑１２甕１３６

スス付着普石英・白色石などの細石明茶褐色明茶褐色丁寧なヘラナデ丁寧なヘラナデ土坑１２甕１３７

普石英・白色石などの細石茶褐色茶褐色丁寧なヘラナデ丁寧なヘラミガキ土坑１２甕１３８

良石英などの細石を含む４�大有り明茶褐色明茶褐色丁寧なヘラ横ナデヘラミガキ土坑１３甕１３９

普石英の多い細かい土赤っぽい淡茶褐色赤っぽい淡茶褐色縦ヘラナデ丁寧なヘラナデ土坑１３甕１４０

良黄白石などの細かい石の多い砂
質土淡茶褐色淡茶褐色ヘラ縦ナデヘラ縦ナデ・底丁寧なヘ

ラナデ土坑１３甕１４１

普石英の細石多　赤色石・青灰色
石の５～７�大の石も含む茶褐色黒褐色ヘラミガキヘラミガキ土坑１４蓋１４２

良石英などの細石黄みがかった茶褐色黄みがかった茶褐色ミガキに近いヘラ横ナデヘラミガキ土坑１６甕１４３

良石英・白色石・茶色石の細石黄褐色上は黒褐色黒褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデ土坑１８甕１４４

普石英・黄白石・白色石の細砂茶褐色淡茶褐色（黒色化）ヘラナデヘラ横ミガキ土坑１8甕１４５

良石英・白色石などの細砂淡茶褐色淡茶褐色ヘラナデ上ヘラミガキ土坑１８甕１４６

スス付着普石英・白色石などの細石茶褐色黒褐色赤っぽい茶褐色ミガキに近い丁寧なヘラ
横ナデヘラ横ナデ土坑１８甕１４７

良石英・白色石などの細石灰がかった明茶褐色灰がかった明茶褐色丁寧なヘラナデヘラナデ土坑２５甕１４８

普石英・白色石などの細石赤みがかった茶褐色赤みがかった茶褐色ヘラナデヘラナデ土坑３１鉢１４９

スス付着普石英・白色石などの細石にごった茶褐色黒褐色丁寧なヘラナデヘラナデ土坑３４甕１５０

普石英・黄白石などの細かい砂質土黒褐色黒褐色ミガキヘラナデ土坑３４甕１５１

スス付着普石英・などの細石黄褐色暗茶褐色丁寧なヘラナデヘラミガキ横方向土坑３４甕１５２

普石英・茶色石・黄白色など細石灰褐色黒褐色丁寧なヘラ横ナデ丁寧なヘラ横ナデ土坑３４甕１５３

スス付着普石英・白色石などの細石明茶褐色明茶褐色丁寧なヘラナデヘラナデ土坑３４甕１５４

普石英・白色石などの細かい砂質土黒灰褐色茶褐色ヘラナデ丁寧な縦ヘラナデ土坑３４甕１５５

良石英・黄白石・茶色石の多い粗い
砂質土乳茶褐色乳茶褐色ヘラナデ縦ヘラミガキ土坑３４甕１５６

良石英・白色石などの細石明茶褐色明茶褐色ヘラミガキヘラミガキ土坑３４壺１５７

良石英・白色石・茶色石などの粗い石暗茶褐色暗茶褐色ヘラミガキヘラミガキ土坑３４壺１５８

普石英・白色石などの細石多黄っぽい明茶褐色黄っぽい明茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデ土坑３５甕１５９

良石英・白色石などの細石黄みがかった灰茶褐色黄みがかった灰茶褐色丁寧なヘラ横ナデ丁寧なヘラ横ナデ土坑３５甕１６０

良石英・白色石などの細石黄みがかった淡茶褐色黄みがかった淡茶褐色丁寧なヘラナデ丁寧なヘラナデ土坑３５甕１６１

スス付着良石英・白色石・黄色石・などの細石明茶褐色明茶褐色丁寧なヘラ横ナデ丁寧なヘラ横ナデ土坑３５甕１６２

スス付着良石英・白色石・黄色石・茶色石な
どの細石明茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデ土坑３５甕１６３

良石英・白色石などの細石淡茶褐色（茶がかる）淡茶褐色丁寧な縦ヘラナデヘラ横ナデ土坑３５甕１６４

スス付着普石英・黄白石・茶色石の多いやや
粗い土淡茶褐色淡茶褐色丁寧なヘラ横ナデヘラ横ナデミガキに近い土坑３５甕１６５

良４�大ほどの白色石・灰色石・石
英・黄色石などの粗い土茶褐色茶褐色ヘラミガキ横方向ヘラミガキ横方向土坑３５甕１６６

良茶色石・石英・白色石など３�大
までの細石が多い砂質土茶褐色茶褐色――丁寧なヘラ横ナデ土坑３５甕１６７

良石英などの細石赤みがかった茶褐色明茶褐色一部赤みヘラ縦ナデミガキに近いヘラ縦ナデ土坑３５甕１６８

良石英・白色石・黄色石などの細石
の多い砂質土明茶褐色明茶褐色ミガキヘラ横ナデミガキ土坑３５壺１６９

良茶色石・石英・白色石などの粗い土明茶褐色明茶褐色ヘラナデヘラナデ土坑３５壺１７０

普石英・白色石・茶色石などの多い
細かい土淡茶褐色黒褐色丁寧なヘラナデ丁寧なヘラ横ナデ土坑３５壺１７１

良石英・白色石などの細かい土暗茶褐色暗茶褐色ヘラ横ナデハケナデ・ヘラ横ナデ土坑３６甕１７２

普石英・白色石などの細石暗茶褐色暗茶褐色横ヘラミガキ横ヘラミガキ土坑３６甕１７３

普石英・白色石・黄白石などの細か
い土明茶褐色明茶褐色ヘラ縦ナデ丁寧なナデ・ヘラミガキ有

り土坑３６甕１７４

普石英・雲母・茶色石・灰色石など
の細石多黄褐色黄褐色ヘラナデ丁寧なナデ・（底）丁寧

なヘラナデ土坑３６壺１７５
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普茶色石・白色石などの多い粗い土明茶褐色明茶褐色ハケ状横ナデヘラ横ナデ土坑３６甕１７６

普白色石・石英・黄色石などの細か
い土黒褐色黒褐色横方向ヘラナデヘラナデ土坑３７甕１７７

普白色石・茶色石・石英などの多い
粗い土明茶褐色明茶褐色ヘラ横ナデ丁寧なヘラ横ナデ土坑３７甕１７８

普石英・黄白石などの細石茶褐色茶褐色ヘラミガキヘラミガキ土坑３７壺１７９

良石英・白色石・茶色石などの細石茶褐色茶褐色ヘラナデ縦ヘラミガキ・丁寧なナデ土坑３７壺１８０

普灰色石・石英・白色石など５�大
の石のある粗い土茶褐色茶褐色剥脱ヘラミガキ丁寧なナデ土坑３７壺１８１

普茶色石・白色石などの細かい土黄褐色暗褐色指頭ナデ丁寧な横ヘラミガキ土坑３８小型壺１８２

普石英・白色石・黄白石の多い粗い
砂明茶褐色灰褐色ヘラナデハケナデ土坑３９甕１８３

普石英・白色石の多い粗い砂淡茶褐色灰がかった淡茶褐色ヘラナデヘラ縦ナデ土坑３９甕１８４

普石英・茶色石などの細砂粒明茶褐色明茶褐色ヘラナデヘラ縦ミガキ土坑３９壺１８５

良石英・白色石・赤色石などの細石
多　４�大まで乳茶褐色乳茶褐色丁寧なヘラ縦ナデハケ縦ナデ（底ハケナデ

の後丁寧なヘラナデ）
Ｐ－３
①甕１８６

良石英・白色石・茶色石などの細石多茶褐色茶褐色ヘラナデハケ縦ナデＰ－３
②高杯１８７

普石英・白色石などの細石多淡茶褐色淡茶褐色ヘラナデヘラ横ナデＰ－６甕１８８

布痕普雲母・石英・白色石などの細石多灰茶褐色灰茶褐色ヘラナデヘラ縦ナデＰ－１０甕１８９

普石英・白色石などの細石黄みがかった淡茶褐色黄みがかった淡茶褐色丁寧なヘラ横ナデヘラ横ナデＰ－１４壺１９０

良石英・白色石などの細石白っぽい灰褐色白っぽい灰褐色丁寧なヘラ横ナデハケナデの後ヘラナデＰ－１５
②壺１９１

普石英・白色石・茶色石などの細石明灰褐色明灰褐色横方向ヘラミガキ細かいハケナデの後ヘラミガキ
をし羽状のハケ様沈線とする

Ｐ－１５
①壺１９２

普黄白石・石英などの細石明茶褐色明茶褐色丁寧なヘラ横ナデヘラミガキＰ－３０甕１９３

良雲母・黄白石などの細石明茶褐色明茶褐色ヘラ横ナデ丁寧なヘラ横縦ナデＰ－８３鉢１９４

スス付着普石英・黄白石などの細石淡黄褐色淡黄褐色ヘラ横ナデヘラミガキⅣＥ－６甕１９５

普石英・白色石などの細石灰がかった明茶褐色黄みがかった明茶褐色ヘラ縦ナデヘラ横ナデの後ヘラ縦ミ
ガキⅣＦ－７甕１９６

普石英・黄色石などの細石淡茶褐色暗茶褐色斜方向ヘラナデヘラミガキⅣＥ－７甕１９７

普石英・黄色石などの細石黄っぽい明茶褐色黒褐色ヘラ横縦ナデ丁寧なヘラ横ナデⅣＥ－７甕１９８

普石英・黄色石などの細石茶褐色茶褐色丁寧なヘラナデミガキ様ヘラミガキⅣＫ－１４甕１９９

普石英・白色石・茶色石などの細石暗褐色黒褐色ヘラ横ナデ（剥離が目
立つ）

鋸歯状沈線文様はっきり
せずヘラナデⅣＦ－８甕２００

スス付着良石英・白色石などの細石黄茶褐色黄茶褐色一部黒褐色化ミガキに近い丁寧なヘラ
縦ナデ

横ヘラミガキ・縦ヘラミガ
キⅣＣ－６甕２０１

普石英・白色石・黄白石・茶色石な
どの細石多い土明茶褐色明茶褐色ヘラ縦ナデヘラ横ナデ・ヘラ縦ナデⅣＣ－６甕２０２

スス付着良石英・白色石などの細石多黄茶褐色黄茶褐色一部黒褐色化ミガキに近い丁寧なヘラ
横ナデ

横ヘラミガキ・縦ヘラミガ
キⅣＣ－６甕２０３

スス付着良石英・黄白石・雲母などの細石７
�大のもの有り明茶褐色明茶褐色丁寧な縦ナデ丁寧なヘラ縦ナデ溝Ｄ－６甕２０４

普石英・黄白石などの細石多明茶褐色一部黒褐色明茶褐色ヘラミガキヘラミガキ不明甕２０５

スス付着普石英・白色石などの細石茶褐色茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデ溝Ｄ－６甕２０６

スス付着普石英・白色石・黄白石などの細石黄っぽい茶褐色黄っぽい茶褐色丁寧なヘラ縦ナデハケ縦ナデⅣＤ－６甕２０７

普石英・黄白石・茶色石などの細礫
多い４�大石有り黄みがかった茶褐色暗茶褐色ヘラ横ナデ丁寧なヘラナデⅣＫ－１５甕２０８

スス付着普石英・白色石・茶色石・黄白石な
どの多い粗砂質土淡茶褐色淡茶褐色ヘラナデ指頭圧痕有り丁寧なヘラ縦ナデⅣＬ－１５甕２０９

良石英・黄白石などの多い粗い石質
土淡い黒褐色赤っぽい淡茶褐色・口

縁近く黒褐色ヘラナデ・横ヘラケズリヘラケズリの後ミガキに
近い丁寧なヘラナデⅣＥ－７甕２１０

普石英・白色石・長石などの細石黄みがかった淡茶褐色黒みがかった茶褐色ヘラ縦ナデヘラミガキⅣＥ－７甕２１１

スス付着普石英・白色石・茶色石などの細石
粒多い砂質土淡茶褐色淡茶褐色ヘラケズリの後ミガキヘラミガキⅣＫ－１６甕２１２

良石英・黄白石などの細石５�大
有り灰茶褐色灰茶褐色横方向ヘラミガキ横方向ヘラミガキⅣＬ－１５甕２１３

良石英・白色石などの細石淡茶褐色赤っぽい明茶褐色縦ミガキ横ミガキⅣＬ－１５甕２１４

普石英・白色石・黄白石などの細石淡茶褐色・黒褐色淡茶褐色ヘラナデミガキに近い丁寧なヘラ
ナデⅣＤ－６甕２１５

スス付着普石英・白色石・灰色石・茶色石な
どの多い砂質土灰がかった明茶褐色淡茶褐色ヘラ縦ナデヘラ横縦ナデⅣＤ－６甕２１６

普石英・白色石・黄白石などの細石
多い砂質土灰がかった明茶褐色灰がかった明茶褐色横ナデ横ミガキⅣＫ－１４甕２１７

良石英・白色石・茶色石などの多い
砂質土４�大多し茶褐色黄みがかった明茶褐色丁寧なヘラ縦ナデハケ目の後一部ミガキⅣＫ－１５甕２１８

良石英などの細石黒褐色淡茶褐色ミガキに近い丁寧なヘラ
横ナデ丁寧な縦ヘラナデⅣＫ－１６甕２１９

スス付着普石英・白色石・黒雲母などの細石淡茶褐色淡茶褐色丁寧なヘラ縦ナデ丁寧なヘラナデ・ハケナ
デの後ヘラナデⅣＣ－７甕２２０

普石英・白色石などの細石黒耀石
有り淡茶褐色暗茶褐色丁寧なヘラナデヘラ横ナデⅣＥ－７甕２２１

良石英・白色石などの細石暗茶褐色暗茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデⅣＬ－１６甕２２２
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普石英・白色石などの細石黒褐色黒褐色ヘラ横ナデヘラ横ミガキⅣＤ－６甕２２３

スス付着良石英・白色石などの細石明茶褐色明茶褐色丁寧なヘラ横ナデの後
ヘラミガキヘラ縦ナデの後ヘラミガキⅣＤ－７甕２２４

普石英・黄白石・長石などの細石淡茶褐色淡茶褐色丁寧なヘラ横ナデミガキⅣＥ－７甕２２５

スス付着普石英・白色石などの細石茶褐色茶褐色スス付着丁寧なヘラ横ナデヘラミガキⅣＫ－１４甕２２６

良石英・白色石などの細石明茶褐色黒褐色丁寧なヘラ縦ナデ三角突帯にヘラミガキ横
→縦ヘラミガキⅣＪ－１５甕２２７

普石英・白色石などの細石明茶褐色明茶褐色ヘラ横ナデ丁寧なヘラナデⅣＦ－８甕２２８

普石英・白色石などの細かい砂質土淡茶褐色淡茶褐色ヘラ横ナデの後縦ヘラミ
ガキ

ミガキに近い丁寧なヘラ
横ナデ斜方向ヘラミガキⅣＤ－７甕２２９

良石英・白色石などの細石多い砂
質土暗茶褐色暗茶褐色指頭痕有りヘラミガキヘラナデ・ヘラミガキⅣＤ－６甕２３０

普石英・茶色石・金雲母・白色石な
どの細石明茶褐色淡黄褐色指頭痕有りヘラ縦ナデ

の後ヘラ横ミガキハケ縦ナデ・ヘラナデⅣＣ－７甕２３１

普石英・白色石・黄白石などの細石暗い淡茶褐色暗い淡茶褐色丁寧なヘラ横ナデ横ナデ丁寧なヘラ縦ナデⅣＥ－７甕２３２

普石英・白色石・長石などの小石多
い砂質土暗茶褐色淡茶褐色丁寧なヘラ横ナデヘラミガキ丁寧なヘラ横

ナデⅣＥ－７甕２３３

普石英・黄白石などの細石灰がかった茶褐色黒褐色指頭圧丁寧なヘラ横ナデ丁寧なヘラナデⅣＫ－１４甕２３４

良石英・白色石・茶色石・黄白石など
の小石を多く含む砂質土９�大有り淡茶褐色暗褐色ヘラ横ナデハケ様ヘラ横ナデの後

縦ヘラミガキⅣＤ－６甕２３５

普石英・白色石・黄白石などの細石上・黄褐色　下・黒褐色淡茶褐色丁寧なヘラ横ナデミガキに近い丁寧なヘラ
ナデⅣＥ－６甕２３６

良石英・白色石などの細石暗茶褐色黄っぽい明茶褐色ヘラミガキ（光沢有り）ヘラミガキⅣＥ－７甕２３７

普石英・白色石などの細石黒褐色暗茶褐色ヘラケズリの後横ナデヘラナデ・ミガキも有りⅣＤ－６甕２３８

良石英・白色石・黄白石・茶色石など
の小石多い粗い土４�大粒多い淡茶褐色暗茶褐色丁寧なヘラ横ナデの後

ヘラミガキヘラミガキⅣＣ－８甕２３９

普石英・白色石・茶色石などの小石
多い粗い砂質土暗茶褐色暗茶褐色ヘラ横ナデヘラミガキ幅広突帯にヘ

ラミガキⅣＪ－１２甕２４０

普石英・黄白石などの石を含む５�
大（繊維痕有り）淡茶褐色黒褐色上・丁寧なヘラ横ナデ

下・丁寧なヘラ縦ナデ丁寧なヘラ横ナデⅣＤ－６甕２４１

良石英・黄白石・茶色石などの細石
多明茶褐色明茶褐色丁寧なヘラ縦ナデハケナデ後で部分的に

ヘラナデⅣ　Ｃ－７・８
溝
　Ｅ－７甕２４２

良石英・黄白石・茶色石などの細石
多い砂質土黄みがかった茶褐色赤みがかった明茶褐色丁寧なヘラ横ナデミガキに近い横ナデ・ヘ

ラ縦ナデⅣＣ－７甕２４３

良石英・白色石などの細石灰がかった茶褐色赤っぽい淡茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデⅣＥ－６甕２４４

スス付着良石英・白色石・黄白石・茶色石な
どの粗い土明茶褐色明茶褐色ヘラ縦ナデハケ目縦方向ヘラナデⅣＫ－１４甕２４５

スス付着良石英・白色石などの細かい砂質土淡茶褐色淡茶褐色ハケ目横ナデヘラ縦ナデⅣＫ－１５甕２４６

普石英・白色石・茶色石などの６�
大の石多い土黄みがかった淡茶褐色黄みがかった淡茶褐色ヘラナデ（摩滅目立つ）丁寧なナデⅣＫ－１４甕２４７

良石英・白色石などの細石多い土淡茶褐色淡茶褐色ハケ後ミガキハケ後ミガキⅣＫ－１４甕２４８

良石英・白色石などの細石多い土淡茶褐色淡茶褐色ヘラ縦ナデハケ目ナデⅣＫ－１４甕２４９

良石英・白色石・茶色石などの細石茶褐色黄みがかった明茶褐色ナデ丁寧なヘラ横ナデⅣＫ－１５甕２５０

普石英・白色石・茶色石などの細砂多暗灰褐色暗茶褐色（黒褐色化）ヘラ横ナデヘラ横ナデⅣＫ－１４甕２５１

普石英・黄白石・茶色石などの細石
多い砂質土灰がかった明茶褐色灰がかった明茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデⅣＫ－１５甕２５２

普石英・黄白石などの細石黒褐色赤みがかった黄茶褐色ヘラミガキミガキ様の丁寧なナデⅣＩ－１６甕２５３

普石英・茶色石などの細石淡茶褐色淡黄茶褐色ナデナデⅣＬ－１５甕２５４

良石英・白色石・茶色石などの細石明茶褐色明茶褐色横ハケナデヘラ横ナデⅣＫ－１４甕２５５

良石英・白色石などの細石黒褐色黄みがかった明茶褐色ミガキに近い丁寧なナデ
（摩滅）ヘラナデⅣＫ－１４甕２５６

普石英・白色石・長石などの細礫が
多い土５�大有り灰褐色明茶褐色ヘラナデヘラ縦ナデⅣＫ－１４甕２５７

普石英・黄白石などの細石４�大
有り淡茶褐色淡茶褐色丁寧なナデミガキに近い丁寧なヘラ

縦ナデⅣＣ－８甕２５８

普石英・白色石・黄白石などの細石灰褐色桃色がかった明茶褐色ヘラ縦ナデヘラ縦ナデⅣＣ－６甕２５９

普石英・白色石・黄白石などの小石黄みがかった茶褐色灰がかった淡茶褐色ミガキに近い丁寧なヘラ
ナデヘラ縦ナデⅣＤ－６甕２６０

普石英・白色石・茶色石などの細石多黒褐色赤みがかった茶褐色ヘラ縦ナデハケナデ様縦ヘラナデⅣＥ－６甕２６１

良石英・白色石・黄白石・茶色石な
どの細石多明茶褐色明茶褐色ヘラ縦ナデヘラミガキⅣＫ－１５甕２６２

普石英・白色石・黄白石・茶色石な
どの小石多淡褐色淡褐色丁寧なヘラナデヘラミガキⅣＤ－６甕２６３

普石英・白色石などの細石多い砂
質土灰褐色灰褐色摩滅して不明ヘラ縦ナデⅣＥ－６甕２６４

普石英・白色石・茶色石などの細石灰がかった黄茶褐色淡茶褐色丁寧なヘラ縦ナデヘラ縦ナデⅣＣ－７甕２６５

良石英・青灰色石・茶色石・雲母な
どの小石多い砂質土明茶褐色明茶褐色丁寧なヘラ横ナデ時計回りヘラミガキⅣＦ－７甕２６６

良石英・白色石などの細石多黒褐色明茶褐色ヘラ縦ナデヘラ縦ナデⅣＫ－１６甕２６７

普石英・白色石・茶色石乳茶褐色・黒褐色淡茶褐色ヘラ縦ナデヘラ縦ナデⅣＬ－１５甕２６８

普石英・白色石・黄白石などの細石
多い粗い土７�大有り明茶褐色灰褐色ヘラナデヘラ縦ナデⅣＥ－６甕２６９
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普石英・黄白石などの細石多４�
大有り黄みがかった淡茶褐色暗茶褐色摩滅が目立つヘラナデ丁寧なヘラ縦ナデⅣＤ－７甕２７０

普石英・白色石などの細石黒褐色赤みがかった明茶褐色ヘラミガキヘラ縦ナデⅣＫ－１４甕２７１

普石英・白色石などの細石明茶褐色明茶褐色ヘラ縦ナデ丁寧なヘラ横ナデⅣＫ－１７甕２７２

普石英・白色石などの細石灰褐色淡灰褐色（底やや赤み）ヘラ縦ナデ丁寧なヘラ縦ナデⅣＤ－６甕２７３

普石英・白色石・茶色石などの小石
多い粗質土黒褐色淡茶褐色摩滅の為不明ヘラ縦ナデⅣＦ－７甕２７４

普石英・白色石・茶色石などの細石
６�大有り黄褐色暗茶褐色ヘラ横ナデヘラミガキだが表面凸

凹雑ⅣＫ－１４甕２７５

普石英・黄白石・長石・茶色石など
の細石多赤っぽい淡茶褐色赤っぽい淡茶褐色摩滅しているがヘラナデ丁寧なヘラナデⅣＣ－６甕２７６

良石英・黄白石・茶色石・長石など
の細石多淡茶褐色淡茶褐色（黒班有り）ヘラミガキミガキに近い丁寧な縦ヘ

ラナデⅣＥ－７甕２７７

スス付着良石英・白色石・茶色石などの多い
粗砂質土明茶褐色明茶褐色丁寧なヘラ横ナデヘラ縦ナデⅣＫ－１４甕２７８

良石英・黄白石・茶色石などの細石暗茶褐色暗茶褐色ハケ目もあるヘラの粗い
ナデヘラ縦ナデⅣＤ－７甕２７９

普石英・黄白石などの細石茶褐色明茶褐色ヘラ横ナデ丁寧なヘラ縦ナデⅣＬ－１５甕２８０

スス付着普石英・白色石・黄白石などの小石
多５�大有り黄っぽい茶褐色（こげ）茶褐色ヘラ縦ナデ丁寧な縦ナデⅣＥ－７甕２８１

良石英・白色石・黄白石などの細石淡茶褐色淡茶褐色縦ナデ・ヘラ横ナデ指頭細かいハケ縦ナデ（ミガ
キもある）ⅣＫ－１５甕２８２

普白色石などの細石部分的に黒褐色茶褐色斜め方向ケズリヘラ縦ナデ（一部ミガキ）ⅣＫ－１６甕２８３

良石英・黄白石などの細石黒褐色赤みがかった明茶褐色ミガキに近い丁寧なヘラ
ナデ

ミガキに近い丁寧なヘラ
ナデⅣＥ－７甕２８４

普石英・茶色石などの細石やや黄っぽい明茶褐色明茶褐色ヘラ縦ナデヘラ縦ナデⅣＦ－８甕２８５

普石英・白色・茶色石などの細石多灰黒褐色茶褐色ヘラ縦ナデヘラ縦ナデⅣＥ－９甕２８６

良石英・白色石・黄白石・灰褐色石
などの細石多黒褐色暗黄褐色ヘラナデヘラナデⅣＫ－１６甕２８７

普石英・白色石・雲母・茶色石など
の細石多い土黒褐色茶褐色ヘラ縦ナデミガキに近い丁寧なヘラ

ナデⅣＫ－１５甕２８８

普石英・白色石・黄白石などの細石淡茶褐色やや黄みをおびた淡茶
褐色ヘラナデヘラ縦ナデⅣＦ－７甕２８９

良石英・白色石などの細石淡黒褐色明茶褐色ヘラ縦ナデヘラ縦ナデⅣＤ－６甕２９０

普石英・白色石などの細石明茶褐色明茶褐色ヘラナデ――溝Ｄ－６甕２９１

良石英・白色石・黄白石などの細石茶褐色茶褐色ミガキに近いヘラ縦ナデ丁寧なヘラ縦ナデⅣＥ－８甕２９２

普石英・白色石などの細石淡茶褐色（こげ有り）淡茶褐色ヘラ縦ナデヘラ縦ナデ表採甕２９３

良石英・茶色石・灰褐色石などの多
い粗砂質土黒褐色灰がかった明茶褐色ヘラナデヘラ縦ナデⅣＥ－６甕２９４

良石英・白色石などの細礫の多い砂
質土淡茶褐色黒褐色丁寧なヘラ横ナデヘラ縦ナデⅣＣ－７甕２９５

良石英・白色石・黄白石などの細石
５�大有り茶褐色茶褐色ヘラ横ナデミガキに近い丁寧なヘラ

縦ナデⅣＥ－６甕２９６

良石英・白色石などの細石明茶褐色赤っぽい明茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデⅣＥ－６甕２９７

普石英・白色石などの細石黒褐色黒褐色ヘラナデヘラ横ナデⅣＥ－７甕２９８

普石英・白色石・雲母などの細石黒褐色茶褐色横ヘラミガキ丁寧なヘラ縦ナデⅣＥ－８甕２９９

普石英・白色石などの細石黄っぽい明茶褐色茶褐色丁寧なヘラナデ編布表Ｋ－１５甕３００

普石英・白色石などの細石黄っぽい明茶褐色茶褐色丁寧なヘラナデ編布表Ｋ－１５甕３０１

普石英・白色石などの細石黄っぽい明茶褐色茶褐色丁寧なヘラナデ編布表Ｋ－１６甕３０２

普石英・白色石などの細石黄っぽい明茶褐色茶褐色丁寧なヘラナデ編布ⅣＬ－１４甕３０３

普石英・黄白石などの細かい砂質土黄っぽい明茶褐色茶褐色丁寧なヘラナデ編布ⅣＫ－１４甕３０４

普石英・白色石などの細石黄っぽい灰褐色赤っぽい茶褐色ヘラナデヘラナデⅣＫ－１６甕３０５

普石英・黄白石などの細かい砂質土黄っぽい灰褐色茶褐色丁寧なヘラ横ナデヘラナデ編布ⅣＬ－１５甕３０６

普石英・白色石などの細石黄みがかった明茶褐色黄褐色・赤みがかった
明茶褐色丁寧なヘラ横ナデ丁寧なヘラ横ナデ・丁寧

なヘラ縦ナデⅣＥ－６壺３０７

良石英・白色石などの細石の多い土灰がかった淡黄褐色灰がかった淡黄褐色丁寧なヘラ横ナデ丁寧なヘラ横ナデⅣＦ－８壺３０８

普石英・白色石・灰色石・金雲母な
どの細石多４�大有り茶褐色灰がかった明茶褐色丁寧なヘラ横ナデミガキに近い丁寧なヘラ

横ナデⅣＥ－６壺３０９

普石英・白色石・灰色石などの細石多黄茶褐色黄茶褐色横ミガキミガキ・横ナデⅣＬ－１４壺３１０

良石英・黄白石などの細石明茶褐色（黒班）明茶褐色ヘラミガキミガキ後ナデⅣＬ－１６壺３１１

普石英・白色石・黄白石などの細石
が多い土黄みをおびた明茶褐色黄みをおびた明茶褐色ヘラミガキヘラミガキⅣＥ－７壺３１２

普石英・白色石などの細石を含む土黒褐色黒褐色ヘラミガキヘラミガキⅣＤ－７壺３１３

スス付着普石英・白色石・黄白石などの細石多明茶褐色明茶褐色端はミガキ丁寧なヘラナデハケ様の丁寧なヘラナデⅣＥ－６壺３１４

普石英・白色石・茶色石などの細石明茶褐色茶褐色ヘラミガキヘラミガキⅣＥ－７壺３１５

良石英・白色石・灰色石・茶色石な
どの細石多暗茶褐色暗茶褐色（光沢有り）横方向ヘラミガキヘラミガキ溝Ｄ－６壺３１６
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普石英・白色石などの細石明茶褐色明茶褐色（部分的に黒
褐色）ヘラ横ミガキヘラ横ミガキⅣＬ－１５壺３１７

普石英・白色石・茶色石などの細石淡黒褐色淡黒褐色ヘラミガキヘラミガキⅣＬー１６壺３１８

普石英・白色石・茶色石などの細石
の多い土黄みをおびた明茶褐色黄みをおびた明茶褐色丁寧なヘラ横ナデ丁寧なヘラ横ナデⅣＥ－８壺３１９

普石英・白色石などの細石黒褐色黒褐色丁寧なヘラ横ナデ丁寧なヘラ横ナデⅣＬ－１６壺３２０

普石英・白色石・金雲母などの細石
多い砂質土灰がかった茶褐色灰がかった茶褐色ベン

ガラ様塗料ヘラミガキ丁寧なヘラ横ナデⅣＤ－６壺３２１

普石英・白色石・金雲母などの細石
多い砂質土灰褐色灰褐色丁寧なヘラ横ナデ丁寧なヘラ横ナデⅣＦ－６壺３２２

普石英・金雲母などの細石赤っぽい淡茶褐色赤っぽい淡茶褐色剥脱の為不明細かいヘラミガキ溝Ｄ－６壺３２３

良石英・白色石・灰色石などの細石淡茶褐色（黄みがかる）茶褐色ミガキミガキⅣＫ－１６壺３２４

良石英・白色石・長石などの細石乳茶褐色乳茶褐色丁寧な横ナデ丁寧な横ナデⅣＫ－１４壺３２５

普石英・黄白石などの細石４�大
有り淡茶褐色淡茶褐色横方向ヘラミガキヘラミガキ表採壺３２６

スス付着良石英・白色石・黒耀石などの多い
砂質土暗黄褐色暗黄褐色壺ヘラ横ナデ丁寧なヘラ縦ナデⅣＦ－６壺３２７

普石英・白色石などの細石の多い砂
質土淡茶褐色黒褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデⅣＥ－７壺３２８

普石英・白色石・茶色石などの細石黄茶褐色黒褐色ヘラ横・縦ナデヘラ横ナデ表採壺３２９

普石英・白色石・黄白石などの細石
多い砂質土茶褐色茶褐色ヘラミガキヘラミガキⅣＤ－７壺３３０

普石英・白色石・茶色石などの細石黄みがかった明茶褐色黄みがかった明茶褐色
（黒班有り）ヘラナデ丁寧なヘラ横ナデⅣＤ－６壺３３１

普石英・白色石・黒耀石・灰色石な
どの細石多剥脱多い為不明明茶褐色ミガキに近い丁寧なナデ丁寧なヘラミガキ表採壺３３２

良石英・白色石などの細かい砂質土赤みをおびた淡茶褐色赤みをおびた淡茶褐色ヘラ横ナデヘラミガキⅣＥ－７壺３３３

普石英・白色石などの細石明茶褐色明茶褐色ヘラ横ナデ丁寧なヘラ横ナデ表採壺３３４

良石英・白色石などの細石黄っぽい明茶褐色黄っぽい明茶褐色ヘラ横ナデミガキ（光沢有り）ⅣＫ－１５壺３３５

良石英・白色石・黄白石などの小石
多い砂質土茶がかった灰褐色黒褐色ヘラミガキヘラミガキⅣＣ－８壺３３６

良石英・白色石などの細石多い淡茶褐色淡茶褐色ヘラミガキ丁寧なヘラナデⅣＥ－６壺３３７

普石英・白色石・茶色石などの細石
多く含む土乳茶褐色乳茶褐色ヘラ縦ナデ丁寧なヘラ横ナデ表採壺３３８

良石英・白色石・茶色石などの細石茶褐色淡茶褐色ヘラミガキヘラミガキⅣＫ－１４壺３３９

良石英・白色石・金雲母・茶色石な
どの細石淡黄褐色淡黄褐色（やや暗い）ヘラミガキ・ヘラナデヘラミガキ・ヘラナデⅣＤ－６壺３４０

良石英・白色石などの細石多い土明茶褐色淡茶褐色丁寧なヘラナデ
横沈線の後左下がり斜沈線
さらに右下がり斜沈線で斜格
子を作り二個一対の刺突文

表採壺３４１

普石英・白色石・茶色石などの細石
多い砂質土乳茶褐色やや黄みがかった乳茶

褐色丁寧なヘラナデ丁寧なヘラナデⅣＤ－７壺３４２

良石英・白色石などの細石多い砂
質土茶褐色茶褐色ミガキミガキⅣＬ－１４壺３４３

普石英・黄白石などの細石多い土黒褐色黄茶褐色（黒班有り）指ナデヘラミガキⅣＫ－１４壺３４４

普石英・白色石などの細石多い土明茶褐色明茶褐色丁寧なヘラナデ丁寧なヘラナデⅣＦ－６壺３４５

普石英・白色石などの細石多い土淡茶褐色淡茶褐色ヘラナデ丁寧なヘラナデ表採壺３４６

普石英・白色石などの細石多い砂
質土乳茶褐色乳茶褐色ヘラ横ナデ丁寧なヘラナデⅣＤ－６壺３４７

普石英・白色石・黄白石などの細石
多い砂質土８�大有りやや赤っぽい黄茶褐色黄茶褐色ヘラナデヘラ横ナデⅢＦ－８壺３４８

良石英・白色石などの細石多茶褐色茶褐色ミガキ後ナデミガキ後ナデⅣＣ－６壺３４９

良石英・白色石などの細石多い土茶褐色淡茶褐色丁寧なヘラ横ナデ丁寧な横方向ヘラナデⅣＥ－７壺３５０

普石英・白色石などの細石多い白っぽい明茶褐色黄みがかった明茶褐色ヘラナデヘラミガキ表採壺３５１

良石英・白色石・茶色石などの細石
多い土淡茶褐色淡茶褐色丁寧なヘラナデヘラミガキⅣＥ－５壺３５２

良石英・白色石・茶色石などの多い
砂質土明茶褐色明茶褐色ヘラ縦ナデヘラミガキ表採壺３５３

良石英・白色石などの細石多い土黒灰褐色黒灰褐色丁寧なヘラナデ指頭圧
痕有り丁寧なヘラナデⅣＦ－７壺３５４

普石英・白色石・茶色石などの細石
多い土淡茶褐色淡茶褐色丁寧なヘラナデヘラミガキ表採壺３５５

良石英・黄白石などの細石多い砂
質土茶褐色茶褐色ヘラ横ナデヘラ沈線の重弧文表採壺３５６

普石英・白色石の細石を含む土灰がかった乳茶褐色黄みがかった淡茶褐色剥脱の為不明二条の沈線に挟まれた
四条のヘラ描き鋸歯文ⅣＦ－６壺３５７

普石英・白色石などの多い粗砂質土淡茶褐色赤っぽい淡茶褐色ヘラ横ナデ丁寧なヘラ縦ナデ表採壺３５８

普石英・白色石・黄白石などの細石明茶褐色明茶褐色ヘラ横ナデ丁寧なヘラナデⅣＫ－１４壺３５９

良石英・白色石などの細石多い土淡茶褐色灰褐色・黒褐色ヘラナデヘラミガキ表Ｄ－８壺３６０

良石英・白色石・茶色石などの細石茶褐色茶褐色ヘラミガキヘラミガキⅣＣ－６壺３６１

普石英・白色石などの細石多い土淡茶褐色淡茶褐色丁寧なヘラナデ丁寧なヘラナデⅣＥ－６壺３６２

普石英・長石・茶色石などの細石多
い土明茶褐色明茶褐色ヘラナデヘラミガキ表採壺３６３
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良石英・白色石・茶色石などの細石
多い土茶褐色茶褐色ヘラミガキヘラミガキ表採壺３６４

普石英・白色石・茶色石などの細石茶褐色茶褐色剥落丁寧なヘラナデ表採壺３６５

普石英・茶色石などの細石多明茶褐色明茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデ表採壺３６６

普石英・白色石・黄白石・茶色石な
どの多い細石黒褐色赤黒みのある淡茶褐色ミガキに近い丁寧なヘラ

ナデヘラナデⅣＫ－１５壺３６７

普石英・黄白石・金雲母などの細石
多い砂質土淡黄茶褐色淡黄茶褐色摩滅の為不明ハケ様ヘラ縦ナデの後

丁寧なヘラ横ナデⅢＦ－８壺３６８

普石英・白色石黄白石などの細石
多淡茶褐色赤みがかった淡茶褐色

（黒班）ヘラ横ナデヘラミガキⅣＫ－１４壺３６９

良石英・白色石・茶色石などの細石
５�大有り灰褐色黄みがかった淡茶褐色

一部は黒色光沢有り
ミガキに近い丁寧なヘラ
ナデミガキ様ヘラ縦ナデⅣＣ・Ｄ

－７壺３７０

普石英・白色石・青灰色石などの多
い粗砂質土明茶褐色黄褐色丁寧なヘラ横ナデ丁寧なヘラナデⅢＫ－１４壺３７１

普石英・白色石・長石などの多い粗
い土黒褐色灰褐色丁寧なヘラナデ丁寧な縦ヘラナデⅣＫ－１４壺３７２

普石英・白色石などの細石黒褐色淡茶褐色不明ヘラミガキⅣＤ－６壺３７３

普石英・白色石などの小石多黄みがかった明茶褐色明茶褐色剥脱ミガキに近いヘラ横ナデⅣＤ－６壺３７４

普石英・白色石・灰色石・茶色石な
どの細石多い粗い砂質土黄みがかった明茶褐色明茶褐色丁寧な縦ヘラナデミガキに近い丁寧なヘラ

縦ナデⅣＥ－７壺３７５

普石英・黄白石・茶色石などの細石乳茶褐色乳茶褐色ヘラ横ナデミガキに近い丁寧なヘラ
横ナデⅣＫ－１６小型壺３７６

普石の多い細かい土明茶褐色明茶褐色ヘラ横ナデナデ様ヘラミガキⅣＥ－７鉢３７７

普石英・白色石・などの細石多明茶褐色明茶褐色部分的に赤み
がかるミガキミガキⅣＬ－１６鉢３７８

良石英・黄白石・茶色石などの細石赤みがかった茶褐色赤みがかった茶褐色丁寧なナデヘラミガキⅣＬ－１６鉢３７９

普石英・白色石・茶色石などの細石
５�大の石黄みがかった明茶褐色黄みがかった明茶褐色ヘラミガキヘラミガキⅣＫ－１７鉢３８０

普石英・黄白石・などの細石明茶褐色やや黒っぽい明茶褐色ミガキに近い丁寧なヘラ
横ナデヘラナデⅣＬ－１７鉢３８１

良石英・黄白石・などの細石黒褐色明茶褐色黒褐色丁寧な横ナデヘラミガキⅣＫ－１５高杯３８２

普石英・黄白石などの細かい土黄みがかった乳茶褐色黄みがかった乳茶褐色ヘラ横ナデヘラミガキⅣＥ－７高杯３８３

普石英・黄白石・茶色石などの細石淡茶褐色淡茶褐色ヘラミガキヘラミガキⅣＫ－１６高杯３８４

普石英・灰色石などが多い細石黒茶褐色明るい黄茶褐色丁寧なヘラナデ丁寧なヘラナデⅣＦ－６蓋３８５

良石英・白色石などの細石明茶褐色明茶褐色ヘラナデ丁寧なヘラナデⅢＥ－６甕３８６

良石英・白色石・茶色石などの多い土乳茶褐色乳茶褐色丁寧なヘラ横ナデミガキに近い丁寧なヘラ
ナデⅣＤ－７甕３８７

良石英・白色石・黄白石・などの細石茶褐色茶褐色ヘラナデ丁寧なヘラナデⅣＤ－７甕３８８

良石英・白色石・灰色石もある土黄みがかった明茶褐色黄みがかった明茶褐色斜め方向ヘラナデヘラ横ナデⅣＤ－７甕３８９

良石英・白色石・茶色石などの多い
砂質土茶褐色茶褐色ヘラ横ナデ丁寧なヘラ横ナデⅣＫ－１４甕３９０

良石英・白色石・茶色石などの多い
砂質土茶褐色茶褐色ヘラ横ナデ丁寧なヘラ横ナデⅣＫ－１４甕３９１

良石英・茶色石などの小石が多い砂
質土明茶褐色明茶褐色丁寧な縦ナデ丁寧な横ナデⅣＥ－６甕３９２

良石英・白色石・茶色石などの小石
多い土黄っぽい茶褐色黄っぽい茶褐色指頭有りヘラ横ナデヘラ横ナデⅣＤ－７甕３９３

普石英・白色石・茶色石などの細石黄っぽい明茶褐色黄っぽい明茶褐色ヘラ横ナデ丁寧なヘラナデ・ヘラ横
ナデⅣＣ－６甕３９４

良石英・白色石・茶色石などの細石茶褐色茶褐色ハケナデ丁寧なヘラ横ナデⅣＦ－７甕３９５

良石英・白色石・などの細石を含む土暗茶褐色暗茶褐色ヘラミガキヘラミガキⅣＣ－７甕３９６

良石英・白色石・茶色石などの小石
の多い土明茶褐色明茶褐色丁寧なヘラ横ナデヘラ横ナデⅣＦ－６甕３９７

普石英・茶色石などの粗い土淡茶褐色淡茶褐色ヘラナデ摩滅の為不明ⅣＥ－７甕３９８

普石英・白色石・茶色石などの細石淡茶褐色淡茶褐色ハケナデ・ヘラナデ指頭
痕有りヘラ横ナデⅢＨ－７甕３９９

良石英・黄白石・茶色石などの細石明茶褐色明茶褐色ヘラナデ指頭痕丁寧なヘラ横ナデⅣＥ－８甕４００

良石英・黄白石・茶色石などの小石
を含む粗砂質土５�大明茶褐色明茶褐色丁寧なヘラ横ナデ指頭

押圧丁寧なヘラ横ナデⅣＫ－１４甕４０１

スス付着良石英・白色石・茶色石などの細石
多い土５㎜大黄っぽい明茶褐色黄っぽい明茶褐色ヘラ横ナデ丁寧なヘラ縦ナデⅣＣ－１４甕４０２

良石英・白色石などの砂質土４�
大淡茶褐色淡茶褐色ヘラナデ丁寧なヘラ横ナデ・ハケ

目みたいに見えるⅣＫ－１４甕４０３

良石英・白色石・茶色石などの細石多淡茶褐色淡茶褐色ヘラ横ナデヘラナデⅣＦ－６甕４０４

良石英・白色石・茶色石などの細石
粒の多い砂質土６�大灰っぽい明茶褐色灰っぽい明茶褐色ハケナデの後丁寧なヘ

ラナデ
ハケ縦ナデの後丁寧な
ヘラナデⅣＫ－１４甕４０５

良石英・白色石などの石の多い砂質
土４�大淡茶褐色淡茶褐色ヘラナデ縦ハケナデⅣＫ－１４甕４０６

良石英・白色石・などの細石淡黄褐色淡黄褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデⅣＣ－７甕４０７

良石英・白色石・茶色石などの細石茶褐色茶褐色黒褐色丁寧なヘラ横ナデヘラミガキⅣＣ－７甕４０８

普石英・白色石・灰色石などの細石淡茶褐色淡茶褐色ヘラ横ナデ・ヘラ縦ナデヘラ横ナデⅣＣ－７甕４０９

普石英・白色石などの細石多明茶褐色明茶褐色ヘラナデヘラ横ナデⅣＣ－７甕４１０
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備　考焼成胎　土
色　調調　整

層出土区器種遺物
番号 内　面外　面内　面外　面

良石英・白色石・茶色石の多い砂質土黄みがかった明茶褐色黄みがかった明茶褐色ヘラナデヘラナデⅣＥ－６甕４１１

普石英・白色石・灰色石などの細石淡茶褐色淡茶褐色ヘラ縦ナデヘラ横ナデ表Ｌ－１５甕４１２

普石英・白色石・灰色石などの細石淡茶褐色淡茶褐色ヘラ縦ナデヘラ横ナデⅣＣ－７甕４１３

普石英・白色石・灰色石などの細石淡茶褐色淡茶褐色ヘラ縦ナデヘラ横ナデⅣＤ－７甕４１４

普石英・白色石・灰色石などの細石淡茶褐色淡茶褐色ヘラ縦ナデヘラ横ナデⅣＣ－７甕４１５

普石英・黄白石・茶色石などの粗砂
質土８�大明茶褐色明茶褐色ヘラナデヘラ縦ナデⅣＤ－６甕４１６

良石英・白色石・茶色石などの細石
多い土明茶褐色明茶褐色――丁寧なヘラ縦ナデⅣＫ－１４甕４１７

良石英・白色石・茶色石などの多い
砂質土６�大茶褐色茶褐色ヘラナデヘラナデでこぼこして作

り雑ⅣＣ－７甕４１８

良石英・黄白石・茶色石などの多い
粗砂質土明茶褐色明茶褐色ヘラナデ下から上のヘラナデⅢＤ－７甕４１９

良石英・黄白石・茶色石など含む粗
砂質土細石灰がかった明茶褐色灰がかった明茶褐色ヘラナデ下から上のヘラナデ（指

紋有り）ⅣＣ－７甕４２０

良石英・黄白石・灰褐色石などの多
い粗い土赤みがかった茶褐色黄みがかった明茶褐色ヘラナデヘラ縦ナデ表採甕４２１

良石英・黄白石・茶色石などの小石
多黄みがかった明茶褐色黄みがかった明茶褐色――ヘラミガキⅣＪ－１２甕４２２

良石英・白色石・茶色石などの多い
粗い砂質土赤みがかった茶褐色赤みがかった茶褐色ヘラナデヘラ縦ナデⅣＤ－７甕４２３

良石英・白色石・茶色石などの多い
粗い土茶褐色茶褐色――ヘラ縦ナデⅣＬ－１４甕４２４

普石英・白色石・茶色石などの多い
砂質土赤っぽい茶褐色赤っぽい茶褐色――ヘラ縦ナデⅢＥ－７甕４２５

普石英・白色石・茶色石などの粗い
土の多い砂質土灰がかった明茶褐色灰がかった明茶褐色ヘラナデヘラナデ（剥離目立つ）表採甕４２６

普石英・白色石などの細石多い砂
質土茶褐色茶褐色ヘラ縦ナデヘラ縦ナデⅣＬ－７甕４２７

良石英・茶色石・白色石・黄白石な
ど小石が多い砂質土明茶褐色明茶褐色ヘラ横ナデ縦ハケナデⅣＦ－７甕４２８

普石英・白色石などの細石多い土黄っぽい乳灰色黄っぽい乳灰色ヘラナデヘラナデⅣＣ－７壺４２９

普黄白石・石英・茶色石などの細石
５�大有り淡茶褐色淡茶褐色横ナデ縦ナデⅣＫ－１５壺４３０

良茶色石・灰褐色石・石英・白色石
などの細石赤っぽい明茶褐色赤っぽい明茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデⅣＫ－１４壺４３１

良石英・白色石・茶色石などの細石茶褐色茶褐色（光沢あり）丁寧な横ナデ横の後縦ミガキⅣＬ－１４壺４３２

良石英・黄白石・茶色石などの多い
粗い土茶色っぽい黄褐色茶色っぽい黄褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデⅣＤ－８壺４３３

良石英・白色石・茶色石などの細石
５�大有り黄色っぽい明茶褐色黄色っぽい明茶褐色ヘラ横ナデ横ヘラミガキ・ヘラミガキⅣＣ－７壺４３４

良白色石・茶色石・石英などの細石
５�大明茶褐色明茶褐色ヘラ横ナデ丁寧なヘラ横ナデⅣＤ－７壺４３５

普茶色石・石英・白色石・灰褐色石
などの小石の多い砂質土黄みがかった明茶褐色黄みがかった明茶褐色ヘラナデヘラナデ表採壺４３６

普石英・白色石・茶色石などの細石黄みがかった淡茶褐色黄みがかった淡茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデⅣＤ－７壺４３７

普茶色石・石英などの細石５�大
の石黄みがかった明茶褐色赤っぽい明茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデⅣＣ－６壺４３８

普白色石・黄白石・茶色石などの細石淡茶褐色淡茶褐色ヘラミガキヘラミガキⅣＤ－６壺４３９

普石英・白色石・茶色石などの細石暗い淡茶褐色淡茶褐色丁寧なヘラ縦ナデヘラミガキⅣＥ－６壺４４０

良石英・白色石などの細石多明茶褐色明茶褐色横方向ヘラミガキ横方向ヘラミガキ溝Ｄ－６壺４４１

普石英・黄白石・茶色石・青灰色石
などの細石粒多い砂質土３�大黒色磨研黒色磨研ヘラミガキヘラミガキⅣＦ－７壺４４２

普白色石・石英・茶色石・黒耀石な
どの細石多い砂質土明茶褐色明茶褐色ヘラミガキミガキに近いヘラ横ナデⅣＦ－７壺４４３

普石英・茶色石・灰褐色石などの細
石多い砂質土やや黄っぽい淡茶褐色淡茶褐色ヘラ横ナデ深いハケ縦ナデの後丁

寧なヘラ縦ナデⅣＣ－５壺４４４

普白色石・石英・茶色石・灰褐色石
などの細石の多い土黄みをおびた淡茶褐色黄みをおびた淡茶褐色丁寧な横ナデヘラミガキⅣＥ－７壺４４５

良石英・茶色石・白色石などの細石淡茶褐色淡茶褐色ヘラミガキ丁寧なヘラナデⅣＣ－７壺４４６

良石英・白色石・茶色石などの細石
多い砂質土灰がかった明茶褐色灰がかった明茶褐色ヘラミガキ・指頭圧ありミガキに近い丁寧なヘラ

横ナデ表採壺４４７

良石英・黄白石・白色石などの細石白っぽい乳茶褐色白っぽい乳茶褐色ヘラ横ナデ丁寧なヘラナデⅣＥ－８壺４４８

良石英・茶色石・白色石多い土茶褐色茶褐色ヘラミガキ縦方向ヘラミガキⅣＤ－７壺４４９

良石英・白色石・茶色石などの細石
多い砂質土明茶褐色明茶褐色ヘラ縦ナデ丁寧なヘラ横ナデⅣ

ⅢＤ－６壺４５０

普石英・茶色石・黄白色の多い砂質
土４�大有り明茶褐色明茶褐色丁寧な縦ヘラナデ横方向ミガキⅣ

Ⅲ
Ｄ－６
Ｈ－７壺４５１
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２　石器

　石鏃など２３種の石器が５６４点出土している。このなか

には石鏃のように１５５点もの多数あるものと，石剣・石

錘などのように１点しかないものもある。少量ではある

が縄文土器が出土しているため，これらのなかには縄文

時代のものが含まれている可能性もあるが，層位的に区

別できないため，ここで扱う。

　１）打製石鏃（第５５図～第５８図，Ｓ５５～Ｓ１２８）

　１５５点出土しているが，このなかには未製品１７点が含

まれている。また，Ｓ１２０～Ｓ１２８のように石槍に近い大

型の鏃が１５点ある。

　形態的には基部にえぐりのない平基式のもの（Ⅰ類）

と，えぐりのある凹基式のもの（Ⅱ類），二等辺三角形

のもの（ａ類）と正三角形のもの（ｂ類），えぐりの浅

いものと深いものなどに分けることができる。基部が欠

けているもの１０点を除いた１１３点（未製品のものと大型

鏃も省いてある）の内訳はⅠａ類が１５点，Ⅰｂ類が１０点，

Ⅱａ類が５１点（うち浅いもの４１点），Ⅱｂ類が３７点（う

ち浅いもの３４点）で，えぐりを有する凹基式が８割近く

と圧倒的に多く，二等辺三角形のものと正三角形のもの

とは前者が６割近くあり多い。

　石材には安山岩・黒耀石・チャートなどがあり，安山

岩が７割強と圧倒的に多い。未製品・石核に安山岩が多

く，多量のチップが出ていることと矛盾しない。

　調整はこまかくされているものが多いが，Ｓ６９・Ｓ７０

・Ｓ７９・Ｓ９９・Ｓ１０３・Ｓ１０８などのように大剥離面を中

央に残し，周辺のみを加工したものもある。Ｓ５９・Ｓ６０

などは大剥離面を残してはいないものの，粗い調整で形

を整えている。Ｓ６１の基部やＳ６４・Ｓ６５の形は左右が対

称となっていない。えぐりの基部はＳ６７・Ｓ７８・Ｓ９１・

Ｓ９２・Ｓ９５などのように鋭くしたものと，Ｓ７０・Ｓ７３・

Ｓ９４のように太くしたものとがあるが，概して前者が多

い。Ｓ６１・Ｓ７３・Ｓ７８・Ｓ８３・Ｓ８７・Ｓ９０・Ｓ１００・Ｓ

１１２などは二等辺三角形の中央がややくびれた形態をし

ている。Ｓ８３やＳ９０・Ｓ１１２などは特にくびれが強く，

先端へは直に伸びている。先端はほとんどが鋭くとがっ

ているが，Ｓ９４は丸みをおび，Ｓ１１５は全体的に鋤先状

を呈している。

　２）石匙（第５９図，Ｓ１２９～Ｓ１３１）

　横長のものが３点出土している。Ｓ１２９・Ｓ１３１は西北

九州産の安山岩製である。Ｓ１２９はつまみが中央につく

台形状のもので，裏面中央部には皮部が残っている。Ｓ

１３０は頁岩製で，つまみ部はこまかい加工をしているが，

刃部は粗い作りである。Ｓ１３１は刃部が広く欠けている

もので，つまみに対して刃部は幅が狭い。

　３）石錐（第５９図，Ｓ１３２～Ｓ１４２）

　棒状のものはなく，いずれも角錐状のものが１６点出土

している。サヌカイト製のものが大部分である。錐部の

断面形は両面からこまかい押圧剥離を施して，三角形あ

るいは菱形をしている。錐部の角がつぶれているものが

３点あり，特にＳ１３３は目立つ。これは使用対象が石で

あろうと思われるものである。

　４）石槍（第５９図，Ｓ１４３・Ｓ１４４・Ｓ１４６）

　西北九州産安山岩製のものが３点出土している。Ｓ

１４３は柳葉形をした分厚い作りのもので，基部は細く

なっている。Ｓ１４４は破片であるが，幅が広く扁平なも
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のである。Ｓ１４６は基部が欠けて途中で折れた細長く分

厚いもので，ていねいな加工がされている。

　５）ピエス・エスキーユ（第５９図，Ｓ１４５・Ｓ１４７～１６６）

　骨などを砕くためのものといわれており，近年の調査

では各遺跡で数点ずつ出土しているが，当遺跡では西北

九州産安山岩製のものが２５点もの多数出土している。形

態的には縦長のもの，横長のもの，三角形のもの，台形

のもの，多角形のものなど多様である。刃部もその形態

によって短側辺を使うもの，長側辺を使うものとがあり，

一辺だけを用いるものと，上下二辺を用いるもの，ある

いはそれ以上の複数辺を用いるものとがある。材料は剥

片を使用したものが多いが，分厚いコア状の鋭い辺を用

いたものもあり，部分的に表皮を残しているものもある。

　６）石剣（第６０図，Ｓ１６７）

　サヌカイト製の打製石剣が１点出土している。剣先部

分が欠けており，残存長１０�，幅３�，厚さ２�の細身

である。周縁からこまかく打ち欠いて整然とした形に仕

上げているが，中央部は自然面を残し，側縁は磨滅して

いる。

　７）石鎌（第６０図，Ｓ１６８～Ｓ１７０）

　安山岩製の石鎌が３点あるが，いずれも破損した小さ

い基部破片である。Ｓ１６８とＳ１７０は背部と刃部の両側か

らこまかく加工しており，弯曲している。Ｓ１６９は自然

面を広く残しており，刃部のみを両側から打ち欠いてい

る。

　８）スクレイパー（第６０図，Ｓ１７１～Ｓ１７４）

　方形をした剥片の一辺に細かい押圧剥離を施したもの

で，短側辺に施したエンドスクレイパー（Ｓ１７１）と，

長側辺に施したサイドスクレイパーとがある。全部で１６

点あるが，ほとんどサイドスクレイパーである。

　９）磨製石鏃（第６０図，Ｓ１７５～Ｓ１７８）

　６点出土しているが，破損品が多く，うち３点は未製

品である。Ｓ１７５は長さ・基底幅とも１．４�の正三角形を

した小型品で，基部は簡単に磨いてえぐりを作っている。

表・裏面とも部分的に研磨し，側辺はこまかく打ち欠き，

研磨で形を整えている。Ｓ１７６は先端・基部・片側面を

欠いたもので，側辺は丸く作り，ていねいに磨いている。

表面はていねいに磨いているが，裏面は広く剥脱してい

る。未製品と思われる。一部に筋状の部分があり二次的
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に擦痕石器として使われている。Ｓ１７７はするどい長脚

の鏃で，中央に鎬のある二等辺三角形鏃である。先端部

と片脚を欠いている。Ｓ１７８は片面のみていねいに磨い

ているが，逆面は自然面を残している。大型で，擦り切

り技法によって切断している。これも未製品であろう。

あとは長身に形を整えているが，一部を磨いたままのも

のと，片面を磨いた小破片である。

　１０）磨製石庖丁（第６１図，Ｓ１７９～Ｓ１８１）

　磨製石庖丁が８点出土しているが，いずれも破片で全

形は不明である。石材は頁岩で，いずれも剥脱が目立つ。

Ｓ１７９は背部付近で，これも剥脱が目立つ。残存幅は４

�足らずで，下部近くに直径７�ほどの円孔が穿たれて

いる。Ｓ１８０・Ｓ１８１は刃部破片で，刃部はにぶい。Ｓ

１８０の現在幅は５．２�で，表面には段がある。Ｓ１８１には
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刃こぼれがみられ，側縁は両方から打ち欠いた痕跡がみ

られる。残存幅は２．８�である。

　１１）磨製石斧（第６１図，Ｓ１８２～Ｓ１８８）

　多様な磨製石斧が１６点出土している。大きく片刃石斧

と両刃石斧に分かれる。Ｓ１８２は長さ１０�，幅５�，厚

さ２�の扁平片刃石斧の完形品で，敲打によって形を整

え，そのあとていねいに全体を磨いている。刃は片刃で

ある。石材・形態からして持込品の可能性がある。Ｓ

１８３は長さ５．７�，幅３�，厚さ１�ほどの小型扁平片刃

石斧で，Ｓ１８２と違い敲打痕はみられないが，全面をて

いねいに磨いている。Ｓ１８４は自然円礫の先端部をのみ

形に加工したものだが，二次的に敲石として用いており，

刃はつぶれている。Ｓ１８５は周辺からの敲打により形を

整え，そのあと研磨した扁平片刃石斧であるが，頭部・

刃部が欠けている。Ｓ１８６は頭部を欠いているが，両面

をていねいに磨いたバチ形の石斧で，土坑３４の出土品で

ある。Ｓ１８７・１８８は扁平な安山岩の刃部のみを磨いた局

部磨製石斧だが，側面もていねいに磨いている。薄刃の

幅の広い石斧で，Ｓ１８７は刃こぼれが目立つ。

　１２）打製石斧（第６２図，Ｓ１８９～Ｓ２１３）

　基本的に刃部が細かくなり，柄部にえぐりのある形態

をしているが，出土品の中には二次的に磨石・敲石・擦

痕石器として使われ，刃部のすり減ったものが多い。Ｓ

２００はふたつに折れ，刃部がやや欠けているが，ほぼ完

形のもので，長さが１９．６�，幅が７．２�，厚さが３．０�あ

る。刃部が敲打あるいは磨ったりしたもの（Ｓ１９４～Ｓ

１９８）が多く，短くなり，先端は矩形を呈している。ま

たＳ１９８などは側辺を擦っており，長辺と直交する筋が

みえる。Ｓ１９６は刃部・側辺とも使用している。

　１３）石核（第６３図，Ｓ２１４～Ｓ２１７）

　安山岩や黒耀石の石核が多くみられる。平らな部分を

天井部とし，底のほうから敲打を加えて，剥片を剥ぎ

取っている。側面形は逆三角形・矩形を呈している。

　１４）礫器（第６３図・第６４図，Ｓ２１８～Ｓ２２１）

　円礫・角礫の周辺を加工し，その一面を刃部とする礫

器が８点ある。Ｓ２１８は自然面を一部に残しているが，

打ち欠きにより形を整え角礫状とし，その一側辺を刃部

としている。Ｓ２１９は周辺を打ち欠いておにぎり状とし，

長側辺を刃部として使用している。Ｓ２２０は長方形をし

た厚さ１．３�の砂岩川原石の一長側辺を両側から打ち欠

いて刃部としている。Ｓ２２１は半月形の扁平な安山岩礫

の鋭い辺を両側からこまかく打ち欠いて刃部とした大型

礫器で，これとよく似た扁平な安山岩礫を利用したもの

は他にも多くある（図版２５）。

�������������������



－７６－

�������������



－７７－

　１５）磨石（第６４図・第６５図，Ｓ２２２～Ｓ２３２）

　３６点もの磨石があるが，完全品は少なく，多くが破損

している。形態・大きさなど多様である。使用石材は安

山岩が多い。

　Ｓ２２２・Ｓ２２４は平面形が円形をした小型のものである。

Ｓ２２２は最大長が４．２�しかない小型品で，一側面のみに

敲打痕がみられ，この逆の側面には欠損部があることか

ら敲石として使われた可能性がある。Ｓ２２３は一側面の

みを使用した破損品だが，使用面は中央に稜ができるほ

ど両側から擦り込んでいる。Ｓ２２４は半欠品で，火を受

けた痕跡がある。両平坦面，側面とも広い範囲に使用痕

がある。Ｓ２２５は不整形の円礫の側辺のみを使用し，特

に角部の使用痕跡が顕著である。両平坦面や側面の中央

部には自然面が広く残っており，擦痕石器としての使用

痕も考えられる。Ｓ２２６は長側辺が直線，短側辺が曲線

状となる形状で，長側辺と短側辺のそれぞれ片側をよく

使っており，擦痕石器の可能性もある。Ｓ２２７～Ｓ２２９は

平面形がだ円形をしたもので，いずれも欠損品である。

Ｓ２２７は側面を良く使用し，さらに割れてからも二次的

に使用したらしく，欠損部も角がすれている。両面中央

がくぼんでおり，凹み石としても使用している。Ｓ２２８

も同様に欠損部が磨滅し，両面・側面とも良く使ってい

る。側縁には敲打痕や，縦方向の条痕があり，欠損後に

敲石・擦痕石器としても用いている。Ｓ２２９も両面・側

面を良く使っている。Ｓ２３０～Ｓ２３２は円形に近い円礫を

用いている完形品である。Ｓ２３０は自然のツルツルした

石材を用い，側辺部がよく使い込まれている。Ｓ２３１の

片面は使い込んで平坦近くに擦り減っている。長径方向

に擦り痕跡がみられる。丸みのあるほうにはくぼみがあ

ることから，凹み石としても使っており，側辺には敲打

痕もある。Ｓ２３２は小型のもので，側辺をよく使い込ん

でいる。

　１６）石錘（第６５図，Ｓ２３３）

　だ円形をした砂岩円礫の短側辺を両側から打ち欠いて，

紐かけとした石錘が１点出土している。

��������������



－７８－

��������������



－７９－

　１７）敲石（第６５図，Ｓ２３４～Ｓ２３９）

　ボール状・棒状・方柱状などを呈した自然円礫の一端

を敲打面として使用した敲石が３０点出土しているが，側

辺に擦った面のあるものなどもあり，磨石や擦痕石器な

ど他の用途にも使われていた可能性がある。

　Ｓ２３４はボール状の一部を使用し，敲打痕がみられる。

Ｓ２３５は棒状のものの先端と，側縁部に打痕がみられる。

二か所とも敲く道具として使われたようである。Ｓ２３６

～Ｓ２３８は棒状のものの両側に敲打痕がみられるが，側

面の二側辺にも打痕や擦痕がみられる。これは磨石や擦

痕石器として用いられたようである。Ｓ２３９は片側の端

と片側面に打痕がみられるが，正面の一部には打ち欠か

れた部分が浅くあり，凹み石としても使用されている。

　１８）凹み石（第６５図，Ｓ２４０）

　凹み石は５点出土しているが，Ｓ２４０はひびのはいっ

たボール状円礫の両面に，使用したことによってできた

凹みがみられる。

���������������������



－８０－

　１９）擦痕石器（第６６図，Ｓ２４１～Ｓ２５６）

　側辺の一部に直交する擦痕跡がみられる石器で，とり

あえず擦痕石器と名付けておくが，用途等を考え，名称

を検討する必要がある。６９点あるが，他の石器種のなか

にも再利用されて二次的にこれと同じ用途をもつものが

あるため，数量は増える可能性がある。

　自然の円礫を用いたものが多いが，打製石斧や敲石・

石皿などの欠けたものを再利用したもの，自然の角礫を

用いたものもある。ただ角礫は少なく，石器でも鋭い刃

の部分を避けている傾向がある。一辺だけを利用してい

るものが多いが，弯曲状に用いたもの，全周とも用いた

もの，二辺を用いたものなどがある。使用面は外反する

もの，内弯するもの，直線状になるものなど各種あって

この石器が多様に用いられることを想定できる。Ｓ２４３

は部分的に自然面を残している石核の外反している部分

を用いている。Ｓ２４６は打製石斧のえぐり付近の折れを

利用し，折れた部分・えぐり部分などを用いている。Ｓ

２５０は逆面を敲石としても用いている。縦筋は浅いもの

と，深いものとがある。
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　２０）砥石（第６７図，Ｓ２５７・Ｓ２５８）

　１１点の砥石がある。Ｓ２５７は柔らかい凝灰岩を用いた

砥石の破片で，ややくぼんだ両面に筋状のくぼみが並行

して数方向にあり，筋砥として使われている。Ｓ２５８は

周辺が欠けている厚さ５．８�の薄い砂岩製砥石の破片で，

片面を使用して平坦になっている。

　２１）石皿（第６７図，Ｓ２５９～Ｓ２６１）

　６０点もの多くの石皿が出土しているが，ほとんどが欠

損し，小破片になっている。くぼんだものは少なく，多

くが平坦である。

　Ｓ２５９は一辺１０�，厚さ５�ほどの小さなもので，平

坦な両面を使用している。片面の中央部はややくぼんで

おり，凹み石としても用いられていたようである。また

周辺が磨耗していることから，破損後に磨石として使わ

れた可能性がある。Ｓ２６０は長径が３０�ほどのだ円形を

したもので，半欠品である。片面が使用され，ややくぼ

んでいる。Ｓ２６１も隅丸方形をした大型のもので，欠け

ている。両面を使用しており，中央部がややくぼんでい

る。

　これらはいずれも安山岩を使用している。
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備　考重　さ厚　さ幅長　さ石　材層出土区器　種番
１４０８２Ⅱａ類０．６６０．４１．２１．６安山岩住　１Ｌ－１７石　　鏃１
１０２１４Ⅱａ類０．２７０．２（０．９）１．４黒耀石住　１Ｌ－１７石　　鏃２
１２１４５Ⅰａ類０．５３０．３１．４１．９安山岩住　２Ｋ－１５石　　鏃３
１３６４４Ⅱａ類０．９５０．４（１．６）１．９安山岩住　２Ｊ－１５石　　鏃４
１０２２１Ⅱｂ類０．５１０．２（１．３）１．６安山岩住　２Ｊ－１５石　　鏃５
１０２９０Ⅱｂ類０．４１０．３（１．４）１．６安山岩住　２Ｊ－１５石　　鏃６
１０２３３Ⅱｂ類０．２４０．２１．３１．１安山岩住　２Ｊ－１５石　　鏃７
１２１７６Ⅱｂ類０．４８０．２１．７（１．２）黒耀石住　２Ｋ－１５石　　鏃８
１４０７１Ⅱａ類０．４２０．３（１．２）１．８安山岩住　２Ｊ－１５石　　鏃９
１２３８７Ⅱａ類０．７８０．４（１．５）（１．９）安山岩住　３Ｃ－７石　　鏃１０
１４７４４０．７００．２１．３１．８安山岩住　３Ｃ－７磨製石鏃１１
１２４４８Ⅰａ類２．３９０．５１．６２．４安山岩住　３Ｃ－７石　　鏃１２
１２４４３Ⅱａ類０．２４０．２０．９１．３安山岩住　３Ｃ－７石　　鏃１３
１３９９４Ⅱｂ類０．３３０．２１．４（１．２）安山岩住　４Ｄ－６石　　鏃１４
１４０８４２．０４０．６１．５２．７安山岩住　１Ｋ－１７石　　錐１５
１２１９１４．９７１．１２．２２．３安山岩住　２Ｋ－１５ピエスエスキーユ１６
１２０６０３．４３１．０１．５３．０安山岩住　２Ｋ－１５ピエスエスキーユ１７
１２１７３１．６４０．７１．６１．６安山岩住　２Ｋ－１５ピエスエスキーユ１８
１２４１５１．３６０．６１．０２．７安山岩住　３Ｃ－７石　　錐１９

２９．４１０．９３．１６．２頁　岩住　１Ｋ－１７打製石斧２０
１２１６１６０．８４２．８６．５６．４砂　岩住　１Ｋ－１７擦痕石器２１

２３６０９．５１２．７１３．８安山岩住　１Ｌ－１７凹　み　石２２
１０２４７２０８２．６７．７７．９砂　岩住　２Ｊ－１５擦痕石器２３
１０２４４１６５３．１５．７７．８砂　岩住　２Ｊ－１５擦痕石器２４
１２１３７下・側３４２２．４３．５３．８砂　岩住　２Ｋ－１５敲　　石２５
１２３４８３０２３．８７．６８．６砂　岩住　３Ｃ－７擦痕石器２６
１４７５３３８０５．６６．４８．５砂　岩住　３Ｃ－７擦痕石器２７
１４７３８３２４２．７８．６９．９安山岩住　３Ｃ－７擦痕石器２８
７１１４１６１．７３１．７６．０１２．６頁　岩住　４Ｄ－６打製石斧２９
７１１６３３０３．８６．４９．９凝灰岩住　４Ｄ－６磨製石斧３０
７１３２１７８２．９５．２８．５安山岩住　４Ｄ－６擦痕石器３１

３３．７７０．８７．２５．４頁　岩住　４Ｄ－６打製石斧３２
１２０６４２．５７０．５２．６１．５安山岩住　２Ｋ－１５石鏃未製品３３
７１０４Ⅰｂ類０．８５０．４（１．５）２．３安山岩住　４Ｄ－６石　　鏃３４
１４８９５２．３９０．５１．５２．９頁　岩住　４Ｄ－６大型石鏃３５
５９３２１面３１７０９．１１４．９１７．１安山岩住　１Ｋ－１７石　　皿３６
１２３９２１面１１７５８．２１０．５１３．９安山岩住　３Ｃ－７石　　皿３７
１１９３６８７０．７（８．０）３．４砂　岩土坑３Ｅ－８擦痕石器３８
１１９２１１０８２．７２．０１０．４安山岩土坑３Ｅ－８擦痕石器３９
１３７６３９８１．６４．２１０．０砂　岩土坑６Ｅ－７擦痕石器４０

打製石斧の再利用 １３９８４２８．１３１．１７．８３．２頁　岩土坑７Ｄ－７刃　　器４１
１４８８０５１０．９（１０．７）３．７頁　岩土坑７Ｄ－７擦痕石器４２
８４２３１６７．５７３．３７．６４．７砂　岩土坑１６Ｄ－９擦痕石器４３
２００１５８４１．８５．３７．７砂　岩土坑１８Ｅ－６擦痕石器４４

１９８．５３３．８４．４９．８砂　岩土坑３６Ｃ－７敲　　石４５
１３７１０８．９４０．４３．６４．６片　岩土坑６Ｅ－７磨製石器４６
１３９８１１０．７３１．２２．５４．５頁　岩土坑７Ｄ－７大型石鏃４７
１３９７５２面３５８０９．５１４．８１７．７安山岩土坑７Ｄ－７石　　皿４８
９４８０７２０５．９６．５１３．３砂　岩土坑３４Ｃ－８砥　　石４９
８８１２Ⅰｂ類１．３９０．５１．８１．８安山岩土坑６Ｅ－７石　　鏃５０
１３７５６Ⅱａ類０．５７０．３１．６２．０安山岩土坑６Ｅ－７石　　鏃５１
９７２６０．４５０．３１．５１．５安山岩土坑６Ｅ－７石　　鏃５２

３２．１６２．４４．１３．９安山岩土坑６Ｅ－７ピエスエスキーユ５３
８．４５０．７２．６３．７安山岩土坑４３ピエスエスキーユ５４

１４５７２Ⅰａ類０．８９０．３１．４２．０安山岩ⅣＦ－６石　　鏃５５
４８９０Ⅰａ類０．５１０．３１．４１．９安山岩ⅣＣ－７石　　鏃５６

Ⅱａ類０．５９０．２（１．５）（１．８）チャートＰ１Ｅ－８石　　鏃５７
９４０６１．３００．４１．５１．９安山岩ⅣＤ－７石　　鏃５８
３８２５Ⅰａ類２．８３０．６１．９２．９安山岩ⅣＤ－７石　　鏃５９

Ⅰａ類３．４００．８１．８２．７安山岩ⅣＣ－６石　　鏃６０
１．０８０．５１．３２．１チャート表　採石　　鏃６１

１００８５Ⅰｂ類０．３８０．３１．４１．２安山岩ⅣＬ－１６石　　鏃６２
１４３８２Ⅰｂ類０．４００．３１．３１．２安山岩ⅣＦ－６石　　鏃６３
４９３９Ⅰｂ類１．１７０．６１．４１．５黒耀石ⅣＣ－６石　　鏃６４

０．６２０．３１．２１．７黒耀石表　採石　　鏃６５
２９８４Ⅰｂ類０．６２０．３１．５１．６安山岩ⅣＣ－８石　　鏃６６
６９１１Ⅱａ類０．３４０．３１．３１．５安山岩ⅣＥ－８石　　鏃６７
８０８５Ⅱａ類０．５３０．３１．２１．５安山岩ⅣＣ－７石　　鏃６８
２８４５Ⅱａ類０．４１０．２１．０１．６安山岩ⅣＬ－１６石　　鏃６９
６１００Ⅱａ類１．３７０．３１．８２．７安山岩ⅣＥ－７石　　鏃７０
５８２７Ⅱａ類０．５３０．３１．６１．８安山岩ⅣＥ－８石　　鏃７１
６１１４Ⅱａ類０．７９０．４１．５２．２安山岩ⅣＥ－７石　　鏃７２
２８５６Ⅱａ類０．５１０．３１．５１．８安山岩ⅣＬ－１６石　　鏃７３
４９５７Ⅱａ類０．６２０．４１．３１．８安山岩ⅣＣ－６石　　鏃７４
２００７Ⅱａ類０．４２０．３（１．３）１．７安山岩ⅣＤ－７石　　鏃７５
２１９１Ⅱａ類０．４４０．３（１．３）１．７安山岩ⅣＫ－１６石　　鏃７６
１３４９６０．３５０．２１．２１．７黒耀石ⅣＤ－６石　　鏃７７
２８５５Ⅱａ類０．６５０．４（１．４）（１．６）安山岩ⅣＬ－１６石　　鏃７８
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備　考重　さ厚　さ幅長　さ石　材層出土区器　種番
１２９３７Ⅱａ類０．２９０．２（１．３）（１．５）安山岩ⅣＤ－８石　　鏃７９
５０００Ⅱａ類１．５００．７１．４（１．８）チャートⅢＣ－６石　　鏃８０
６１０５Ⅱａ類０．２６０．３（１．１）（１．２）安山岩ⅣＥ－７石　　鏃８１
８０３８Ⅱａ類０．２７０．２０．９（１．５）安山岩ⅣＣ－７石　　鏃８２
４９６２Ⅱａ類０．３７０．３１．３１．５安山岩ⅣＣ－６石　　鏃８３
３４６５Ⅱａ類０．７８０．４１．４２．１安山岩ⅣＣ－７石　　鏃８４
１３２３６Ⅱａ類０．７９０．４１．５（２．０）安山岩ⅣＥ－６石　　鏃８５

Ⅱａ類０．６９０．３（１．４）２．０安山岩イモ穴Ｃ－６石　　鏃８６
１１１８１Ⅱａ類０．８７０．４１．４２．６安山岩ⅣＥ－７石　　鏃８７
６９０２Ⅱａ類１．２００．４１．７（２．０）チャートⅣＥ－８石　　鏃８８
２３２２Ⅱａ類０．７２０．３（１．４）２．３安山岩ⅣＫ－１５石　　鏃８９
６７１３Ⅱａ類０．５４０．３（１．３）２．２安山岩ⅣＤ－６石　　鏃９０
２１８６Ⅱａ類０．６５０．３１．５２．２安山岩ⅣＫ－１６石　　鏃９１
３０３６Ⅱａ類０．２５０．２１．２１．５安山岩ⅣＣ－７石　　鏃９２
１０５７３Ⅱａ類０．３６０．２（１．２）１．９チャートⅣＫ－１４石　　鏃９３
６０６２Ⅱａ類１．３３０．５１．８２．８安山岩イモ穴Ｅ－７石　　鏃９４
２５０７Ⅱｂ類０．５２０．３１．６２．０黒耀石ⅣＫ－１４石　　鏃９５
１４６９２Ⅱｂ類０．２８０．２１．３１．４安山岩ⅣＦ－７石　　鏃９６
２３７６Ⅱｂ類０．３００．３１．３１．３安山岩ⅣＫ－１５石　　鏃９７
１２００６Ⅱｂ類０．１８０．２１．０１．２黒耀石ⅣＬ－１７石　　鏃９８
１０８４１Ⅱｂ類０．２８０．３１．１１．２安山岩ⅣＫ－１４石　　鏃９９
６１０８Ⅱｂ類０．７１０．３１．８１．６安山岩ⅣＥ－７石　　鏃１００
９２７４Ⅱｂ類０．２５０．３１．１１．２安山岩ⅣＣ－７石　　鏃１０１
１０１１８Ⅱｂ類０．２９０．２１．１１．３安山岩ⅣＬ－１５石　　鏃１０２
１０３９１Ⅱｂ類０．５４０．３１．４１．４安山岩ⅣＫ－１５石　　鏃１０３
５２０３Ⅱｂ類０．５４０．３１．４１．５安山岩ⅣＥ－６石　　鏃１０４
２１８５Ⅱｂ類０．３７０．３１．４１．２チャートⅣＫ－１６石　　鏃１０５
１０３８８Ⅱｂ類０．３２０．２（１．３）１．５安山岩ⅣＫ－１５石　　鏃１０６
９４０１Ⅱｂ類０．２９０．２（１．３）（１．３）安山岩ⅣＤ－７石　　鏃１０７
１２２１９Ⅱｂ類０．２６０．２（１．１）１．３安山岩ⅣＥ－８石　　鏃１０８

Ⅱｂ類０．６３０．３（１．４）（１．８）安山岩ⅣＥ－７石　　鏃１０９
６７６７Ⅱｂ類０．５４０．３（１．３）１．５安山岩ⅣＤ－６石　　鏃１１０
５２２９Ⅱｂ類０．４４０．３（１．４）１．５安山岩ⅢＥ－６石　　鏃１１１
８７２５Ⅱａ類０．９３０．４１．７２．２安山岩ⅣＦ－７石　　鏃１１２
８９２２Ⅱｂ類０．５４０．４１．７１．７安山岩ⅣＦ－７石　　鏃１１３
２１８１Ⅱｂ類０．４１０．３１．４１．３黒耀石ⅣＫ－１６石　　鏃１１４
５０６２Ⅱｂ類０．６２０．３（１．７）１．５チャートⅣＥ－６石　　鏃１１５

Ⅱｂ類０．２４０．２１．１（１．１）黒耀石ⅣＥ－６石　　鏃１１６
１０９９６Ⅱｂ類０．３１０．３（１．１）（１．３）黒耀石ⅣＬ－１４石　　鏃１１７
４１１５Ⅱｂ類０．６７０．３１．５（１．４）安山岩ⅢＤ－７石　　鏃１１８

Ⅱｂ類０．２４０．２１．１（１．０）チャート表Ｇ－１０石　　鏃１１９
４８９０Ⅰａ類０．５１０．３１．４１．９安山岩ⅣＣ－７石　　鏃
８０７０Ⅰａ類０．７２０．３（１．３）２．２安山岩ⅣＣ－７石　　鏃
１１１４３Ⅰａ類０．９００．５１．６（１．３）黒耀石ⅣＥ－７石　　鏃

Ⅰａ類０．７６０．５（１．１）１．８黒耀石表Ｋ－１６石　　鏃
１３８２３Ⅰａ類０．４４０．２１．３（１．３）黒耀石ⅣＪ－１２石　　鏃
１２６４１Ⅰａ類０．４９０．３（１．３）１．８安山岩溝Ｄ－６石　　鏃
１０５７１Ⅰａ類０．５７０．５１．２１．３安山岩ⅣＫ－１４石　　鏃
１２０８０Ⅰ　類０．１９０．２１．２（０．８）黒耀石住　２Ｋ－１５石　　鏃

Ⅰｂ類０．９４０．３２．０（１．２）黒耀石表　採石　　鏃
２８１８Ⅰｂ類０．５８０．４１．４（１．２）安山岩ⅣＬ－１６石　　鏃
２３９９Ⅰｂ類０．１５０．２（０．６）１．４黒耀石ⅣＫ－１５石　　鏃
８３５２Ⅰｂ類０．９１０．３１．９（１．３）黒耀石ⅣＦ－７石　　鏃
９２４４Ⅱａ類０．６１０．４１．６（１．３）安山岩ⅣＣ－７石　　鏃
８７０７Ⅱａ類０．２４０．２（１．２）（１．２）安山岩ⅣＦ－７石　　鏃
１１９８５Ⅱａ類１．０４０．４（１．５）（１．６）安山岩ⅣＬ－１７石　　鏃
１４３８３Ⅱａ類０．４８０．３（１．１）（１．６）安山岩ⅣＦ－６石　　鏃
９４７１Ⅱａ類０．４１０．３１．６（０．８）安山岩土坑３４Ｃ－８石　　鏃
４７８２Ⅱａ類０．６３０．４（１．１）１．９安山岩ⅣＣ－７石　　鏃
１２９９０Ⅱａ類１．０４０．３（１．３）２．５安山岩ⅣＥ－６石　　鏃
２１９７Ⅱａ類０．２１０．３（１．０）（０．９）黒耀石ⅣＫ－１６石　　鏃
１２８３９Ⅱａ類０．２５０．３（１．０）１．３安山岩ⅣＥ－６石　　鏃
２２０５Ⅱａ類１．３５０．５（１．６）２．２安山岩ⅣＫ－１６石　　鏃
１４６０５Ⅱａ類０．８３０．３１．７（１．８）安山岩ⅣＦ－７石　　鏃

Ⅱａ類０．４３０．２（１．０）２．０黒耀石表　採石　　鏃
８３３６Ⅱａ類０．４８０．４１．５（１．４）安山岩ⅣＤ－７石　　鏃
２８８２Ⅱｂ類０．３２０．２１．４１．４安山岩ⅣＬ－１６石　　鏃
８４６２Ⅱｂ類０．６００．４１．８１．３安山岩ⅣＦ－７石　　鏃
１１６７３Ⅱｂ類０．７００．４１．９（１．２）安山岩ⅣＥ－６石　　鏃
１４９２１Ⅱｂ類０．２００．２１．４（１．０）安山岩土坑３６Ｃ－７石　　鏃
２１９０Ⅱｂ類０．６１０．４１．７（１．２）安山岩ⅣＫ－１６石　　鏃

Ⅱｂ類０．５３０．３１．６１．５安山岩Ｐ６６Ｄ－７石　　鏃
Ⅱｂ類１．２００．６（１．７）２．３黒耀石表　採石　　鏃

１３７０５Ⅱｂ類０．１９０．３（０．６）１．２黒耀石住　１Ｌ－１７石　　鏃
９２３８Ⅱｂ類０．２７０．３１．３（１．０）安山岩ⅣＣ－７石　　鏃
２８１８Ⅱｂ類０．３７０．３（１．２）（１．１）チャートⅣＬ－１６石　　鏃
１４０９１Ⅱｂ類０．２８０．３１．２（０．８）黒耀石住　１Ｌ－１７石　　鏃
１３９０７Ⅱｂ類０．５８０．４１．０（１．５）黒耀石ⅣＫ－１４石　　鏃
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備　考重　さ厚　さ幅長　さ石　材層出土区器　種番
１０８６Ⅱｂ類０．２３０．２１．０（１．３）黒耀石ⅣＫ－１６石　　鏃
４５５３Ⅱｂ類０．２５０．２１．０（１．２）安山岩ⅣＣ－７石　　鏃

Ⅱｂ類０．３３０．３１．２（１．３）安山岩表・イモ穴Ｅ－６石　　鏃
９２６６Ⅱｂ類０．０９０．２０．８（０．９）安山岩ⅣＣ－７石　　鏃
１０２９５Ⅱｂ類０．１１０．２（１．０）０．９黒耀石ⅣＫ－１５石　　鏃

Ⅱｂ類１．５９０．７（１．４）２．４安山岩ⅣＦ－６石　　鏃
１２８４７Ⅱｂ類０．９２０．３（１．６）１．８安山岩ⅣＥ－６石　　鏃
１４０８６Ⅱｂ類０．４８０．３（１．４）（１．９）安山岩住　１Ｌ－１７石　　鏃
２７２８Ⅱｂ類０．７９０．３（１．７）（１．６）安山岩ⅣＬ－１６石　　鏃
１１９８６Ⅱｂ類０．３２０．３（１．３）（１．１）安山岩ⅣＬ－１７石　　鏃
６９１２Ⅱｂ類０．４９０．４１．３（１．１）チャートⅣＥ－８石　　鏃

１．９５０．７（１．９）（２．５）安山岩ⅣＤ－６石　　鏃
０．３８０．３黒耀石表　採石　　鏃

１２１０２４．８４０．７２．１（３．７）安山岩住　２Ｋ－１５石　　鏃
１４１５１０．６５０．４１．１２．１黒耀石ⅣＦ－６石　　鏃
９４０２０．６７０．３（１．２）（１．８）安山岩ⅣＤ－７石　　鏃
１０４８７０．９９０．４（１．２）（２．２）安山岩ⅣＬ－１５石　　鏃
１２１７７０．３７０．３１．０（１．６）安山岩住　２Ｋ－１５石　　鏃

３．２１０．５１．６３．４安山岩ⅣＣ－７石鏃未製品１２０
８５３１１．０５０．４１．３２．１安山岩ⅣＦ－７石鏃未製品１２１
１２８２８３．２３０．７１．９２．６頁　岩ⅣＥ－６大型石鏃１２２
８７４６４．８９１．０１．９２．８安山岩ⅣＦ－７大型石鏃１２３
１１８７１１０．７２０．７３．４４．２頁　岩ⅣＥ－５大型石鏃１２４
８５２９２．７６０．６２．５２．０頁　岩ⅣＦ－７大型石鏃１２５
１１２０８４．０１０．８２．０２．８頁　岩ⅣＥ－７大型石鏃１２６
１３０１６６．９５１．０２．４３．３安山岩ⅣＥ－６大型石鏃１２７
７４０８７．０７０．９２．２３．１頁　岩ⅣＤ－７大型石鏃１２８
３８５０４．０００．６２．６２．８安山岩ⅣＤ－７石　　匙１２９
２３８３１５．７１１．０４．８４．３頁　岩ⅣＫ－１５石　　匙１３０
１３９１２２．２８０．７１．９２．４安山岩ⅣＫ－１４石　　匙１３１

１．８９０．８１．１２．７安山岩表Ｊ－１５石　　錐１３２
１２８１３１．３９０．５１．０２．４安山岩ⅣＥ－６石　　錐１３３
１３５４２０．６１０．３１．１１．９安山岩ⅣＤ－６石　　錐１３４
８６７２０．７２０．５１．０１．８安山岩ⅣＦ－７石　　錐１３５

１．０３０．７１．０２．１黒耀石ⅣＤ－６石　　錐１３６
２．１００．６１．６２．８安山岩表　採石　　錐１３７

１１６５７１．６１０．５１．４２．６安山岩ⅣＥ－６石　　錐１３８
１０７６３３．１４０．８１．１３．８安山岩ⅣＫ－１４石　　錐１３９

３．６５０．８１．３３．６安山岩表Ｋ－１６石　　錐１４０
１４６３１０．６２０．４１．０１．９安山岩ⅣＦ－７石　　錐１４１
９３１５１．３２０．４１．５２．５安山岩ⅣＣ－７石　　錐１４２
１０１３２５．７２０．９１．５４．４安山岩ⅣＬ－１５石　　槍１４３
６５３９５．８２０．６３．１２．３安山岩ⅣＤ－７石　　槍１４４

２．９８０．９１．５２．６安山岩Ｐ１０５Ｄ－７ピエスエスキーユ１４５
５２００・４０００１０．２７０．７１．７８．２安山岩ⅣＤ－６・７石　　槍１４６

２２０７２．９２０．７１．５２．８安山岩ⅣＫ－１６ピエスエスキーユ１４７
３．１５１．１１．３１．９安山岩表Ｊ－１５ピエスエスキーユ１４８

１０５１５１．５００．８０．９２．１安山岩ⅣＬ－１５ピエスエスキーユ１４９
１．５１０．９１．０２．８安山岩ⅣＥ－７ピエスエスキーユ１５０
３．３５０．６１．８２．８安山岩表　採ピエスエスキーユ１５１

２２４９１８．２８１．３２．４４．０安山岩ⅣＫ－１６ピエスエスキーユ１５２
８０５５２．１７０．８１．４２．２安山岩ⅣＣ－７ピエスエスキーユ１５３
１３０２３２．３６０．７１．５２．４安山岩ⅣＥ－６ピエスエスキーユ１５４

３．４７０．８１．６２．２安山岩ⅣＤ－７ピエスエスキーユ１５５
５０１２２．４７０．７１．２２．６安山岩溝Ｄ－６ピエスエスキーユ１５６
３７７５．５２１．１２．１２．７安山岩ⅢＨ－６ピエスエスキーユ１５７

１４４９４５．０４１．０２．０２．３安山岩ⅣＦ－６ピエスエスキーユ１５８
１０４２９５．８６０．９３．０２．３安山岩ⅣＫ－１５ピエスエスキーユ１５９
１００１１３．６４１．３２．０１．７安山岩ⅣＬ－１６ピエスエスキーユ１６０

２．２１０．６１．６２．２安山岩ⅣＦ－６ピエスエスキーユ１６１
２．２３０．８１．５２．０安山岩表Ｋ－１６ピエスエスキーユ１６２

６８４９４．４９０．９２．４２．１安山岩ⅣＤ－６ピエスエスキーユ１６３
７．３６１．２３．１１．９安山岩ⅣＦ－６ピエスエスキーユ１６４
１３．０６０．７５．１３．５安山岩Ｐ４６Ｄ－６ピエスエスキーユ１６５

２９６６２８．９５１．６４．２４．５安山岩ⅣＣ－８ピエスエスキーユ１６６
１１２９７９５．８８１．８３．２１１．０頁　岩ⅣＥ－７石　　剣１６７

３３．０３１．６４．７３．５安山岩表　採石　　鎌１６８
１０８．６０１．９８．２５．４頁　岩表Ｄ－８石　　鎌１６９
４６．２８１．４７．２４．４頁　岩イモ穴Ｃ－５石　　鎌１７０

８５７８４１．８３１．６４．２６．７安山岩ⅣＦ－７スクレイパー１７１
４．４９０．８２．４２．０安山岩ⅣＤ－７スクレイパー１７２

５０５６４．０１０．７２．８２．２黒耀石ⅣＥ－６スクレイパー１７３
３０７８１６．７６１．７４．０３．１安山岩ⅣＣ－７スクレイパー１７４
２８８２０．３２０．２１．４１．４頁　岩ⅣＬ－１６磨製石鏃１７５

１．２４０．２２．１２．２頁　岩表　採磨製石鏃１７６
６１０９０．８１０．３１．４（２．５）頁　岩ⅣＥ－７磨製石鏃１７７
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２．１９０．４２．２（２．８）頁　岩ⅣＦ－６磨製石鏃１７８

１３０２５１０．７６０．７（３．５）３．８頁　岩ⅣＥ－６磨製石庖丁１７９
２６９４１２．１３０．６（４．１）５．２頁　岩ⅣＫ－１４磨製石庖丁１８０
１２５６９４．８１０．４（３．８）２．７頁　岩ⅣＤ－９磨製石庖丁１８１
１０４４２１６．７５２．１４．９１０．０頁　岩ⅣＫ－１４扁平片刃石斧１８２
１４６２０２９．４２１．１３．１（５．８）頁　岩ⅣＦ－７扁平片刃石斧１８３
７０４６６３．４０１．５２．９１０．３沼　岩ⅣＤ－８のみ形石斧１８４
５１０２６８．５４１．３５．８（７．９）頁　岩ⅣＤ－６扁平片刃石斧１８５
９７０１６９．５２１．４３．９（７．９）頁　岩土坑３４Ｃ－７・８バチ形磨製石斧１８６
６６８７－１１０９．１４１．１７．９（９．０）安山岩ⅣＤ－６扁平薄刃石斧１８７
６６８７－２４６．６９１．６５．４（７．８）安山岩ⅣＤ－６扁平薄刃石斧１８８
１３６９１２０．５５１．９４．３１０．７頁　岩ⅣＥ－７打製石斧１８９

１４１．０１２．１４．１１１．８頁　岩近世溝Ｄ－４打製石斧１９０
１７００１３１．２３１．４５．９１１．２頁　岩ⅢＥ－７打製石斧１９１

１３０．８０１．６６．６１１．９頁　岩ⅣＥ－６打製石斧１９２
８５０４１１２．４１１．１５．５１２．４頁　岩ⅣＦ－７打製石斧１９３

６３．４７１．３４．４９．５頁　岩Ｐ６２Ｄ－７打製石斧１９４
２６３．８１２．３６．１１５．８頁　岩Ｐ１０５Ｄ－７打製石斧１９５
１６５．６８２．０５．８１０．０頁　岩Ｐ７９Ｄ－７打製石斧１９６

１３８２１１１７．２０１．６４．９１１．５頁　岩ⅣＪ－１２打製石斧１９７
１５２．３９１．７５．０１１．１頁　岩表　採打製石斧１９８
３２０．９９２．５６．８１６．５頁　岩Ｐ６７Ｄ－７打製石斧１９９
３５５２．５６．９１９．６頁　岩ⅣＥ－６打製石斧２００

８５２２１８７．３１１．７８．６１３．２頁　岩ⅣＦ－７打製石斧２０１
２４１．８９３．０７．７１０．８頁　岩表　採打製石斧２０２
１１８．２９１．６７．７８．１頁　岩表　採打製石斧２０３

７３３１６７．０７１．４５．４１１．６頁　岩ⅣＥ－６打製石斧２０４
７３．６５１．６６．０９．３安山岩表　採打製石斧２０５

擦痕１２０．１２２．０６．５９．７頁　岩表　採打製石斧２０６
９２．８８１．８６．０８．１頁　岩表Ｃ－７打製石斧２０７

１１７５５８７．２６１．９５．５６．７頁　岩ⅣＤ－６打製石斧２０８
１２２２０１８３．７０２．６５．７１２．９頁　岩ⅣＥ－８打製石斧２０９
２０８７４８．９８１．２５．１８．５安山岩ⅣＤ－７打製石斧２１０
９３９５８６．６５１．３５．７１０．３頁　岩ⅣＤ－７打製石斧２１１
１１２３９５９．６２１．３５．３７．８頁　岩ⅣＥ－７打製石斧２１２
８６０４６８．６６１．８５．０６．９頁　岩ⅣＦ－７打製石斧２１３

４０．２１２．１４．６４．２安山岩ⅤＥ－６石　　核２１４
８２７６２９．１７１．５４．２３．９安山岩ⅣＤ－７石　　核２１５
１４４６８９３．６７３．７５．２４．６安山岩ⅣＦ－６石　　核２１６
６３７１９．６６１．５３．８３．３黒耀石ⅢＧ－８石　　核２１７

１０１１５１１６．０２２．５５．９７．５珪質頁岩ⅣＬ－１５礫　　器２１８
４８１３９２．８０２．１６．４５．６珪質頁岩ⅣＣ－７礫　　器２１９
１１３７１７１．９３１．２４．６７．５砂　岩ⅣＥ－７礫　　器２２０
７２２２４９５１．８２２．２１１．１安山岩表Ｃ－６礫　　器２２１

４３２．４３．４４．０安山岩ⅣＤ－６磨　　石２２２
８９１０８４２．３５．１６．４砂　岩ⅣＦ－７磨　　石２２３
８３０５１０７４．３６．０３．５砂　岩ⅣＤ－７磨　　石２２４
３０８４２２９３．８５．１８．５安山岩ⅣＣ－７磨　　石２２５
２９６１３２７３．７５．５９．８安山岩ⅣＣ－８磨　　石２２６

４９５４．９６．３１１．１砂　岩表Ｄ－８磨　　石２２７
４５２７２６２５．１５．２８．８安山岩ⅣＣ－７磨　　石２２８

１２０３．８３．３７．８砂　岩表Ｄ－８磨　　石２２９
４９３６９７０５．２１０．１１１．０安山岩ⅣＣ－６磨　　石２３０

８２０４．２５９．６１０．６安山岩表　採磨　　石２３１
１６１．８７３．１５．５６．０砂　岩表Ｅ－９磨　　石２３２

４９７６８２０４．２９．１１２．１安山岩ⅣＣ－６磨　　石
２８７１１１１３．２５．４８．１安山岩ⅣＬ－１６磨　　石
１０１０５４５３．１３．１７．５砂　岩ⅣＬ－１５磨　　石
２７６２４７５．４３．５３．５砂　岩ⅣＬ－１６磨　　石

１３２５．７４．４５．６砂　岩Ｐ１０７Ｄ－７磨　　石
３７９６３９４．２２．１４．２砂　岩ⅣＣ－７磨　　石
１３９５２４４３．４３．１５．５砂　岩土坑７Ｄ－７磨　　石
４４１１２２３．９１．７３．７砂　岩ⅣＣ－７磨　　石
２６５３１６６４．７４．８６．０安山岩ⅣＫ－１４磨　　石

２０５０９．８１１．１１２．３砂　岩Ｐ７５Ｄ－７磨　　石
２０５６２７１５．４５．３７．３砂　岩ⅢＤ－７磨　　石
６８５６５５６．３７．４１１．１砂　岩ⅢＨ－６磨　　石

１３４４．５６．１３．８安山岩表Ｅ－７磨　　石
１１２．７１．５３．１安山岩表Ｅ－７磨　　石

２５８１６２４．８５．０６．３安山岩ⅢＨ－６磨　　石
３８１．４４．２５．２安山岩ⅣＤ－６磨　　石
５０４．４４．４４．３安山岩ⅣＤ－６磨　　石
７０．９２．４３．８安山岩ⅣＤ－６磨　　石

５０６１１３１４．０５．８５．７安山岩ⅣＥ－６磨　　石
８５０８１７５４．８５．７６．５砂　岩ⅣＦ－７磨　　石

１４１３．９６．６４．８砂　岩表Ｂ－７磨　　石



－８６－
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備　考重　さ厚　さ幅長　さ石　材層出土区器　種番
１４５０１３０．６２．０２．６安山岩ⅣＦ－６磨　　石
１４１５４７０５．６２．７４．９安山岩ⅣＦ－６磨　　石
１０５３９１７７４．８３．６９．７砂　岩ⅣＬ－１５磨　　石
１０４６８５７４．７３．２３．７砂　岩ⅣＬ－１５磨　　石

１２０１．６１．９４．１砂　岩ⅣＥ－６磨　　石
４０３．３２．２４．９安山岩表　採磨　　石
６７．１３２．０４．９４．８砂　岩表Ｄ－８石　　錘２３３

４３８８下・側３１５５４．１５．４５．６安山岩ⅣＤ－７敲　　石２３４
１０８３８８１．５５２．９４．０６．９砂　岩ⅣＫ－１４　敲　　石　２３５
８５２３２８４．７２４．１４．０１３．０砂　岩ⅣＦ－７　敲　　石　２３６

上・下・側３３１０４．８５．６９．３安山岩表　採敲　　石２３７
上・下１２５０４．１４．２９．３砂　岩表　採敲　　石２３８

１２０３１１４４．３０２．９４．６８．２砂　岩ⅣＬ－１６　敲　　石　２３９
６６６７３２７０５．１５．４７．４安山岩ⅣＤ－６敲　　石

上・下・片側面３４２１．８３．２４．９砂　岩表　採敲　　石
２５９１．７（３．５）７．１安山岩表　採敲　　石

４２１．７（４．０）（５．７）安山岩イモ穴Ｃ－５敲　　石
上・下・片側面３ ８９２３８０５．１（６．１）８．３安山岩ⅣＪ－１１敲　　石

６６７３下面　３２０８５．３６．２７．４凝灰岩ⅣＤ－６敲　　石
１１６３１側面　３２４０３．９６．９７．１球　岩ⅣＥ－７敲　　石

上・下１１６０２．６４．８８．３砂　岩表　採敲　　石
突出部３か所３００５．５６．０９．６安山岩表　採敲　　石
下　１２００４．２４．４９．８砂　岩土坑３６Ｃ－７敲　　石

１１７８５下面　３８０３．５６．４（３．７）砂　岩ⅣＤ－６敲　　石
下面　３５０２．６（５．５）（３．９）砂　岩ⅣＣ－６一括敲　　石
下面　３１７０４．１（６．８）６．０砂　岩ⅣＥ－７一括敲　　石

６５３４下面　１１４０３．２３．８７．６安山岩ⅣＤ－７敲　　石
１３２２０下面　１２７０４．２４．７１１．８砂　岩ⅣＥ－６敲　　石
４２０下面１６６２．７２．９（５．４）砂　岩ⅢＪ－４敲　　石
　下面　３１７３４．９（５．４）５．６安山岩ⅣＬ－１５敲　　石

７３５７下面　３４８０５．７７．４（８．６）砂　岩ⅣＥ－６敲　　石
５４２０上・下面１２３５（３．５）５．３１０．２砂　岩ⅣＣ－６敲　　石
１３２２９下面　２２０２４．７（５．０）（７．０）砂　岩ⅣＥ－６敲　　石
５０５９１９３．９３４．９６．７６．２凝灰岩ⅣＥ－６くぼみ石２４０
５０３２１４３．２８１．７７．２９．１安山岩ⅣＤ－７擦痕石器２４１

２４３２．７６．５９．９安山岩近世溝Ｄ－４擦痕石器２４２
６７９３１１８１．８５．６９．５安山岩ⅣＤ－６擦痕石器２４３
８３７７２７１４．４７．２８．３砂　岩ⅣＦ－７擦痕石器２４４

３２９５．２（１１．５）４．８砂　岩表Ｊ－１６擦痕石器２４５
２８７２１０９１．７６．５７．９頁　岩ⅣＬ－１６擦痕石器２４６
１３８２６３９０３．４５．６１０．７砂　岩ⅣＪ－１２擦痕石器２４７
５５３２９７１．７６．２６．９砂　岩ⅢＤ－６擦痕石器２４８
４００１９０．１５２．６３．８７．２砂　岩溝Ｄ－７　敲　　石　２４９
１１０６３２６２４．１７．９８．９安山岩ⅣＬ－１４擦痕石器２５０

３１２．２３．３５．１砂　岩表Ｃ－７擦痕石器２５１
１４９４１４８２．２７．２９．１安山岩ⅣＥ－７擦痕石器２５２
１２８０３１２４．８２２．２８．１５．５砂　岩ⅣＥ－６擦痕石器２５３
３３８０７２１．４５．８６．４砂　岩ⅣＣ－７擦痕石器２５４
１４４８８８２１．７５．６（５．８）砂　岩ⅣＦ－６擦痕石器２５５
１１７６１５５１．４４．９７．６安山岩ⅣＤ－６擦痕石器２５６
６６４９６９．３８１．７６．６５．３砂　岩ⅣＤ－６擦痕石器

１９１．３６２．６９．４５．９砂　岩Ｐ１０２Ｄ－７擦痕石器
８６３７１４２．７５２．９７．３６．１砂　岩ⅣＦ－７擦痕石器
１２２９２９１．４２２．４４．９５．３砂　岩ⅣＥ－８擦痕石器
１１０２９９８．７８１．５９．０４．９砂　岩ⅣＬ－１４擦痕石器
６８００２６．６０２．１３．１３．７溶結凝灰岩ⅣＤ－６擦痕石器
９２４３９４２．１４．９７．１砂　岩ⅣＣ－７擦痕石器
３９７５１２０１．９５．３７．９砂　岩ⅣＤ－７擦痕石器
７８４９１８８３．９６．０６．７砂　岩ⅣＣ－７擦痕石器

１５４３．７４．４８．６砂　岩Ｐ６２Ｄ－７擦痕石器
９１３．５３．４７．９砂　岩Ｐ５９Ｄ－７擦痕石器

８６１５２４７２．８５．５８．２砂　岩ⅣＦ－７擦痕石器
６９６０１５２２．２６．１８．０安山岩ⅣＤ－８擦痕石器
５５１３１８７２．３７．４９．６砂　岩ⅣＤ－６擦痕石器
１１３４７４８２．３２．８５．６安山岩ⅣＥ－７擦痕石器
４８４１１５１．２３．０３．３砂　岩ⅣＣ－７擦痕石器
４２６２２０１３．３４．３９．５砂　岩ⅣＤ－７擦痕石器
９４５９１８３３．３６．１７．３安山岩ⅣＤ－６擦痕石器
４９３８１１８３．２４．４８．０砂　岩ⅣＣ－６擦痕石器
１０４１８１２７２．７６．０９．７安山岩ⅣＫ－１５擦痕石器
２４６０８０４．１４．４７．８安山岩ⅣＫ－１４擦痕石器
１３５４８６７２．７５．０６．９砂　岩ⅣＤ－６擦痕石器
１４２２９１１６２．３５．１５．９砂　岩ⅣＦ－６擦痕石器

４５１．７３．８５．５砂　岩ⅣＣ－７擦痕石器
２７０．９４．３４．８砂　岩表Ｃ－７擦痕石器
１４０３．７４．３６．７砂　岩表　採擦痕石器

６１０１４４２．３２．８７．３砂　岩ⅣＥ－７擦痕石器
２６２７３１５４．８６．３８．２砂　岩ⅣＫ－１４擦痕石器
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備　考重　さ厚　さ幅長　さ石　材層出土区器　種番
１３５３６１０４２．５３．４６．９砂　岩ⅣＤ－６擦痕石器
２３３８１７１３．２５．５９．４安山岩ⅣＫ－１５擦痕石器
５０８６６３２．５４．７４．８砂　岩溝Ｄ－６擦痕石器
８１７５１６１．５１．９５．２砂　岩ⅣＣ－７擦痕石器
５１２２３４１．３４．３４．９砂　岩ⅣＤ－６擦痕石器
６３９７１８０２．９６．１８．７砂　岩ⅣＤ－７擦痕石器
３５８７６４２．３４．２６．９安山岩ⅣＣ－７擦痕石器
５４６０１８０１．５３．１４．３砂　岩ⅣＤ－６擦痕石器
１３２６４１６８３．６５．５６．７砂　岩ⅣＥ－６擦痕石器
６０７０１４６２．７６．３８．２砂　岩ⅣＥ－７擦痕石器
６２５５６２．２３．８７．３安山岩ⅢＧ－８擦痕石器

１３２０８２２２３．８６．２６．８砂　岩ⅣＥ－６擦痕石器
８４２３１６８３．５５．０６．９砂　岩土坑１６Ｄ－９擦痕石器
２８９１１５５．１４５．０４．８５．２花崗岩ⅣＤ－８砥　　石２５７
５６２５１面２６００６．２１６．７１７．８砂　岩ⅣＤ－６石　　皿２５８
１６６１１面１０５５４．８１０．６１０．７安山岩ⅢＥ－７石　　皿２５９

２面３５００９．７９．６２９．２安山岩表　採石　　皿２６０
２面６９００１０．８２０．７２７．５安山岩表　採石　　皿２６１

１０５３０１面２２００１０．４１２．１１５．８砂　岩ⅣＬ－１５石　　皿
２４８０８．７１２．８２１．８砂　岩表　採石　　皿

１３３５３１面１９００１２．３８．４１２．３安山岩ⅣＥ－６石　　皿
２４８１７００８．１８．３９．６球　岩ⅣＫ－１４石　　皿
１１１０６９０２．４５．５７．４安山岩ⅣＬ－１４石　　皿

１９１０５．６１２．８２４．１安山岩表　採石　　皿
１３９５３２００６．８４．８５．８砂　岩土坑７Ｄ－７石　　皿
６０８４１４２５．９５．９６．７安山岩ⅣＥ－７石　　皿
４９８３３９０５．４５．２９．７安山岩ⅣＣ－６石　　皿

２面６３５７．３８．６１６．１安山岩表Ｊ－１３石　　皿
１１０２１９０３．９４．７７．５安山岩ⅣＫ－１６石　　皿
５７５６２面１０６０９．８７．５１０．６安山岩ⅣＤ－６石　　皿
５９８８７１０８．４７．１１４．３安山岩住　１Ｋ－１７石　　皿
１２３６５９８４．３４．４６．３安山岩住　３Ｃ－７石　　皿
１２９８７１２７５．０４．７６．７安山岩ⅣＥ－６石　　皿
１０２９１薄い１００．４３．９５．６安山岩住　２Ｊ－１５石　　皿
１０２８８薄い４９０．６８．４９．９安山岩住　２Ｊ－１６石　　皿
２２７６１２７４．０４．０８．１安山岩ⅣＫ－１６石　　皿
３９７６１０１１．６７．４８．３安山岩ⅢＤ－７石　　皿
１０３０５６１２．５４．０６．２安山岩ⅣＫ－１５石　　皿
１１３３９４３２．８３．７７．２安山岩ⅣＥ－７石　　皿
１２７８３１３０４．５４．０６．１砂　岩ⅣＥ－６石　　皿
１３５３９１３４２．１６．２８．１砂　岩ⅣＤ－７石　　皿
８６３５２面２１３４．９５．７８．０砂　岩ⅣＦ－７石　　皿
１４２５４２６１．４２．４６．３砂　岩ⅣＦ－６石　　皿
９４８０２面７２０５．３６．５１３．７砂　岩土坑３４Ｃ－８石　　皿

１８１．６３．１４．３砂　岩ⅣＤ－６石　　皿
８５４４１面４６２．２４．５３．８砂　岩ⅣＦ－７石　　皿
４２５０１面１９８３．０４．８９．７砂　岩ⅣＤ－７石　　皿
１１０９５１１５５．３４．３５．８砂　岩ⅣＬ－１４石　　皿
２１８３９７５５．３１０．５１５．９砂　岩ⅣＫ－１６石　　皿
３８６９１１６３．８５．０１１．６砂　岩ⅣＤ－７石　　皿
１２６５２８８６．４３．８４．９砂　岩溝Ｄ－６石　　皿
１４５１６２面１５７４．８３．０１１．５砂　岩ⅣＦ－６石　　皿
６８７５２面１２２５．３３．４８．７砂　岩ⅣＤ－６石　　皿

２面３３０４．７３．８１３．３砂　岩Ｐ８６Ｃ－８石　　皿
５６３．４３．４４．４砂　岩一括土坑３５石　　皿
１０４２．９４．８５．７安山岩表Ｄ－５石　　皿

５３０１２面３１４．２１．８４．１砂　岩ⅣＣ－６石　　皿
９８０４．３１１．６１２．６安山岩表Ｊ－１０・１１石　　皿

１３２３３７２０５．８７．４１７．５安山岩ⅣＥ－６石　　皿
１２３１７１面１２７４．０４．４５．４安山岩ⅣＥ－８石　　皿
７９２７１０１２．９４．５５．３安山岩ⅣＣ－７石　　皿
７９０８１面３９０３．４９．６９．４安山岩ⅣＣ－７石　　皿
８６８５２７３．７２．２５．０安山岩ⅣＦ－７石　　皿

１４２．１２．４４．４安山岩Ｆ－６石　　皿
９３．０１．３３．６砂　岩ⅣＦ－６石　　皿

１面７３２．７３．５６．５安山岩Ｆ－６石　　皿
８３６２３７１．９４．０６．１安山岩ⅣＦ－７石　　皿
１１２３８１面４８５６．４６．０１０．１安山岩ⅣＥ－７石　　皿
１２４５８１面２９２．１２．３５．５砂　岩住　３Ｃ－７石　　皿
１１４４４５３１．８４．３６．８砂　岩ⅣＥ－７石　　皿
８８６０３７４．３２．３４．３安山岩ⅣＦ－７石　　皿

長さ・幅・厚さはいずれも最大部分
単位：長さ・幅・厚さは�，重量はｇ
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３　軽石製品

　軽石を使った製品が多く出土しているが，これらの中

には加工して意図する形・状態を作ったものと，なんら

かの用途に用いたため使用痕のみられるものがある。加

工したものには人形を呈したもの，生殖器を模したもの，

孔を穿ったもの，穴を彫ったもの，筋状としたもの，整

然とした形をしたものがある。
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　１）石偶（第６８図・第６９図，Ｓｓ１２～Ｓｓ２０）

　筋状に削ったり，溝を彫ったりして人形にしたもので

ある。Ｓｓ１２は２か所に複数の筋状の削り込みを施し，

顔面・上肢・胴部に区分けしている。側面も削ることに

よって，顔面と胴部は上肢に比べて狭くなっている。筋

は表面と両側面にはていねいに施されているが，裏面は

簡略化されている。Ｓｓ１３はくぼみ石状になった半円形

様の軽石の上方と中央部付近の側面部に筋を入れて顔面

・上肢・胴部に分けている。胴部の下端部左寄りには削

ることによって股部を表現している。Ｓｓ１４は筋状の削

り込みによって顔面・上肢・胴部に分けている。顔面は

削ることによって小さくし，上肢と胴部は筋によって分

け，胴部には斜め方向の筋がみられる。Ｓｓ１５は小さな

石を用いて，短い筋で顔面と上肢，上肢と胴を分けてい

る。Ｓｓ１６は上方が欠けているが，下方中央部を両方か

ら削ることにより股部を表現している。Ｓｓ１７は下端が

欠けているが，上下を小さく削り，その下に筋状の削り

込みを施すことにより顔面を表現しているものと思われ

る。Ｓｓ１８は柔らかい軽石に筋状凹線と削り込みを入れ

ることによって，顔面・胴部・下肢（股部）を表現して
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いる。Ｓｓ１９は側面を削ることによって分胴形にこしら

え，顔面と胴部をこしらえているものと思われる。顔面

の片面にはくぼみがある。Ｓｓ２０は側面を削ることに

よって上半部を小さく，下半部を大きくして，二つに区

分している。顔面と胴部を分けているものと思われるが，

細かい加工はしていない。

　２）有孔製品（第６９図，Ｓｓ２１）

　直径５�ほどの扁平な軽石の中央に両面から直径４�

ほどの孔を穿ったものである。

　３）くぼみを有する石製品（第６９図，Ｓｓ２２～Ｓｓ２５）

　片面から穴を彫った軽石製品である。Ｓｓ２２はだ円形

をした軽石の両面に浅い穴がある。一面に上面直径１．５

�ほどの穴が一ヶ所，あとの一面に直径１．５�の穴と０．５

�の穴が彫ってある。Ｓｓ２３も両面にある。片面の穴は

あたかも目と鼻を形作っているようにみえる三個の穴で，

直径２０�ほどの横並びの穴とその下に直径１０�の穴があ

る。反対側の面には直径１０�足らずの小さい穴が１個あ

る。Ｓｓ２４は長辺１７�，短辺１２�の隅丸方形状を呈する

軽石を平坦にし，その一面に直径２０�ほどの穴を彫って

いる。Ｓｓ２５は石皿状に加工した製品だが，破片のため

全容は不明である。

　４）形を整えた軽石製品（第６９図，Ｓｓ２６～Ｓｓ３１）

　軽石の周辺を加工してだ円形や円形，おにぎり状など

の形に作っているが，その用途は不明である。形を整え

るために周辺を打ち欠いたり，磨いている。

　５）使用痕跡のある軽石製品（第７０図，Ｓｓ３２～Ｓｓ３５）

　自然の軽石のようにみえるが，広い面が平らであった

り，くぼんでいたりするものが多く出土している。ただ，

自然面なのか，へこんでいるか判断できないものも多く，

この種の量を示すことはむずかしい。

　いずれも片面が平になっており，この面を使用してい

る状況がうかがえる。
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備　考重　さ厚　さ幅長　さ石　材層出土区器　種番

１３５３７８．６５４．５６．５６．５軽　石住　１Ｋ－１７石　　偶１

１３３２１２４．５７５．５９．７１２．７軽　石住　１Ｋ－１７筋状石製品２

１３１６８．６４３．１３．８４．１軽　石住　１Ｋ－１７女陰形石製品３

５９７２６．５９１．５３．８４．１軽　石住　１Ｋ－１７有穴石製品４

８１５．００８．６１９．２１９．３軽　石住　１Ｋ－１７円盤状石製品５

１３０９１３６．６３３．９１１．４１３．０軽　石住　１Ｋ－１７くぼみ石形石製品６

９４．９５５．９１０．１１０．１軽　石住　４Ｄ－６定形石製品７

６２０．００８．９１８．０２６．８軽　石土坑３Ｆ－８・９石皿状石製品８

１３９７０１８０．９７７．５１２．０１１．７軽　石土坑７Ｄ－７石　　偶９

８４０１４．３５１．３２．７３．９軽　石土坑１８Ｅ－６くぼみ石形石製品１０

１４９１０１４．０５１．４４．９７．３軽　石土坑３５Ｃ－７方形石製品１１

１４３．３６５．０８．４１２．１軽　石表　採石　　偶１２

６８０４７１．５３４．８７．４１０．２軽　石ⅣＤ－６石　　偶１３

１８６．５７７．２９．７１３．０軽　石表　採石　　偶１４

１２２２６３２．１２３．６５．４６．５軽　石ⅣＥ－８石　　偶１５

５１６９１６．２１４．５４．５４．８軽　石ⅣＤ－６石　　偶１６

９３６１１１２．９３９．７９．７１３．５軽　石ⅣＣ－８石　　偶１７

８６１０８８．９９４．１８．６１４．２軽　石ⅣＦ－７石　　偶１８

１９８．１２４．４１０．６１７．３軽　石表　採石　　偶１９

１３２３４１４２．３９６．５８．２１５．７軽　石ⅣＥ－６石　　偶２０

９．７６１．８４．４５．０軽　石表　採有孔石製品２１

３８．８３３．４５．３６．９軽　石ⅤＥ－６有穴石製品２２

３３．４６３．５６．６７．１軽　石表　採有穴石製品２３

４４０．００５．８１２．４１７．９軽　石表　採有穴石製品２４

８６６４２１．９８３．８４．７７．３軽　石ⅣＦ－７くぼみ石形石製品２５

１３３３７１７．９５２．９４．５４．７軽　石ⅣＥ－６定形石製品２６

６０４１１１６．１０６．１９．１１０．５軽　石ⅣＥ－７定形石製品２７

１１４４１１２７．１９５．０１１．０１１．０軽　石ⅣＥ－７石皿石製品２８

４１．２７２．１６．２１０．４軽　石表　採定形石製品２９

３２．４８１．７７．４１２．１軽　石表　採定形石製品３０

２７９７１０．６８１．９３．８５．６軽　石ⅣＬ－１６定形石製品３１

１２４３４９１．６５３．８７．９９．４軽　石住　３Ｃ－７使用石製品３２

１０７６９４４．１９３．８６．０９．３軽　石ⅣＫ－１４使用石製品３３

１０７９９１２８．６６４．０１１．８１２．４軽　石ⅣＫ－１４使用石製品３４

１３８４８１７４．５４６．０８．８１３．２軽　石ⅣＪ－１３使用石製品３５

単位：長さ・幅・厚さは�，重量は�
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　甕形土器・壺形土器・小型壺形土器・台付鉢形土器な

どが出土し，採集されている。

　甕形土器は，くの字状に屈曲する口縁部と脚台の付く

器形である。屈曲部の内面は稜がはっきりしている。口

唇部は細かく丸みをおびるものと，矩形をなすものとが

ある。外面・内面ともヘラナデ仕上げのものが多いが，

４５５の外面と，４５２の内面がハケナデ仕上げであり，内面

は横方向だけであるが，外面には横方向と縦方向とがあ

る。脚台は端部が丸みあるいはゆるやかな矩形の浅いも

のと，矩形を呈した深いものとがある。深いものは内外

ともヘラナデで，横方向が多いが，４５７の外面は縦方向

である。

　壺形土器の底は，小さい平底のものと，やや小さい安

定した平底のものとがある。４６１の外面は縦方向のハケ

ナデで，他はヘラナデである。小型壺形土器は口縁部を

欠いているがやや長胴形を呈し，安定した丸底である。

外面がていねいなヘラ縦ナデ，内面がヘラ横ナデである。

　台付鉢形土器は直径１３�の台のみで，口唇部はへこん

でおり，接合部は分厚くなっている。
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　土師器・内黒土師器・赤色土師器・須恵器・陶磁器・

瓦質土器・土製品が出土，採集されている。

　４６４～４６６・４６９は土師器で，ヘラ切り離し底と，糸切

り離し底（４６９）のものとがある。４６４は小皿，４６５・４６６

・４６９は坏で，４６６は玉縁状口縁となる。

　４６７と４６８は須恵器で，４６８は軟質の 口縁部近く，４６７

は外面が長格子タタキ，内面が同心円当て具痕をナデ消

した壺である。他に甕もある。

　４７４は青灰色紬のかかった口禿口縁の白磁皿，４７５は外

面の下部から高台にかけてと，内底部が広く露胎となる

白磁坏である。４７１～４７３が青磁碗，４７０が青磁稜花皿で

ある。碗には無文のものと線描き蓮弁文のものとがある。

稜花皿は内面に線描きがみられる。他に鎬蓮弁文碗や壺

肩部などがある。

　４７６は内面に幅広のかき目がみられる陶器擂鉢，４７７は

口縁直径が４６㎝ ほどの瓦質火舎で，外面には口縁近く

に三角突帯に挟まれた連続菱形文がある。

　４７８はふいごの羽口で，端部は熱のため変形している。
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備　考焼成胎　土
色　調調　整

層出土区器種遺物
番号 内　面外　面内　面外　面

スス付着良角閃石・白色石・灰色石などの小粒明茶褐色明茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデ・ヘラ縦ナデⅣＫ－１４
Ｌ－１４

甕 形
土 器４５２

良角閃石多い・石英・赤色石灰色っぽい黄褐色赤っぽい淡茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデⅣＬ－１４甕 形
土 器４５３

スス付着良角閃石・石英の多い細石明淡茶褐色茶褐色ヘラ縦ナデハケ縦ナデⅣＣ－７甕 形
土 器４５４

スス付着良角閃石・石英の多い細石明茶褐色明茶褐色深いヘラ横ナデヘラ横ナデⅣＤ－６甕 形
土 器４５５

良角閃石・茶色石・雲母灰黄褐色灰黄褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデⅣＬ－１４
Ｋ－１４

甕 形
土 器４５６

普白色石・石英など５～７�大の
礫も多い粗い土灰がかった茶褐色灰がかった茶褐色ヘラナデヘラ縦ナデⅣＥ－７甕 形

土 器４５７

普石英・白色石などの４�大の石淡茶褐色淡茶褐色ヘラ横ナデヘラナデⅣＣ－６甕 形
土 器４５８

普石英・茶色石などの細石黄みがかった淡茶褐色黄みがかった淡茶褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデⅣＦ－６甕 形
土 器４５９

良石英・茶色石・白色石などの細石黄みがかった明茶褐色黄みがかった明茶褐色ヘラ横ナデ丁寧なヘラ縦ナデⅣＥ－６小 型
壺形土器４６０

良白色石・石英などの小石黄みがかった明茶褐色明茶褐色（黒班有り）ヘラナデハケ縦ナデの後ヘラナ
デ表採壺 形

土 器４６１

普石英・茶色石・白色石などの小石
が多い土黄みがかった淡茶褐色茶褐色・淡黒茶褐色ヘラ横ナデヘラナデ表採壺 形

土 器４６２

良白色石・茶色石・灰色石の小石を
含む黄みがかった茶褐色黄みがかった茶褐色ヘラ横ナデ縦ヘラミガキⅣＤ－７鉢 形

土 器４６３

ヘラ切り普精製土乳茶褐色乳茶褐色ナデナデ表Ｊ－１４皿４６４

ヘラ切り良茶色石の微石・白色石・石英乳茶褐色乳茶褐色ナデナデ表採坏４６５

良白色石などの細石を含む土灰がかった茶褐色赤みがかった茶褐色同心円当て具の後ヘラ
横ナデ長格子タタキ表採須恵器４６６

普精製土・白色石などの微石淡茶褐色淡茶褐色ナデナデ表Ｈ－６・７坏４６７

軟質の焼き普石英・白色石などの微石灰褐色灰褐色ナデナデ表採須恵器４６８

糸切り良茶色石・石英などの微石明茶褐色淡茶褐色丁寧なナデナデⅢＨ－４坏４６９

良磁胎青っぽい釉ⅣＤ－６青磁皿４７０

良磁胎濃い緑色の釉ⅢＨ－４青磁碗４７１

線描き蓮弁文良磁胎明るい緑色釉表採青磁碗４７２

口禿良磁胎青灰色釉表採白磁皿４７３

良磁胎濃緑色釉表Ｄ－６青磁碗４７４

普磁胎あせた白い釉表採白磁坏４７５

良細かい土赤茶褐色赤茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデ表採陶 器
摺 鉢４７６

普石英・白色石などの細石黒褐色黒褐色右下がり深いハケナデ菱形連続文溝Ｄ－６瓦 質
火 舎４７７

普白色石・石英など黄みのある黄茶褐色淡い灰褐色ⅢＥ－５ふいご
羽 口４７８
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�　遺跡の位置

　魚見ヶ原遺跡は，鹿児島県鹿児島市魚見町１０３番の１

（北緯３１°３２′１０″，東経１３０°３１′４０″）に位置する。

�　遺跡の立地

　魚見ヶ原遺跡は，標高約６０ｍのシラス台地上に立地す

る。弥生時代前期前半から中期前半にかけての集落遺跡

である。

�　測定の意義

　南九州の弥生土器，特に前期弥生土器の編年は，時期

的な細分が確立していない。また，検出された３軒の住

居跡には２種の土器が共伴している。したがって，放射

性炭素年代測定を実施し，詳細な年代を把握することは，

これらの遺物・遺構の年代を明らかにする上で重要であ

る。

�　測定対象試料

　測定試料は，２号住居跡から出土した木炭（ＩＡＡＡ－

６０６５９），３号住居跡から出土した木炭（ＩＡＡＡ－６０６６０），

４号住居跡から出土した木炭（ＩＡＡＡ－６０６６１），７号土

坑から出土した木炭（ＩＡＡＡ－６０６６２）各１点，合計４点

である。測定試料はすべて遺構の底面近くから出土した

ものである。試料は採取された後，乾燥させ，シャーレ

に入れて保管された。

�　化学処理工程

１）メス・ピンセットを使い，根・土等の表面的な不純

物を取り除く。

２）ＡＡＡ（Ａｃｉｄ　Ａｌｋａｌｉ　Ａｃｉｄ）処理。酸処理，アルカ

リ処理，酸処理により内面的な不純物を取り除く。最

初の酸処理では１Ｎの塩酸（８０�）を用いて数時間処

理する。その後，超純水で中性になるまで希釈する。

アルカリ処理では０．００１～１Ｎの水酸化ナトリウム水

溶液（８０�）を用いて数時間処理する。その後，超純

水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では１Ｎ

の塩酸（８０�）を用いて数時間処理する。その後，超

純水で中性になるまで希釈する。その後，９０�で乾燥

する。

３）試料を酸化銅１ｇと共に石英管に詰め，真空下で封

じ切り，５００�で３０分，８５０�で２時間加熱する。

４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利

用し，真空ラインで二酸化炭素（ＣＯ２）を精製する。

５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを

抽出（還元）し，グラファイトを作製する。

６）グラファイトを内径１�のカソードにハンドプレス

機で詰め，それをホイールにはめ込み，加速器に装着

し測定する。

�　測定方法

　測定機器は，３ＭＶタンデム加速器をベースとした１４

Ｃ－ＡＭＳ専用装置（ＮＥＣ　Ｐｅｌｌｅｔｒｏｎ　９ＳＤＨ－２）を使用

する。１３４個の試料が装填できる。測定では，米国国立

標準局（ＮＩＳＴ）から提供されたシュウ酸（ＨＯｘⅡ）を

標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料

の測定も同時に実施する。また，加速器により１３Ｃ／１２Ｃ

の測定も同時に行う。

�　算出方法

１）年代値の算出には，Ｌｉｂｂｙの半減期５５６８年を使用した。

２）ＢＰ年代値は，過去において大気中の炭素１４濃度が

一定であったと仮定して測定された，１９５０年を基準年

として遡る放射性炭素年代である。

３）付記した誤差は，次のように算出した。

　　複数回の測定値について，χ２検定を行い測定値が

１つの母集団とみなせる場合には測定値の統計誤差か

ら求めた値を用い，みなせない場合には標準誤差を用

いる。

４）δ１３Ｃの値は，通常は質量分析計を用いて測定する

が，ＡＭＳ測定の場合に同時に測定されるδ１３Ｃの値を

用いることもある。

　　δ１３Ｃ補正をしない場合の同位体比および年代値も

参考に掲載する。

　　同位体比は，いずれも基準値からのずれを千分偏差

（‰；パーミル）で表した。

　δ１４Ｃ＝［（１４ＡＳ－１４ＡR）�１４ＡＲ］×１０００ �　　

　δ１３Ｃ＝［（１３ＡＳ－１３ＡＰＤＢ）�１３ＡＰＤＢ］×１０００ �　　

　　ここで，

　　１４ＡＳ：試料炭素の１４Ｃ濃度：（１４Ｃ�１２Ｃ）Ｓ　または（１４Ｃ�
１３Ｃ）Ｓ

　　１４ＡＲ：標準現代炭素の１４Ｃ濃度：（１４Ｃ�１２Ｃ）Ｒまたは

（１４Ｃ�１３Ｃ）Ｒ

����������	
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　　δ１３Ｃは，質量分析計を用いて試料炭素の１３Ｃ濃度

（１３ＡＳ＝１３Ｃ�１２Ｃ）を測定し，ＰＤＢ（白亜紀のベレムナ

イト（矢石）類の化石）の値を基準として，それから

のずれを計算した。但し，加速器により測定中に同時

に１３Ｃ�１２Ｃを測定し，標準試料の測定値との比較から

算出したδ１３Ｃを用いることもある。この場合には表

中に〔加速器〕と注記する。

　　また，Δ１４Ｃは，試料炭素がδ１３Ｃ＝－２５．０（‰）であ

るとしたときの１４Ｃ濃度（１４ＡＮ）に換算した上で計算

した値である。�式の１４Ｃ濃度を，δ１３Ｃの測定値をも

とに次式のように換算する。

　１４ＡＮ＝１４ＡＳ×（０．９７５�（１＋δ１３Ｃ�１０００））２（１４ＡＳとし

て１４Ｃ�１２Ｃを使用するとき）

　または

　　　　＝１４ＡＳ×（０．９７５�（１＋δ１３Ｃ�１０００））（１４ＡＳとし

て１４Ｃ�１３Ｃを使用するとき）

　Δ１４Ｃ＝［（１４ＡＮ－１４ＡＲ）�１４ＡＲ］×１０００（‰）

　貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料につい

ては，海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭酸ガス中の

濃度と異なるため，同位体補正のみを行った年代値は

実際の年代との差が大きくなる。多くの場合，同位体

補正をしないδ１４Ｃに相当するＢＰ年代値が比較的よく

その貝と同一時代のものと考えられる木片や木炭など

の年代値と一致する。

　　１４Ｃ濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記

として，ｐＭＣ（ｐｅｒｃｅｎｔ　Ｍｏｄｅｒｎ　Ｃａｒｂｏｎ）がよく使

われており，Δ１４Ｃとの関係は次のようになる。

　　Δ１４Ｃ＝（ｐＭＣ�１００－１）×１０００（‰）

　　ｐＭＣ ＝Δ１４Ｃ�１０＋１００（％）

　　国際的な取り決めにより，このΔ１４ＣあるいはｐＭＣ

により，放射性炭素年代（Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎａｌ　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ

　Ａｇｅ；ｙｒＢＰ）が次のように計算される。

　　Ｔ＝－８０３３×ｌｎ［（Δ１４Ｃ�１０００）＋１］

　　　＝－８０３３×ｌｎ（ｐＭＣ�１００）

５）１４Ｃ年代値と誤差は，１桁目を四捨五入して１０年単

位で表示する。

�　測定結果

　測定の結果，２号住居跡から出土した木炭（ＩＡＡＡ－

６０６５９）が２２６０±４０ｙｒＢＰ，３号住居跡から出土した木

炭（ＩＡＡＡ－６０６６０）が２２２０±３０ｙｒＢＰ，４号住居跡から

出土した木炭（ＩＡＡＡ－６０６６１）が３８２０±４０ｙｒＢＰ，７号

土坑から出土した木炭（ＩＡＡＡ－６０６６２）が２５１０±３０ｙｒＢＰ

の年代値を示した。２号住居跡と３号住居跡はほぼ同時

期であり，弥生時代早期に相当する年代である。測定さ

れた試料は木炭であり，試料の由来となった樹木等の年

齢を踏まえれば，遺構の年代を若干遡る可能性を考慮す

べきである。７号土抗は，それらよりも古く，縄文時代

晩期中葉に相当する年代である。４号住居跡は，共伴遺

物等から判断される年代を大きく遡り，縄文時代中期に

相当する測定年代であることから，住居跡とは異なる時

期の試料が混入した可能性がある。

参考文献
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Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ　ｏｆ　１４Ｃ　ｄａｔａ．Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ，１９：３５５－３６３
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　県内におけるこの時期の遺跡は多くなく，遺構の発見

された遺跡はさらに少ない。これまでに竪穴住居跡が検

出されたのは鹿児島市桜ヶ丘団地遺跡・南さつま市桜谷

遺跡・日置市六ッ坪遺跡・同市ノ原遺跡だけで，ほかに

鹿児島市北麓遺跡・川辺町寺山遺跡・日置市入来遺跡で

台地を巡る溝状遺構が，日置市白寿遺跡・いちき串木野

市市ノ原遺跡で壺棺墓，南さつま市高橋貝塚でごみ捨て

場が発見されている。

　当遺跡のムラは，建物建築予定地のみの調査で全体が

調査されたわけではないが，竪穴住居跡４軒・土坑４２基

以上とともに，焼土跡や台地下へおりる谷を利用した道

などから成っている。

　竪穴住居跡の平面形は円形３軒，方形１軒で，柱穴は

はっきりしない。１号住居跡・２号住居跡は中央の窪み

のまわりに２本の小穴があるいわゆる松菊里タイプの竪

穴住居跡と呼ばれるもので，これと同じようなものは

六ッ坪遺跡でも発見されている。桜ヶ丘団地遺跡・市ノ

原遺跡の住居跡も平面形は円形で，中央に炉がみられる。

　竪穴住居跡はいずれも中期のものであるが，その形態

が大きく異なることから，その時期を決定することがひ

じょうに難しい。これらが同じ時期に併行していたもの

か，ふたつの時期に分かれるものかは南九州における当

時期の住居形態を分析するうえにも重要であり，今後の

大きな課題である。

　土坑は平面形が長方形・方形・だ円形・円形などを呈

し，平面積が４�以上ある大型のもの，１～２．５�ほど

の中型のもの，１�以下の小型のものとに分かれる。こ

れらの遺構がどのような構成で成り立っていたのか今回

は整理できなかったが，大きくは前期のものと，中期前

葉のものとに大別できることがあとに記す土器の分類か

ら分かる。しかし，前期のものは土器の細分化ができな

いために，これをこまかく分析することは不可能である。

　５基みつかった焼土跡の周辺には多量の炭化ドングリ

などが出土している。竪穴住居跡や土坑との関連は不明

であるが，住居内に屋内炉がないことから屋外炉の可能

性もあるし，多くの木の実の出土は，こうした木の実の

アク抜き場の可能性も捨て切れない。炭化ドングリの種

類を分析することはできなかったが，同じ頃の住居跡が

見つかった市ノ原遺跡でも住居内で炭化ドングリが多く

出土している。屋内と屋外の違いはあるが，ともにドン

グリが食用として使われていたらしいことを示している。

なお，炭化物の中にはドングリとともにモモも含まれて

いる。

　土坑の中には供献用と思われる小型壺形土器の出土し

たものがあることから墓の可能性のあるものもあり，今

後これらの遺構を分析し，生活空間と墓地空間などを

探っていきたい。

��������

　県内では近年，弥生時代早期から中期前半にかけての

土器が日置市市ノ原遺跡，鹿屋市中尾遺跡など各地で出

土しているが，それらの細分化はまだされておらず，現

在では大ざっぱに夜臼式土器・高橋式土器・入来Ⅰ式

（入来式）土器・入来Ⅱ式（北麓式）土器と呼ばれている。

　今回出土しているのは，このなかの高橋式・北麓式土

器である。

　夜臼式土器の出土量はほとんどなく，こうしたあり方

は高橋式土器に比べて夜臼式土器の出土が少ない高橋貝

塚の出土状況に類似しており，早期から前期における遺

跡の出現状況，つまり集落規模の拡充の様子を物語って

いるように思える。

　高橋式土器は多様であるが，高橋貝塚で河口貞徳氏が

高橋Ⅰ式土器と名付けた如意状口縁はほとんどなく，多

くは高橋Ⅱ式土器と名付けた突帯文土器である。口縁部

の端部には突帯が貼付けられるが，これには小さい突帯，

突帯の上を押さえて窪みとするもの，断面が二等辺三角

形となる高い突帯，丸みをおびた幅広の突帯などがある。

突帯の形状は扁平なものは少なく，ほとんど三角形，あ

るいは矩形であり，その突帯が口縁端からやや下がって

貼付けられるものと，端に貼付けられるものとがある。

これらは一般的にやや下がって貼付けられているものが，

端部に貼付けられるものより古いとされている。さらに

器形をみると，口縁が内反するものと，外へ開くものと

があり，これらは内反するものが古いとされている。こ

うした違いからすれば，当遺跡の土器は大きく４時期に

分けられるはずであるが，これらが時期差なのか，ある

いは同時期における形態差なのか等は今後，市ノ原遺跡

などの整理が進めばわかっていくかもしれない。

　いっぽう，壺形土器については変化がなかなか見出し

にくい。肩部の文様を見ると下関周辺で見出せる二枚貝

復縁を用いた重弧文の出土や，ヘラ沈線の重弧文，鋸歯

文など南九州では出土例の少ないものもあり，他地域と

の交易がうかがえる。研磨された鉢形土器もこれらと同

じようなものであろう。中期の土器には茶色石が含まれ

ることが多いことから，胎土中に茶色石を含む壺形土器

については，中期のものである可能性が強い。

　甕形土器・壺形土器以外の器種がほとんど出土しない

のは，南九州各地の遺跡では一般にみられることであり，

当遺跡も例外ではない。鉢形土器・台付鉢形土器・高坏
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形土器・蓋形土器などが少量出ている。各種の甕形土器

にどのような壺形土器・鉢形土器・高坏形土器などが共

伴するのかについてもまた今後検討していきたい。

　さらに，次の北麓式土器との間に現在の編年案では入

来式土器があるが，ここではこれが抜けている。その間

にいくつ位の型式があるのかも検討せねばならないし，

高橋貝塚や六ッ坪遺跡・市ノ原遺跡などで出土している

高橋Ⅰ式土器がほとんど含まれていないのも，時期的な

差なのか，地域差なのかなどの問題も今後の課題である。
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　多種多量の石器は２時期における生業と技術を物語っ

ている。これらを狩猟・戦闘・漁 具（鏃・槍・剣・石

錘），農耕・採集具（打製石斧・石庖丁・石鎌・石匙・

スクレイパー・横刃石器），製粉加工具（敲石・凹み石・

磨石・石皿），木器加工具（磨製石斧・礫器），繊維関係

加工具（石錐・擦痕石器），石器や鉄器などの加工具（石

錐・砥石・敲石），調理具（石匙・スクレイパー・ピエ

スエスキーユ・礫器）などに分けることができる。これ

らを完形品・破片等も含めて数量的に割合を出すと第７３

図のようになる。１）これを同時期のものと断定すること

は無理かもしれないが，狩猟・戦闘具が２８％ともっとも

多く，次いで製粉加工具が２４％・農耕・採集具が２１％と

続く。この結果から考えると，当遺跡では稲作農耕がま

だ発達しておらず，縄文時代的生業の狩猟・採集生活を

していたらしいことがうかがえる。特に未製品の多く出

ている石鏃は，西北九州産のサヌカイトを多く持ち込ん

で，ここで加工していることが多量のチップの出土から

もうかがえる。石鏃の形態は縄文時代以来の無茎鏃で，

稲作農耕と同時に持ち込まれたとされる有茎鏃はない。

小型鏃も目立つ。製粉加工具も多いが，石皿は小型のも

のが多く，使い込んで深く窪んだものはない。敲石には

棒状のものも目立つ。炭化した木の実（ドングリやモモ

など）が広い範囲に数多く散在しているのは，採集生活

に依存していた状況を示している。石庖丁は幅の狭いも

のが目立ち，孔を穿っている。石錐のなかに丸くまわし

た痕跡がみられるものがあるのは，対象物が石である可

能性が考えられるが，いずれも打製のもので，磨製品は

ない。打製石斧が破損品も含めて８１点もあるのは，水田

農耕に比べて陸耕が盛んであった可能性を示しており，

石庖丁の少なさと符号する。

　特殊な石器として，自然円礫などの一部を利用した細

かい筋状擦痕のあるものがある。円礫を用いたものが多

いが，角礫や，打製石斧・石皿などの欠損品を再使用し

たものもある。角が丸みを帯びるか，鈍いものを使用し，

辺に対して直角に筋がみえることから，柔らかいものを

対象として，ナメしたような用途がうかがえる。これま

で出土例がほとんどなく，南さつま市上水流遺跡で１点

出土しているのみだが，今後類例を探し，その用途を明

らかにしたい。ここでは樹皮布などを作る際に，それを

ナメすのではないかと想定し，植物繊維関係加工具とし

てある。

　筋砥が一点出土している。玉砥の可能性も考えられる

が，これに関する玉類，あるいは緑泥片岩などの原石等

の出土はない。
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　広い範囲にわたって包含層，あるいは遺構内から多く

の軽石が出土している。この中には人為的な加工，ある

いは使用痕跡のみられるものも多くみられる。孔を穿っ

たもの，筋を入れたもの，窪みにしたものなど多種であ

る。これが実用なのか祭祀的用途なのか判断できないも

のも多いが，形態的に似たものが複数あるものはその形

を意識して作ったものと考えてよかろう。

　その中には顔面と四肢などを形作った石偶のような豊

作祈願用と思われる祭祀的石製品があり，これらは干迫

遺跡や柊原貝塚など縄文時代後期の遺跡や，縄文時代晩

期の上加世田遺跡，弥生時代中期の入来遺跡・山ノ口遺

跡などのものと形態的に類似している。特に山ノ口遺跡

の石偶とよく似たＳｓ２０は，顔面が写実的でないことか

らその先駆的形態を示しているのかもしれない。

　いっぽう，片面が弧状に窪んでいる軽石は，弥生・古

墳時代の遺跡で良くみられるもので，土器の表面調整具

ではないかともいわれているが，当遺跡でも多数出土し

ており検討すべきものである。使用頻度が少なければ，

痕跡がはっきりしないことから，数量的にはさらに増え

る可能性がある。

　シラス台地といえども軽石はそこら一帯に露出してい

るものではなく，当遺跡のように多く出てくる遺跡につ

いては使用痕跡がはっきりしないものについても意図的

に持ち込んでいるであろうことからその用途を考慮する

必要がある。といっても他地域に比べると手に入れやす

い軽石を実用に用いたのか，祭祀に用いたのか，その系

譜を調べるとともに，継続性などを比較し，体系的な整

理をする必要があろう。

註）

１，重複を避けるため，ここでは石匙・スクレイパーは

採集具に，石錐は繊維関係加工具に，敲石は製粉加工具

に，礫器は木器加工具に限定した。そのため，この割合

は若干変わる可能性がある。
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あ　と　が　き

　急に持ちあがった住宅建設に伴う発掘調査は多くの遺構・遺物の発見によって苦労の連

続となる調査となった。調査後半は多くの人びとの支援によって土曜・日曜日も返上の実

測図作成，遺物取り上げとなった。

　多くの竪穴住居跡や土坑・道跡などの遺構は当時のムラの様子を示してくれ，次々出土

する土器・石器のなかには完形あるいは大きな破片のものも多く，北九州・山陰系の土器

も含まれており，楽しい発掘でもあった。

　地元の皆さんといっしょに計画した魚見ヶ原ウォークラリーには多くの人が参加され，

自分の町の貴重な文化財という認識を多くの人と共有できたのは担当した者としてうれし

い出来事であった。

　多量の出土品は，これまではっきりしていなかった南九州の弥生時代前期から中期前半

の様相を解明する上に貴重な資料である。今回十分に提示できなかった点については今後

なんらかの形で分析解明していくつもりである。

　最後になったが，この報告書ができるまでに努力された発掘調査に従事された調査員・

作業員の皆さん，整理作業を手伝われた作業員の皆さんに心から感謝したい。
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